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    ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ


    



    



    大おお垣がい内と　歩あゆ


    高校一年生。自分の殻に閉じこもっていたが、サイクとの出会いをキッカケに自分以外のためにも行動できるようになった少年。


    パートナーキグルミ：サイク


    



    郷ごう田だ　勇ゆう気き


    高校一年生。赤糸に対して軒並みならぬ敵意を剥き出しにしている。


    パートナーキグルミ：アロ


    



    逆さか木き原ばら　赤あか糸し


    高校一年生。一見、全てにおいて完璧に見えるが言動がところどころ不思議な少女。


    パートナーキグルミ：ボン


    



    柄え州す　巴ともえ


    高校一年生。戦闘で負けてからというもの歩を目の敵にしている。


    パートナーキグルミ：キャロル・アン


    



    三み月け　音ね子こ


    高校一年生。クラス内でも特に目立たず本ばかり読んでいる少女。


    パートナーキグルミ：ラビイ


    



    仁に科しな　永えい樹き


    高校一年生。目つきが鋭く、太っていて嫌なやつ。


    パートナーキグルミ：ゼム


    



    竜りん胆どう　凛りん


    高校一年生。歩と赤糸と高校入学前から面識のあるクラスメイト。


    



    竜りん胆どう　明あ日す香か


    凛の従妹。赤糸とも幼いときから面識がある。現在入院中。

  


  
    



    



    　　　プロローグ


    



    



    「着ていなくてはいけないの」


    　少女は金色の光に包まれて宙に浮いたまま、静かにそう言った。


    　すべすべと柔らかそうな純白のワンピースに身を包んだ彼女は静かに瞳ひとみを閉じたまま、ゆっくりと上下していた。


    　少女の体を中心に左右に大きく広げられた八枚の『翼』は、羽ばたかれることなくフロア全体を金色に包んでいる。


    「私たちは、キグルミを着ていなくてはいけない。彼らと共に生きて──そして死んでいかなければいけないの」


    　少女はやはり目を閉じたまま、両端の小さく吊つり上がった唇くちびるを動かして言った。


    「──それが君の望みか」


    　俺おれの額ひたいの上で高く澄んだ声がそう言った。


    「それが望みで、こんな馬ば鹿かげたことを始めたってわけだ」


    　額ひたいの上の声は小さく、やれやれ、と呟つぶやいた。


    「本当に、お前は」


    　俺おれは、目を半月形に歪ゆがめ口の両端を小さく吊つり上げたままこちらを見下ろす少女に言った。


    「殺されたくって、こんなことを始めたのか」


    「そうなの」


    　少女は表情を変えずに答えた。


    「私たち、誰かに殺されたくて──あなたたちに殺し合いをしてもらってるの」


    　その表情がどうやら笑え顔がおだということに、俺はようやく気づいた。


    　こんな笑顔は見たことがない。


    　思わず彼女の顔から目を外すと、今度は床ゆかに転がったクラスメイトの体が視界に飛び込んできた。


    　床に体を投げ出したその手足はそれぞれ奇妙な方向に無理やり捻ねじられ、右足の[image: ]ももから先は欠損していた。


    　右肩から左わき腹にかけて歪んだ大きな溝が数本走っており、そこにあったはずの肉や骨や内臓を抉えぐり取っていた。


    　かつてのクラスメイトは、大きく広がった血ち溜だまりの中で、完全に死んでいた。


    　こんなふうに陵りよう辱じよくされた遺体を──今夜だけで何人見ただろう。


    　かつては、俺と同じように笑い、活発に動いていたクラスメイトたちも、今やいくつもの赤い水みず溜たまりの中に沈んでしまった。


    　俺は吐き気を堪こらえるため、一度、大きく息を漏もらす。


    　頭上から少女の、くすくすくす、という笑い声が聞こえた。


    「何がおかしい」


    　俺はもう一度、少女の半月形に歪められた目を見み据すえる。


    「これはもう、笑い事でも、ゲームでも、遊びでもないんだ」


    「あら──私ははじめから遊びのつもりなんかないの」


    　少女は歪んだ微笑を顔に貼はりつけたまま、つまらなさそうにクルクルと髪の毛を人さし指で捻りながら言った。


    「本心から、殺してほしいの」


    　からん、と乾いた音が一つ鳴る。


    「殺してやるのだわ」


    　俺の背後で、巨大な髑どく髏ろと全身を包む骨でできたキグルミを着た逆さか木き原ばら赤あか糸しが、静かだが、芯しんの強い声でそう言った。


    「殺してやるっす」


    　やはり背後で、機械でできたキグルミに身を包んだ三み月け音ね子こが、早口にそう言った。


    「とても。とてもとても。とっても頼もしいの、君たちって」


    　少女は髪の毛の先端から指を解くと、両方の掌てのひらを口の前で音を立てずに合わせる。


    「でも、簡単にはいかないの。私は、誰か一人にだけ殺してほしいの。みんなで、せーの、じゃ全然意味がないの」


    　少女は少しだけ眉まゆ根ねを寄せると首を少しだけ傾けてそう言った。


    「安心するのだわ。私が絶対に、殺してやるのだから」


    　赤あか糸しが、骨でできた巨大な鎌かまを両手で握りなおしながら俺おれの横に並んで言った。


    「駄目だ。──殺してやらん」


    　俺は赤糸より一歩だけ前に出て、少女を睨にらみつける。


    　どうして俺たちがこんな奴やつのわがままに付き合わされて、命を落とさなくちゃいけないんだ。そんなのはまったくもって馬ば鹿かげている。


    　こいつの願いに耳を貸してはいけない。それではすなわち、こいつを殺すために、こっちが死んでしまっても文句が言えないということになってしまう。これ以上誰の血も流すわけにはいかない。


    「死にたいなら──勝手に首でも吊つれ」


    「意味がないの」


    　少女は、ふいに微笑を顔から引き剝はがし、瞳ひとみの中の光を消して言う。


    「私が死ぬのに意味がないなんて──そんなのは駄目なの」


    　少女の体を包む巨大な金色の『翼』が、一度だけ大きく羽ばたいた。


    「明あ日す香か！」


    　赤糸が少女の名前を叫び、鎌を振りかぶって跳躍する。


    　鎌は明日香の体には届かなかった。


    　その刃全体を、巨大な水の塊かたまりが包んでいた。


    「待っているの──赤糸」


    　明日香はそう言うと、そのまま体を上昇させて、天井の中へ吸い込まれていく。


    　赤糸の鎌の先端を包んでいた水はその瞬間、巨大な氷の塊に凝ぎよう固こした。


    　赤糸はその急激な重みに耐え切れず空中でバランスを崩し、床ゆかへ落下する。


    「『行こう軍ぐん！』」


    　音ね子この頭上から少し高く、落ち着いた声が発せられた。


    　同時に、音子のキグルミの白衣の中から黒い軍服に身を包んだ四本足の生物が飛び出し、天井へ走る。


    　一斉に天井から何十本もの閉じられた傘かさが下へ伸びてきた。傘はどれも濡ぬれており、水が滴したたっている。


    「伏せろ！」


    　俺おれは叫んだ。


    　軍服の獣けものの目の前で何十本もの傘かさは一斉に開く。


    　表面についた水滴が一気に飛散する。そしてそれらはすべて、一瞬のうちに氷の弾丸となっていた。


    「ギャン！」


    　八方から襲おそってきた氷の弾たまを全身に浴び、軍服を着た獣は悲痛な声を上げて消滅した。


    「厄やつ介かいな人たちが手を組んだものだわ」


    　赤あか糸しはため息交じりにそう言って、俺たちの頭上に広げ守ってくれていた骨でできているマントを畳んでいく。


    　俺が天井に目を向けると、もうそこに明あ日す香かの姿はなかった。


    　その代わり──巨大な風船に腰をかけたピエロのキグルミが浮いていた。


    　その風船の真下に、水色の水すい棲せい生物のようなキグルミを着た、おかっぱ頭の少女が立ってこちらを睨にらんでいた。


    「明日香を殺したいんだったら──ボクを殺してから行くんだな、赤糸」


    　綺き麗れいに切りそろえられた前髪をさらり、と撫なで上げながら、竜りん胆どう凜りんは冷たい声でそう言った。
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    「死ぬ──ってどんな感じなんすかねえ」


    　昼休み。


    　俺おれたちの通う私立桜おう舞まヶが原はら高校の体育館近くの昇降口の下にぽっかりと空いた空間に腰を下ろした三み月け音ね子こは、膝ひざの上にのせたお弁当の包みを解きながら唐突にそんなことを言った。


    「なんだよ、いきなり」


    　俺も購買部で買ったばかりのカレーパンの袋を破きながら返事をする。


    「いや、お姉ちゃんが最近どうやら死後の世界にはまってるらしくって、昨日きのうも、晩ご飯の話題がそれだったんす」


    　なんという一家団だん欒らんだ。


    　三月音子の姉──十と四よさんは、現在大学生であるが、いまだにちょっと不思議ちゃんで先日も突然我が家の庭先に現れたかと思うと、妄もう言げんともつかない何かを酔っ払いながらひとしきり話していた。


    　もっともそれは、妹の学園生活を心配したがゆえに出た言葉だったのだけれど。


    　それからなんやかんやといろいろとあり、十四さんの心配していた音子の学園生活は現在のところ、平へい穏おんに進んでいる。


    「それで？　十四さんは晩ご飯のときには死後の世界についてなんて言ってたんだ」


    　俺は十四さんの豊満な肉体を思い出しながら訊きき返す。


    「んーと、その人の信仰している宗教にもよるから一概には言えないって」


    　それはまあ、なんというか、もっともなご意見だ。


    「じゃあ、この話はそれでおしまいだな。もっと楽しい話しようぜ。今日きようの晩ご飯は何かな、とか」


    「……歩あゆくんって、生きてて楽しいんすか」


    「楽しいよ？　何？　ご飯のこと考えちゃ駄目なわけ？　死ぬこと考えるより全然健全だと思うけど？」


    　指先についたカレーパンの衣を払い落としながら俺は抗議する。カレーパン美お味いしい。


    「お姉ちゃんが言うには」


    　無視ですか。


    「死んだあとの世界は、宗教によってさまざまだから置いとくとして、死ぬ瞬間っていうのは、誰にでも平等だと」


    　それは確かにそうかもしれない。死は誰にでも平等に訪れる。生まれた人間は、いずれ必ず死ぬ。病気、事故、寿命──もしくは、他者によって強制的に。


    「誰だって、一度は死ぬじゃないっすか。その瞬間っていうのは、果たしてどんなもんなんだろう、っていうのが今の疑問なんす」


    　死が自分に訪れた瞬間。それを確かに俺おれは知っている。あのときの気持ちを、音ね子こに伝えることなんてできるだろうか。不可能だ。それを知ろうとするならば恐らく──。


    「死んでみればいいのだわ」


    　俺の隣で逆さか木き原ばら赤あか糸しはペットボトルのお茶の蓋ふたを閉めながら唐突に言った。


    「……死ぬんすか」


    「そうよ。疑問の答えを知りたいのであれば、誰かの知識を知るだけでは足りないもの。実際に自分で体験してみないことには、完全にそれを、知った、ということにはならないのだわ」


    　ハンカチを敷いた地面にまっすぐ背筋を伸ばして座りながら、赤糸は端整な横顔を俺と音子のほうに向けずに言った。


    「でも、死んだら、終わりじゃないっすか」


    　ごもっとも。まったくもってその意見は正しいのだが、俺たちに限って言えば、一度だけなら、終わりにはならない。


    「この時間の中で言えば、確かにそうね」


    　赤糸は、背中まで伸びた癖くせのない艶つややかな黒髪を少しだけ揺らした。


    「でも『時間の外』で、キグルミを着てさえいれば、一度だけなら死ぬことができる」


    　赤糸はカバンの中からホットドッグの包みを取り出し、


    「だから、一度死んでみたらわかるわ」


    　と言うと、食べ始めた。


    　一度食べ始めると赤糸は食べ終わるまで何も喋しやべらなくなる。つまり、ここから先は俺に任せた、ということか。


    「赤糸の言うとおりだけど、お勧めはしないぞ」


    　俺も赤糸も音子も、『時間の外』と呼ばれる夜の巨大病院で夜ごとクラスメイトと戦っている。そこにはキグルミと呼ばれる[image: ]なぞの生物がおり、俺たちはそれぞれ一体ずつパートナーにして、彼らを着ている。そうすることにより二つの命を共有することになり、『時間の外』でキグルミを着ている限り、一度だけならその命を奪われても、復活ができる。


    　普通キグルミに命は一つだが、赤糸のパートナーであるボンというキグルミは、他者の命を骨に変えてストックすることが可能であるため、そのストックが尽きるまでは何度でも死ぬことができる。現在ストックは三千以上あるらしい。そんなのほぼ無敵じゃないか、と呆あきれそうになるのだが、その代わりボンには、敵のキグルミの命を奪うほどの攻撃力がない。防御に特化したキグルミなのだ。


    「歩あゆくんも、一度死んだんすよね」


    　音ね子こは、さっきからお弁当の蓋ふたに手をのせたまま、それを開けずにそう言った。


    「そう。だから俺おれは次がないんだ。お前らとは違って」


    　俺と、キグルミのサイクは、一度殺された。引力を操あやつる巨大な人形のキグルミを着たクラスメイトに、滅茶苦茶にやられてしまったのだ。


    「ど、どんな感じだったんすか」


    　音子の質問にすぐには答えずに、左手を何度か強く握って開き、口の中で舌を滑らせて、生えそろっている歯を確かめる。それだけで、あの瞬間はすぐに体感できた。


    「やっぱり、覚えてないっすか」


    「いや。覚えてる。忘れようとしたって無理だ。まず、全身の痛みに目の前が激しく点滅する。全身の血液が一斉に足りない箇か所しよへ走ろうとするんだが、どうしたって足りずに、行き届かなかった部分から一気に冷えて感覚がなくなっていく。皮ひ膚ふだけはけっこう感覚が残っているけど、痛みなんかよりももっと単純な、流れ伝う血液が温かいな、とかそんな情報を送ってくる。で、最後まで頑張ってるのが脳なんだけど、ありとあらゆる情報が一気に伝達されるもんで、処理が追いつかなくって、それを一度全部シャットアウトする。そうすると、全身が痛いとか血液が足りないとか血が温かいとかそういう情報が同時になくなって、たった一つだけの言葉が暗くら闇やみにぽつん、と残るんだ」


    「どんな言葉なんすか、それは」


    　それは──。


    「覚えてない」


    「えええええ」


    「いや、なんつーか、覚えてないというよりも、言葉にすらなってないみたいな、なんか、ただ発せられた音、みたいな。日本語とか外国語とかそういう言語で表せない、みたいな感じ？　そっから先はもう言えん。どうしても知りたきゃ──」


    「死んでみるしかないわね」


    　ホットドッグを食べ終えた赤あか糸しがあとを継いでもう一度、そう言った。


    「歩は一度しか死んでないから、そこまでしか覚えていないのも仕方ないのだわ。もっとも、そこから先は音子さんのお姉さんの言うとおり、宗教の違いのようなものによって、人それぞれ違うのよ。歩が言うところの、たった一つの言葉のようなもの、を発したあと、何がその声に応こたえるのか、というのは」


    　ホットドッグの包みを丁てい寧ねいに折りたたみながら赤糸は、


    「──私の場合は」


    　と小さく言って顔を上げた。その横顔を見ていた俺と目があう。


    「……何を見ているのかしら」


    「いや、そりゃ見るだろう。お前が話してるんだから」


    「むーん」


    　そう言って赤あか糸しは両方の掌てのひらを自分の頰ほおに当て、俯うつむいてしまう。


    　この動作は何か考え事をするときにする赤糸の癖くせなのだが、何を考えこむことがあるんだ。


    「赤糸さんの場合は、誰だったんすか？」


    　音ね子こが中断された赤糸の言葉を拾って訊きく。


    「誰だったかしら」


    　赤糸は頰を押さえて俯いたまま答えた。


    　音子は、はあ、そんなもんすか──と言って、ようやくお弁当の蓋ふたを開けた。


    「だけど音子、いくら生き返るって言っても、死ぬのはすごく痛い。どのくらい痛いかっていうと死ぬくらいだ。だから、死なないほうがいいぞ」


    　こいつは以前、世界を壊したくて仕方がない、とまで自分を追い詰めたことがあったのを思い出して俺おれは慌あわててよくわからないことを言った。


    「いや、何も死にたいって言ってるわけじゃないっすよ。死ぬってのは、どんなもんかな、って思っただけで。自分から死のうなんて思わないっす。まだまだ読みたい漫画だってあるし」


    　そうか。それならいいんだが。


    　そのとき俺は、顔を上げてこちらを睨にらみつけている赤糸の視線に気がついた。


    「なんだよ。何か──」


    「あなた、それ、正気なのかしら？」


    　赤糸は俺を睨んではいなかった。いや、睨んではいたのだが、その視線は俺ではなく、俺の向こうに座る音子の膝ひざの上で開かれた、弁当箱に注がれていた。


    「へ？　な、何がっすか。これ、私の、お昼ご飯っすけど」


    「……音子、お前、正気か」


    　そのお弁当は、いわゆるキャラ弁だった。敷き詰められた白米の上に色とりどりのおかずによって一つのキャラクターが描えがかれている。ほうれん草でできた緑色の体に、海の苔りによって大きく丸く描かれた一つの目。それは間違いなく、俺のパートナーのキグルミの、サイクだった。


    「サイクじゃねーか！」


    「えへへ、可愛くないっすか」


    「あなた、それ、自分で作ったの？」


    「えー、いや、お姉ちゃんが作ってくれたんす。えへへ」


    　いや、えへへじゃねえよ。


    「お前もしかして、キグルミのこと、十と四よさんに喋しやべってるのか？」


    　音子は俺から視線をそらして[image: ]はしでサイクの体を一つまみ持ち上げると、こちらへ差し出す。


    「はい、あーん」


    「あーん」


    　美お味いしい。


    「あーん、じゃないのよ！」


    　赤あか糸しが俺おれの頰ほおをつねる。痛い痛い痛い。


    「三み月け音ね子こさん、あなたまさか、キグルミのこと、家族に話してるの？」


    　痛い痛い痛い。


    「家族っていうか、うーん、お姉ちゃんっすけど」


    「お姉ちゃんは家族でしょう！」


    　痛い痛い痛い痛い。


    「大丈夫っすよ。お姉ちゃんは、すごいねって言ってくれたっすから」


    「それですませられる、お姉ちゃんもすごいのだわ！」


    　痛い痛い痛い痛い痛い。


    「でもこれ、可愛くないっすか？」


    「可愛いわよ！」


    「はい、あーん」


    「おいひい」


    「よかったね！　痛い！　もう手を離せ！」

  


  [image: ]


  
    　俺おれはようやく頰ほおを赤あか糸しの右手から開放させる。千ち切ぎれるかと思った。


    「いったい、どういうつもりなのかしら」


    　赤糸はご飯を飲み込むと、ため息交じりにそう言った。


    「逆に尋ねたいんすけど、二人とも、家族には言ってないんすか？」


    　赤糸はその質問には答えない。


    「俺は、言ってないな」


    　俺は別段、家族と仲が悪いわけではないし、同い年くらいの奴やつらと比べると、むしろ仲が良いほうじゃないかとすら思う。その中でも、音ね子こと同じく姉と一番話をするのだが──それでも、『時間の外』のことを話したことはなかった。


    「その、十と四よさんは、お前の話を聞いて、信じたのか？　つまり、夜の病院で、おかしな生き物を着てクラスメイトと戦ってるなんて話を」


    　音子は、[image: ]はしをくわえたまま、頷うなずく。


    「信じてくれたっす。大変だね、頑張ってね、とも言ってくれたっす」


    　赤糸は、片方の眉まゆ毛げだけを上げて、俺を見た。


    「……十四さんって人は、まあ、そういう人なんだ」


    　俺は赤糸に説明する。そうとしか言いようがない。


    「とにかく、俺が言ってないのは、到底信じてもらえるとは思えないからだな。十四さんと違ってウチの姉にそんなこと言ったところで、蹴けっ飛ばされて悪態つかれるのがオチだ」


    「……キツいっすね」


    　うん。俺もそう思うよ。思えば姉の態度がキツくなったのは俺が中学のときに左足を怪け我がした頃からなのだが、まあ、それは今は、別にいい。


    「赤糸だってそんなとこだろ」


    「学校生活のことだからよ」


    　赤糸は唐突にそう言った。


    「何が？」


    「何がっすか？」


    　俺と音子はほぼ同時に訊きき返す。


    　このクラス委員長は、思考の過程を飛ばして結果だけを先に伝えるという厄やつ介かいな癖くせがある。


    「……私は、歩あゆと違って家族に信頼されているし愛されているので、たとえ『時間の外』の話をしたところで信じてもらえると思うわ」


    　そうすか。そりゃよござんしたね。


    「だけれど私がそれを家族に言っていないのは、あれが、学校生活のことだからだわ」


    　なんだそれ。


    　夜の巨大病院でキグルミを着て殺し合いをすることのどこが、学校生活なのだ。そんな課外授業、聞いたことない。そんなカリキュラムを組む学校に生徒は入学を希望しない。


    「いや、赤あか糸し。それ、全然わかんないんだけど」


    「別にわかってほしいだなんて思わないのだわ。理由を訊きかれたので、私は自分の考えを答えただけだもの」


    「──なるほど。そう言われてみると、確かにそのとおりっす」


    「え、お前わかるの？」


    　音ね子こは忙せわしなく[image: ]はしを口元へ運びながらうんうん、と頷うなずいている。


    　わかんないのは俺おれだけか。


    　音子が食べ終えたお弁当の蓋ふたを閉めると同時に、チャイムが鳴った。
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    　教師が午後の授業を進行しているが、俺の耳には一言も入っていなかった。窓の外を眺めながら、昼休みに聞いた言葉を思い返す。


    　あれは学校生活なのだ、と赤糸は言った。


    　毎日ではないが、夜になると俺たちはどこかの巨大病院に呼び出される。そこでパートナーであるキグルミを着て、襲おそってくるクラスメイトと戦う。


    　戦いを避けたまま時間切れになると、ペナルティがあり、どこからか現れる小さな『翼』たちによって体を啄ついばまれて殺されてしまう。勝敗はともかく、キグルミ同士が一度だけでも拳こぶしを交えなければいけないらしい。


    　それのどこが学校生活なのだ。わからん。


    　俺は首をほぐすついでにクラスを一度だけ見渡す。


    　逆さか木き原ばら赤糸。三み月け音子。竜りん胆どう凜りん。ほかにかろうじて名前だけは覚えているくらいのクラスメイトたち。さらには空席がいくつか。


    　不登校になっている郷ごう田だ勇ゆう気きと、柄え州す巴ともえの席以外は、『時間の外』での戦いに敗れた生徒のものだ。そこで二つの命をなくした生徒は、現実世界では行方ゆくえ不明となるのだが、俺が知る限り実際に命を落としてしまったのは、『翼』たちに啄まれていた山やま下しただけで、それ以外の松まつ本もとと林はやし、岩いわ本もとは赤糸のキグルミであるボンの特性により白い骨に姿を変えられ、その命はストックされている。


    　俺と赤糸の『時間の外』での目的は、なるべく犠ぎ牲せい者しやを少なくして戦いを終えることにあった。一人でも多くを殺さずに白い骨に変え、命は生かしたまま戦闘から離脱させる。俺たちの戦う意味はそこにあった。


    　防御に特化した赤糸のボン、そしてレーダーに特化した俺のサイクがいれば、それは容易たやすいかと思われたが、実際そううまくはいかない。郷田勇気のキグルミのアロと、柄州巴のキグルミのキャロル・アンにさえ苦戦を強いられているのが現状だ。先日新たに三み月け音ね子こと彼女のキグルミのラビイが仲間になったとはいえ、果たしてそのままであいつに勝てるのだろうか。


    　俺おれはさっきから何も記述しないシャープペンシルを指先で回しながら、あいつ──斜め前の席に座る仁に科しな永えい樹きの巨体を見み据すえた。


    　ゼム、という名前をつられた仁科のキグルミはピエロの姿をしていた。ゼムの特性は恐らく卵だ。あいつは、卵をクラスメイトの体内に埋め込み、自分の意のままに操あやつる特性を持っている。仁科はそれを使って──。


    　──兵隊をね。作ってるんだよオレは。


    　──オレにとって使える兵隊を作ってるんだ、今。


    　クラスメイトを『時間の外』に呼び出し、卵を一つ一つ埋め込んでいって、あいつにとって使える兵隊を作ってる、と言った。そして俺たちを襲おそってきた林はやしと岩いわ本もと、巴ともえには卵が埋め込まれていた。


    　今、ほかに何人のクラスメイトが、既に卵を埋め込まれているのだろう。赤あか糸しと音子は大丈夫なはずだ。それは間違いない。もしかしたら俺たち以外は既に全員、仁科の兵隊なのかもしれない。


    　──オレは『時間の外』でしかふざけないんだから。


    　仁科はそう言った。


    　現に、昼間の学校で何か絡んできたり話しかけたりしてくることはない。まるで、『時間の外』での自分は、本当の自分ではないかのように──。


    　いや違う。それは逆だ。『時間の外』での仁科が本当で、昼間の学校での仁科が噓うそなのだ。


    　昼間の学校では、赤糸も音子も、郷ごう田だや巴でさえも、本当のことはめったに口にしなかった。何よりも俺自身がそうだった。


    　赤糸や俺が音子に怒って怒鳴ったように、郷田が俺に裏切られたと感じたように、『時間の外』で発する言葉こそが、本当の言葉なのだ。


    　なぜなら、あそこでは本当の言葉を届けなければ、死に直結するからだ。


    『時間の外』で言った「殺す」は、本当にそいつの命を奪う、という意味にしかならない。


    　昼間の学校でならそれも冗談や挑発になりうるだろうが、キグルミという武器を身につけた俺たちの言うそれは、そのままの意思になる。


    　その瞬間、クラスメイト全員が俺を睨にらんでいるような錯さつ覚かくに陥おちいった。


    　違う。


    　そんなことは起こっていない。ただの気のせいだ。


    　全身をドッと冷や汗が包んだ。どの生徒も春先の午後に訪れる睡魔と闘いながらぼんやりと授業を受けているだけだ。


    　以前の俺であればそんなこと気にもしていなかった。そればかりか、実際にクラスメイトが俺おれを睨にらんでいたとしても、気づかずに過ごしていただろう。ヘッドホンで外界を遮断し、自分だけの場所をつくってそこに三年間いればいい、と思っていたのだ。


    　──私のものになってほしいの。


    　逆さか木き原ばら赤あか糸しにそう言われるまでは。


    　──学校生活のことだからよ。


    　そうか。ようやくわかった。赤糸にとって、『時間の外』と昼間の学校には、差がないのだ。俺は『時間の外』での出来事が特別な、日常とは切り離されている空間だと思っていた。実際に切り取られた空間には違いないのだが、時間切れが来てまた日常に戻れば平へい穏おん無事な生活が戻ってくると勘違いしていた。


    　そうじゃない。現実に、あそこで命を落とした山やま下したも、骨にされた林はやしも松まつ本もとも岩いわ本もとも、日常には戻ってきていないじゃないか。『時間の外』と日常は繫つながっている。そして、『時間の外』に集められているのは、すべてクラスメイトなのだ。


    　つまり。学校生活も『時間の外』の延長であり、同時に、学校生活は『時間の外』の延長なのだ。


    　赤糸にとって、今もまだ、命の奪い合いの最中なのだ。
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    　放課後。


    　赤糸の考えはわかった。音ね子こがそれを理解できていることも知った。かといって俺が急にクラスメイト全員を敵だ、と認識して警戒を始めるのもおかしな話だし、変だと思われるに決まっているので俺はつとめて冷静に普段どおりの行動を心がける。


    　普段どおりというのはこの場合、部活や帰宅の途に就つく生徒たちとは一線を引いて、一人教室に残ってヘッドホンで音楽を聴きながら自分の世界に没頭するということだ。


    　……今になってようやく気づいたのだが、この行動は十分に変だと思われる行動なのではないだろうか。


    　冷静に考えたら誰もいなくなった教室で一人ヘッドホンで音楽を聴きながらボーッと席に座ってる奴やつなんて、怖い。なんというか、話しかけづらい。俺なら話しかけない。


    　そんな当たり前のことに気づけるほどに俺は成長したのだ。郷ごう田だと赤糸はよくこんな奴に話しかけてくれたものだ、と今さらながらに感謝する。


    　音子の姿を捜すと、驚いたことに音子の席には女生徒が二人集まっていた。特にクラスでは目立ったグループではない二人だったが、何とか名前を思い出す。


    　ショートボブでメガネをかけたほうは確か、東ひがし村むら美み鈴れい。


    　地味めな印象の顔立ちだが、小学校の頃から空手をやっていると自己紹介をしていた。


    　柔らかそうな髪の毛をポニーテールにしたほうは、中なか岡おか里り恵え。


    　柔和な顔立ちで、料理が趣味だと自己紹介していた。


    　と、まあ、新学期早々のクラスでの自己紹介のときに知った以上の情報はないに等しいのだが、それでも十分と言えるだろう。偉いぞ、俺おれ。


    　音ね子この机を囲んで三人の女子たちは何やら薄い本を何冊も広げて、楽しげにキャッキャと話しこんでいる。


    　それにしたって三み月け音子よ。えらい早くに友達をつくるじゃないか。つい先日までのお前は俺と同じように一人机に座って何やら顔をくっつけるように本を読んでいただけの孤独な少女だったというのに。いいさ、別に。悔くやしくないよ。羨うらやましくもない。俺にはほかにも、ちょっとおっかないが気軽に話しかけるようになってきた中学時代からの友人がいるのだ。


    　後ろの席で同じように席を立ったばかりのさらさらのおかっぱヘアに目を留めた。


    「ふん」


    　竜りん胆どう凜りんは、俺の目を見るなりそう一言だけ言うと、そのまま綺き麗れいに刈り上げられた後頭部をこちらに向けて教室を出ていった。


    　なるほど。つまりこれはあれだな。俺は独りぼっちだってことだ。


    　何、気にすることはない。今までだって俺は独りぼっちだったのだ。むしろ、進んで自みずから一人になりたがっていたのだ。一人大好き。さーて、こうやって一人で立ったり座ったりヘッドホンを出したりしまったりしていても変だと思われるだけだ。とっとと着席して、教室から誰もいなくなるまで一人で音楽でも聴こう。


    　そのとき、クラスメイトの男子生徒が俺の机の前に立った。思わず顔を上げる。端整な顔立ちのそのクラスメイトは、ジェスチャーで、ヘッドホンを外せ、と言っていた。俺はヘッドホンを外し、首にかける。


    「悪かったね、音楽鑑賞中に」


    　端整な顔立ちのクラスメイトは耳にかかる長い髪の毛を、人さし指で後ろへ流しながらそう言った。


    「いや。音楽は、聴いてる振りをしていただけなんだ」


    　しまった。つい正直なことを言ってしまった。


    「そうなのかい、変な奴やつだな」


    　端整な顔立ちのクラスメイトは、眉まゆ根ねを少し寄せてそう言った。


    「それよりなんの用だ？　こう見えても忙しいんだけど」


    　俺は内心の恥ずかしさを気け取どられないようにさも迷惑そうにそう答えた。


    「忙しかったのかい？　すまない。立ったり座ったりしてただけだったから暇ひまなのかと」


    「立ったり座ったりするのに忙しかったんだ。あと、音楽を聴く振りをしたり。聴かない振りをしたり、だ。そういうことって、あるだろ」


    　ない。自分で言っといてなんだが、そんなことで忙しい人は絶対にいない。


    「ふむ。僕にはよくわからないが、そういうことで忙しい人も、あるのかもしれないね」


    　端整な顔立ちのクラスメイトは、俺おれの前の席に腰をかけながら長い脚を組んでそう言った。


    　えーと、こいつの名前は、なんて言ったっけ。確か自己紹介のときには、ええと。


    「僕は、藍あい羽ばだ」


    「そうだ」


    　しまった。思ったことがそのまま口に出た。


    「そうだ？」


    「相談事。でもあるのか、と言おうとしたんだ。俺は大おお垣がい内と歩あゆだよ」


    　俺は藍羽に片手を差し出した。慣れた手つきで藍羽は握り返してくる。


    　藍羽義よし則のり。背が高く、一見優やさ男おとこに見えるこの二枚目は、運動神経も抜群で成績も学年上位。おまけに家が超金持ちだという、まるで逆さか木き原ばら赤あか糸しの男子バージョンとでもいうような経歴の、俺とは、住んでいるところも見ている景色もまるで違うクラスメイトだった。


    「ふむ。相談事、というか質問なんだけれどね」


    　身構えながら言葉を待っていると、藍羽はあたりを少し窺うかがってから「あまり大きい声では言えないんだけれど」と言って、引きつったような爽さわやかな笑え顔がおをこちらへ向けた。


    「お、大垣内くんは、逆木原赤糸さんと、つ、付き合っているわけじゃないよね？」


    　俺が？　赤糸と？　付き合ってる？


    「何だ、そんなことかー」


    　思わず身構えていた全身を一気に脱力させ、机に突っ伏した。


    「そ、そんなことって言うが、これはもっぱらの[image: ]うわさなんだよ。君と赤糸さんが実は付き合ってるんじゃないかとか釣り合わないのに生意気だとか、何か弱みを握られて脅迫されているんじゃないか、というのは」


    　藍羽は必死で何度も耳にかかる長い髪を人さし指で撫なで上げながら言う。


    「後半の根も葉もない[image: ]は知らんし、釣り合ってないのも大きなお世話だとしか思わんが、俺にしてみれば、またその話か、という答え以外は出てこないな」


    「と、いうことは。君と赤糸さんは付き合っていないのか」


    「付き合うというのが男女交際という意味ならば、その質問の答えはイエスだ」


    『時間の外』でチームを組んでいる、という意味ならノーだけど。


    「なんだ。……なーんだ。はっはっは。いや、僕も、かねがねそうじゃないかなー、とは思っていたんだ。ふむ。いや、いくら君と赤糸さんが昼休みにどこかへご飯を食べに消えるといっても、そんな、まさか、あの逆木原赤糸さんと、変わり者の大垣内くんとが、付き合っているなんてことはないはずだとね。いや、変わり者って言うのは別に変な人って意味じゃないよっ」


    　ほかの意味があるなら教えてほしい。


    「そりゃ無駄な心労をかけさせて申し訳ないな、藍あい羽ばくんよ。でもそれくらいの情報、クラスのほかの男子でも女子にでも訊きけば一発でただの[image: ]うわさだとわかったはずだと思うけどね」


    　俺おれは机に突っ伏したまま、顔だけ外に向けてそう言った。


    　何しろ、あの日、クラスメイト全員の前で竜りん胆どうと赤あか糸しに俺の取り合いをしているところを見られて以来、そんな質問はクラスメイトからもほかのクラスの人間からも幾度となくされたのだ。ほかでもない竜胆にもされたし、音ね子こに訊かれたこともある。


    　もちろん俺だって放課後、待ち伏せをしていた赤糸に「私のものになってほしい」なんて言われた日には、やばい、クラス一の、いや学年一の美少女に告白されたどうしよう、春が来たぜへへーい、なんて舞い上がっていたものだったが、その後、本人からその言葉の真意を聞かされて以来、赤糸に対する愛だとか恋だとかの感情は一切期待しないことに決めたのだ。


    　友情や信頼関係は存在すると思っているが、それを世間では付き合っている、とは言わないだろう。


    「いや、クラスメイトに尋ねるわけにはいかなかったんだ」


    　藍羽は消え入りそうな声で言う。


    「なんで？」


    「だ、だってだな、そんなことをしたら、まるで、僕が、赤糸さんのことが好きだって言ってるみたいじゃないか」


    「はあ？」


    　思わず声を高めて身を起こしたが、なにやら慌あわてた藍羽に両肩を勢いよく押さえられ、再び机に突っ伏させられてしまう。


    「声が大きいんだよ、大おお垣がい内とくん」


    「力が強いんだよ、藍羽くん」


    　すまない、と言って藍羽は俺から手を離す。俺はゆっくりと上体を起こして二枚目のクラスメイトの顔を眺めた。その顔は真っ赤かに染まり、おでこには大量の汗をかいていた。


    　なんてわかりやすいんだ藍羽くん。純情少年だったんだね。


    「えーと、それじゃあ、とっても馬ば鹿かみたいな質問を俺からもさせてもらうけど、藍羽くんは、赤糸のことが、嫌いなのかな？」


    「な、何を馬鹿なっ」


    　うん。だから馬鹿みたいな質問、って前置きしたんだよ。


    「嫌いだなんてそんなっ。いや、かといって、好きとかいうそんな感情はっ。ああ、いや、つまりだね、その何というか」


    　既に撫なで上げる髪はそこにないのにもかかわらずに藍羽は何度も耳のあたりで人さし指を上下させると、やがて細いため息をつきながら首をゆっくりと横に振った。


    「負けたよ、君には」


    　なんか知らんが勝ったよ！


    「君の罠わなに嵌はまってしまった哀れな僕を笑うがいいさ。お察しのとおり、僕は、逆さか木き原ばら赤あか糸しさんのことが、好きなんだ」


    　罠も何も、平らな場所に勝手にやってきて何もないところで転んで足を押さえてるようにしか見えないんだが。


    「まあ、そうなんだろうねえ」


    　それ以上に感想が出てこなかった。


    「笑うがいいさ！」


    「笑わないよ」


    「いや……笑ってくれ」


    「はははは」


    「何がおかしい！」


    　どうすればいいんだよ。


    　藍あい羽ばは恐らく悪人ではないが、馬ば鹿かなのだ。


    　いくら勉強ができても、他人の気持ちを想像できない人物は、誰のことも幸せにできないであろう。俺おれは少し意地悪をしてみたくなった。


    「でも、赤糸には付き合ってる人がいるみたいだけど」


    「何だって──それは、どこの家の者だ」


    「松まつ本もとって家の生徒だって聞いたよ」


    　松本くん。『時間の外』で赤糸とボンによって白い骨にされてしまったらしい、クラスメイト。


    「松本って、松本くんのことか？　行方ゆくえ不明の？」


    「らしいよ」


    「ふむ。そうか、彼か。でもいったいなぜだろう。彼の家は別に──ごく普通の一般的な家だったはずだが」


    「皆が皆家柄で付き合うわけじゃないだろ」


    「ふむ。それも、そうか。恋愛ってやつだね。じゃあ、大丈夫。気の迷いにすぎないよ」


    　藍羽は白い歯をキラリと光らせて爽さわやかにそう言った。


    「でも確かに気になるね。彼の家自体は普通の家だとしても、ひょっとしたら彼の親しん戚せきに資産家がいるのかもしれない」


    　徹底してるな、こいつの考え方は。


    　少しだけだが感心しかけたぞ。


    「ふむ。大おお垣がい内とくん。君はとっても良い奴やつだ」


    　何だ急に。ありがとう。


    「僕の質問に真しん摯しに答えてくれた君に感謝するよ。そして君を僕の友人に認定してあげよう」


    　はあ、そりゃどうも光栄です。


    　俺おれの家も別に資産家でもなんでもないんですが、それは構わないんでしょうか、お坊ちゃま。


    「そして友人として頼もう。どうか僕のために、その松まつ本もとくんについて何か赤あか糸しさんから聞き出してくれないかな。謝礼も出そう。ほかに経費が必要だったら遠慮なく言ってくれ。惜しみなく出す」


    　何を言い出すんだこいつは。


    　お金はそりゃ誰だって欲しいが、さすがにその言い分には呆あきれた。


    「待て藍あい羽ばくん。悪いけどその頼みは聞けないよ。第一にめんどくさいし、第二に、自分のことは自分で聞けばいいと思う」


    「でもお礼はするよ？」


    「とにかく、赤糸のことは自分でやってくれ」


    　俺は藍羽との会話を切り上げたかった。


    　もっと、普通に気兼ねなく会話できる友人が欲しい。


    「わかったよ。大おお垣がい内とくん、ありがとう。これは、僕の質問に付き合ってくれたお礼だ。受け取ってくれたまえ」


    　藍羽はポケットから折りたたまれた紙幣を数枚取り出して重ね、俺の手に握らせようとした。


    「だからいらないって。俺は君の友人なんだろ？　友人ってのは話をするたびにお金を受け渡さないような関係のことを言うんだよ」


    「そうだったのか……しかし僕にも、一度出したお金を引っ込められないというプライドがあるよ」


    　その言葉に、じゃあ遠慮なく、と手が出そうになるがグッと堪こらえる。


    　藍羽が俺のことを友人だなんていうからだ。友達でも何でもなければホイホイともらってやったのに。くそ。


    「それじゃあ、恵まれない子どもにでも寄付してくれよ。俺は今後一切、いかなる理由でも藍羽くんからお金は受け取らないからな」


    　そう言って俺はカバンを手に取ると、立ち上がって教室を出ようとして、ふと立ち止まった。


    「──そうだ、藍羽くん。一つ訊ききたいことがあるんだけど」


    「なんでも訊いてくれたまえ」


    「君、キグルミには出会ったことがあるかい？」


    「……キグルミ？　ゆるキャラってやつかい？　ふむ。確かに、うちの会社の系列にはそういうのは何体かいるようだけれど……彼らが僕のところに挨あい拶さつに来たって話は、まだないね」


    「そっか。それならいいんだ。なんでもない。じゃあ」


    　俺は藍羽に別れを告げると、教室をあとにした。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　ドッと疲れた。


    　昇降口を出た俺おれは、靴もきちんと履かないままに正門へと続く新緑の並木通りをのろのろと歩く。


    　藍あい羽ばは恐らく何もストレスなど感じていないだろう。彼の人生はストレスと無縁なものだ。これまでも、これからも。


    　そして藍羽はキグルミには出会っていない、と言った。つまり彼はまだ『時間の外』へ呼び出されていない。


    　直感だが、その言葉は噓うそではないと思う。


    　藍羽は噓がつない。噓が苦手だ、というのではなく、恐らく噓をついたことがないのだ。噓をつく必要がなかったのだろう。


    　だから、もし『時間の外』へ行ってキグルミに出会っているのであれば、嬉き々きとしてそのことを話すのではないだろうか。


    　もしくは「僕のキグルミは僕に相応ふさわしくないんだよね」と不満を漏もらすか。うん。藍羽であればそうするだろう。まともに喋しやべったのは今日きようが初めてだが、なんとなくそんな気がする。だから藍羽はまだ、『時間の外』へは行っていない。


    　できることなら、藍羽が俺たちの敵にならなければいいのだけれど。


    　やはり、仁に科しなが明確にこちらに対する敵意を表明している以上、仲間は多いに越したことはない。


    　奴やつは兵隊を作るのだ、と言っていた。向こうがクラスメイトを仲間にする前にこちらの仲間にしてしまうのが一番だと思う。


    　それを、赤あか糸しに納得してもらわなくてはいけない。


    　赤糸は以前、チームの人数は少なければ少ないほうがよい、と言った。その主張には同意するが、あのときはまだ敵が誰かが明確ではなかったのだ。


    　今とは状況が違う。現に、三み月け音ね子こは新たなチームの一員になっている。その前例をもとに説得するしかない。


    



    「藍羽くんとの話は終わったのか」


    　突然、背後から声をかけられた。


    「……お前、いつも後ろから突然現れるよな」


    　俺は、肩越しに振り返り、竜りん胆どうのまっすぐに切りそろえられたさらさらのおかっぱヘアを一いち瞥べつして言った。


    「ふん。歩あゆがいつもボクに気づかずに先を歩いているだけだ。なにもわざわざ後ろに回りこんでいるわけじゃない」


    　竜りん胆どうは肩にかけた大きめのカバンを一度持ち直してから俺おれの隣に並ぶ。


    「俺がお前に気づかなかったって？」


    「そうだ。昇降口で歩あゆを待ってたのに、いつものように世界中で自分だけが不幸でございます、みたいな顔をしてボクを追い越していったんだ」


    「そりゃすまなかった。ていうか、待ってたのか？　部活に行ったんだと思ってた」


    　俺は浅黒い肌に少年を思わせるスリムな体にスポーツバッグを肩からかけ、Ｔシャツとハーフパンツ姿の竜胆を見る。本日の女子バスケ部Ｔシャツは青色で、背中に黄色の筆文字で大きく『電流爆破籠ろう球きゆう死し合あい』と書かれていた。


    　宇宙空間を裸はだかで遊泳する塾長のいる私塾で有名な少年漫画か。どこの高校がそんな物ぶつ騒そうな試合をするんだ。ていうか、どんなルールなんだ。


    「Ｔシャツのことなら触れるな」


    　竜胆はポーカーフェイス気味の顔を赤らめて、両手でその文字を隠しながら言った。


    「恥ずかしいなら着なきゃいいのに」


    「部員が全員着ているのにボクだけが拒否するのも逆に目立つだろう」


    　ウチの高校の女子バスケ部は伝統的に、無意味に物騒なオリジナルＴシャツを作成することに命をかけているらしかった。


    「でも部活から一歩離れれば目立つことこの上ないぞ。今から部活に行くのか」


    「逆だ。もう行ってきた。早退届を出してきたんだ」


    「竜胆が部活を早退するなんて、珍しいな」


    「ふん。前も言ったが、ボクは別段バスケットボールが好きでやってるわけじゃないからな。それに、用事がある日に早退するのは珍しいことじゃない」


    　竜胆と俺は中学の頃、陸上部で一緒だった。


    　その頃のこいつは熱があっても部活には出るほどに陸上に熱中していたのだが、高校では陸上部に入らず、なぜか特に好きでもないという女子バスケ部に所属している。


    「用事ってまさか、俺と一緒に帰ろうと思って、か？」


    「結果的にそうなってしまっているが、残念だな。ボクが歩を待っていたのはそんなつまらない理由じゃない」


    　つまらなくて悪かったな。


    「第一、歩と一緒に帰ろうとボクが自主的にそう思ったとしたのなら、教室を出る前に声をかければすむ話だ。何もいじらしく昇降口で歩と藍あい羽ばくんの会話を待っている必要はない」


    　そりゃ確かにそのとおりだ。現に俺が教室で竜胆の姿を目に留めたとき、こいつは「ふん」と面白くもなさそうに言ってカバンを持ってとっとと教室を出ていったのだ。


    「赤あか糸しを捜していたんだ」


    　竜りん胆どうは表情も声こわ色いろも変えずにそう言った。


    「部活に早退届を出してから赤あか糸しを捜していたんだけど見つからなくて。それで教室に戻ってみたら歩あゆと藍あい羽ばくんが楽しそうに会話をしていたんでね。邪魔をするのも悪いと思って昇降口で待っていた」


    　そうか、ほかの人にはあれが楽しそうに見えたのか。藍羽は確かに楽しかったのかもしれないが、こっちはストレスがかかりっぱなしだったのだが。


    「邪魔してくれればよかったんだ」


    　俺おれはため息をついてからそう言った。


    「もっと早く俺を藍羽くんから助けてくれてもよかった。あいつと話すのは、疲れる」


    「だろうな」


    　竜胆は鼻先だけで小さく笑ってそう言った。


    「彼はボクたちとは違う世界に生きてるからな。何にでも恵まれてるということは、何にも恵まれてないということと同じだ、と彼を見るたびに思うよ」


    「知ってたのか、藍羽くんのこと」


    「告白されたからな」


    　ぶっ。俺は思わず鼻水を噴き出しそうになって慌あわてて鼻下を押さえる。


    「告白されただと？」


    「ふん。入学してすぐだったかな。放課後に突然呼びかけられてそのまま、な。いや、今思えばあれは告白ですらなかったかもしれないけど」


    「な、なんて言ったんだ、あいつは」


    「君さえよければ第二婦人にしてあげよう──だってさ。あまりにも失礼なので、けっこうだ、と言ってその場をあとにしたが」


    「だ、第二婦人って」


    「藍羽くんの中では、ここは現代の日本ですらないらしいな。もっともボクが知らないだけで彼らの生きてる世界にはそういうものはいまだに伝統的に続いているのかもしれないけど」


    　眩暈めまいがしてくる。


    　藍羽は悪人ではないかもしれないが、想像力がなさすぎる、というのは悪に等しい。


    「竜胆が告白されてたなんて知らなかったよ」


    「一瞬のことだったしな。それに今さら気にすることはない。どうせ歩には僕のことなんて見えていないんだから。アホみたいに大きなヘッドホンで世界を閉ざしていたんだ、仕方ないさ」


    　自分の世界ばかりでほかの人が見えてない、という点では俺も藍羽も変わらない、というわけか。ごもっともでございます。


    「で、赤糸を捜したけど見つからず、俺を待ってたってのはどういう理屈なんだ」


    　なんだか責められているような気がしたので無理やり話を戻す。


    「ふん。歩あゆなら赤あか糸しの連絡先を知ってるんじゃないかと思ってな」


    　赤糸はクラス委員長であるにもかかわらず、自分の連絡先をクラス名簿に載せていない。携帯電話として最新型のスマートフォンを持っているのは知っているが、そのメールアドレスすら知らないままだった。


    「残念だけど竜りん胆どう、俺おれも知らないんだ、あいつの連絡先は」


    「でも、歩は赤糸と夜ごとに電話しているのじゃなかったか」


    　赤糸からの夜の電話。


    　それは思春期の高校生が親に隠れてこっそりと長電話を楽しむような類たぐいのものではなく、『時間の外』での──殺し合いが始まる合図にすぎない。


    「別に夜ごとしてるわけじゃない。それに、かかってくるのはいつも向こうからだ。それも『非通知』でだ。こっちからかけようと思っても手段がない」


    　俺は思わずむきになって言った。


    「ふん。まあ、そんなとこじゃないかと思ったけど──まあそれならそれで、安心した」


    　何を安心することがあるのだ。赤糸への連絡先はいまだわからぬままのはずだぞ。


    「竜胆こそ、赤糸とは幼おさな馴な染じみだったんだろ。そっちこそ連絡先知っててもおかしくないんじゃないのか」


    「幼馴染といっても、ものすごく前に、ボクたちが外国にいた頃だ。誰も携帯なんか持っていなかった昔の話だ」


    　竜胆と赤糸は、病気の療養のために住んでいたドイツの病院で一緒だったらしいが、それも小学校に上がる前までのことで、高校に入学するまでは離れ離れだったと聞いた。それなら連絡先を知らないのも無理はないか。


    「まあ、赤糸にはまた後日付き合ってもらうとしよう。今日きようのところは、歩でいいか」


    「いいのか、俺なんか、で」


    　何の話だ。


    「付き合ってくれ。ボクは今日、従妹いとこのお見舞いに行くんだ」


    　正門を出たところで竜胆は、普段とは別の道に進みながらそう言った。


    



    「いきなり知らない男なんか連れていったら迷惑なんじゃないか」


    　初めて乗る路線のバスの中で俺は、つり革に摑つかまる竜胆に言った。


    「気にしなくてよい。あの子がそれを望んだんだ。──つまり、ボクのクラスメイトを連れてお見舞いに来てほしい、と」


    「そうなのか」


    「彼女もボクたちと同い年だ。ずっと入院しているから、たまには新鮮な会話を楽しみたいんだろう」


    「ずっと？　ずっとっていうのは、つまり」


    「ずっとってことさ。従妹いとこは、中学にも通ってないんだ」


    「そうか、それは──」


    　大変なんだな、と言おうとして俺おれは言葉を濁にごした。今さら俺にわざわざ言われなくても、そんなことは本人や家族にはわかっているだろう。


    「優しいな、歩あゆは」


    　竜りん胆どうは隣で小さくそう言った。


    　突然のその言葉に対し、どう返事をしたらいいかわからない。


    「だから歩を誘ったんだ」


    　そんな俺を見ることなく彼女はそう言う。


    「いくらあの子がクラスメイトを連れてきてほしい、と言ったところで、いきなり藍あい羽ばくんみたいな個性的な人物を紹介するのは体に良くないだろうし。個性的といえば歩だって負けてはいないが、それでも中学のときから知っている人物のほうがましだ」


    「そりゃどうも」


    　俺は窓の外を流れる景色を見ながら答えた。


    「本当はあの子も知ってる赤あか糸しがベストだったんだが、連絡がとれないのでは仕方ない」


    「赤糸は──知ってるんだな、竜胆の従妹のこと」


    「そりゃそうさ。ボクたちは幼おさな馴な染じみだったから」


    　なるほど。そうだったのか。


    　つまり、赤糸と竜胆がドイツで療養していた頃、もう一人いたのだ。竜胆の従妹が、そこに。


    　そういえば以前、竜胆から赤糸との過去のことを初めて聞いたとき彼女は、「ボクたちは幼おさない頃体が弱くて」と言っていた。そこで赤糸と出会った、と。「ボクは」じゃない。赤糸と出会う前から竜胆は、「ボクたち」と表現したのだ。


    　あのときは気にもしていなかったが、今考えるとその言葉の真意がわかる。竜胆と従妹は、二人でドイツにいて、そこで赤糸と出会い、「ボクたち」は三人になったのだ。


    　そういえば前、今日きようみたいに竜胆が従妹のお見舞いに行く、と言ったとき、赤糸はその相手が誰か知っているようなことを言っていた。


    　確かにあのとき、赤糸はそのお見舞い相手の名前を言っていたのだ。ええと、あれは確か──。


    「三み月けだ」


    　窓の外の景色を見ていた竜胆の言葉に、俺の思考は中断される。


    「三月？　三月音ね子こか？」


    「ふん。見間違いでなければそうだ。そこの通りを、クラスメイトと一緒に歩いて曲がっていったぞ」


    　俺おれは窓の外の後ろへ過ぎ去っていた風景へ視線を飛ばすが、その姿は確認できなかった。


    「三み月け音ね子こが、歩いていたのか」


    「だからそう言っただろう。そういえば歩あゆは、もう彼女には告白したのか」


    「だから告白なんかしないって。あれは、そういう事情であとをつけていたわけじゃない」


    「わかってる。冗談だ」


    　以前、俺が十と四よさんの頼みを聞いて音子のあとをつけて歩いているところを、竜りん胆どうに見つかったことがある。


    　あのときも突然後ろから話しかけられたんだった。


    「それにしても、三月は変わったな。明るくなったというか──まるで憑つき物が落ちたように、表情や言げん動どうが変わった」


    　それには同感だ。


    　憑き物が落ちたというか、彼女の頭を覆おおっていた小さな──本人にとってはとても大きかったであろう──悩みがなくなって、本来の音子に戻っただけなのだが。


    「今も一緒にいたのは──あれは、東ひがし村むらと中なか岡おかだな。ふん。なるほど、漫画仲間か」


    　放課後、音子の机の周りで楽しげにしていた二人の女生徒か。


    「まあ、友達同士でいるなら安全だろう」


    　突然、竜胆はそんなことを言った。


    「どういう意味だ」


    　俺は思わず竜胆の横顔を見て訊きき返す。


    「最近何かと物ぶつ騒そうだろう、でも一人で歩かないなら心配がないな、という意味なんだが──」


    　彼女はそう言って俺の目を覗のぞき込んだ。


    「歩、知らないのか」


    「知らない。何のことだ」


    　竜胆は眉まゆ根ねを寄せて鼻から細いため息をついた。


    「ヘッドホンで自分の世界に閉じこもりすぎるのも問題だな。ふん。せめて家ではテレビや新聞くらい読んでいると思ったのだが」


    「何か、事件なのか」


    「事件と言えばこれほど事件らしい事件もそうないよ。今日きようだって帰りのＨホームＲルームで担任が大汗をかきながら訴えていただろう」


    　聞いていなかった。というかこれまで、ＨＲでの担任の言葉をまともに受け止めたことがなかった。


    「頭のおかしな奴やつがこの辺を歩き回ってるらしいんだ、近頃」


    「誰だ、そいつは」


    「アホなのか歩は。いや、愚問だった。アホなんだったな歩は。そんなことがわかればとっくに警察が捕らえてるだろう。その頭のおかしな奴やつがわからないから厄やつ介かいで、担任が大汗をかいていたんだ」


    　それもそうか。


    「さすがに明るいうちはまだ被害はないらしいけど、日が暮れてから、頭のおかしな誰かが、なにか切れ味の鋭するどいものを持ってこのあたりで人を襲おそってるらしい」


    「通り魔か」


    「テレビや新聞ではそう言ってる。それに加えて厄介でウチの教師たちが頭を抱えているのにはもう一つ理由がある。そいつが襲うのは、ウチの生徒ばかりなんだ」


    「なんだって」


    「だから、無差別的な通り魔じゃないかもしれないんだ。まだ何もわからないけれど、ウチのクラスでも何人か行方ゆくえ不明になっているだろう」


    　竜りん胆どうは声を硬くしたまま言う。


    「だから教師たちは気が気じゃないのさ。ひょっとしたら大事件に巻き込まれてる可能性もあるから」


    「ウチのクラスメイトが襲われたって話はないのか」


    「ふん。ありがたいことにそれはまだ、だな。もっとも、学校に来ていない彼らのうち何人かが襲われてる可能性もあるのかもしれないから、何とも言えないけれど」


    　それは違うことを俺おれは知っている。現在ウチのクラスで不登校になっているのは、全員『時間の外』でその姿を消した者ばかりだ。通り魔に襲われたわけではない。


    　俺はそのことを竜胆に教えるべきだろうか。何から話せばいいのだろう。そもそも、話したところでどうにかなるような問題だろうか。通り魔と『時間の外』が直接繫つながっているとわかったわけじゃない。


    「──赤あか糸しは大丈夫かな」


    　俺はそのことに気がついた。赤糸は今、一人で歩いているのではないだろうか。


    「ふん。連絡がとれないなら仕方がないさ。それに、赤糸は歩あゆと違って担任の話もきちんと聞いている。だから明るいうちに帰宅したんじゃないのかな。そもそも、一人で帰宅する生徒は何も赤糸だけじゃないよ、歩」


    　それもそうだ。俺が今初めて知っただけで、ほかの生徒は皆、事件のことを知っている。


    「それに、赤糸が一人でどこかを歩いてると知ったとして、歩はどうするんだ？　そこへただちに迎えに行くかな。そうすると、お見舞いへ行ったボクは、帰り道一人で歩いて帰ることになるけど」


    　それもそのとおりだ。


    「悪かったな」


    「ふん。気にはしてないさ。ボクは所しよ詮せん、第二婦人だからね」


    　そう言ったきり、竜りん胆どうはバス停で降りるまで口を開かなかった。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    『総合医療センター前』という停車案内を聞いたときから、胸騒ぎが収まらなかった。


    　竜胆のあとについてロータリーを降りたとき、胸騒ぎはピークに達した。


    「こっちだ」


    　そう言って中へ入ろうとする竜胆の後ろで、俺おれはその場を動けずに、ただその巨大な病院を見上げるだけだった。


    〝お見舞い〟という言葉を聞いたときに思いつくはずだった。〝お見舞い〟と言うからには、病院へ出向くのは当たり前じゃないか。


    　俺はこの病院を知っていた。この巨大なホテルのような病院に、来たことがあった。


    　それも、何度も。


    　それは、『時間の外』だった。


    　いや、違う。確かにその外観はそっくりだが、俺たちが夜ごとクラスメイトと戦うそことは、決定的に違うことがある。


    『総合医療センター』と名づけられたその巨大病院には、大勢の人がいる。


    　職員が、医師が、医療助手が、患者が、見舞い客が、業者が、ありとあらゆる事情を抱えた人たちが忙せわしなく出入りしている。そこが決定的に違う。


    『時間の外』には、誰もいないのだ。呼び出されたクラスメイトと、キグルミ以外は。


    　だからここは、『時間の外』ではない。昼間に流れる、日常の時間の内側だ。殺し合いとは無関係の。ここでは、誰のキグルミも襲おそってはこない。安全な場所だ。


    　俺は胸の動どう悸きを抑えながら、そう自分に言い聞かせるが、同時にもう一人の俺が話しかけてくる。


    　安全な場所？　どこにそんな場所がある。さっき俺は、通り魔の話を聞いたばかりじゃないか。赤あか糸しが言っていただろ。『時間の外』と日常は区切られていない、と。


    「歩あゆ、どうした」


    　気がつくと先に進んでいたはずの竜胆が戻って俺の肩を摑つかんでいた。


    「い、いや、なんでもない。あんまりでかい病院なもんだから、驚いて見とれてしまっただけだ」


    「そうか。目つきはいつものことだけど、顔色も悪いぞ。気分でも悪いのか」


    「気にしなくて大丈夫。ほら、病院に行くと元気なのに体調が悪くなったりするタイプっているだろ。俺、それなんだ」


    　必死で取り繕つくろう。


    　本当は中に入るのが怖かったが、それを竜りん胆どうに言うわけにもいかない。


    「ふん。便利な体質だな。仮病し放題というわけだ。それなら気にしないけど、本当に気分がすぐれないんだったら言うんだぞ。歩あゆは自分の体を大事にしない傾向にあるんだからな。──おい、顔が白いぞ。肩を貸そうか？」


    「大丈夫。お見舞いに来た人が肩を担かつがれていたら、もうそれはなんだかわからんことになるだろ」


    「今少しなりかけてるから言ったんだけど、まあそれならよい。こっちだ」


    　竜胆は困ったような表情でそう言うと、再び先を歩き出した。俺おれもなんとか自分を奮い立たせてあとに続く。


    　大丈夫だ、いくら外観が似てるといっても、中までまったく『時間の外』と同じ場所だとは限らない。


    



    　願いは虚むなしく、中までまったく同じだった。


    　中央に広がるロビーにも、階段にも、エレベーターにも見覚えがあった。


    　竜胆が受付で手続きをしている間、俺はロビーの左右へ伸びる廊下を見ていた。


    　フロアは違うが、同じような並びの病室の一室で、俺はサイクと出会い、郷ごう田だとアロに襲おそわれ、赤あか糸しとボンに助けられたのだ。


    　並べられたベンチや観葉植物、自動販売機や太い柱のどれも寸分違たがわずに、ここは『時間の外』と同じ病院だった。


    　夜とは違い明るく、大勢の人が行き来をしているが、もはや勘違いや見間違いではないことが確信できた。奥へ伸びる廊下の曲がり角から、今にもぬっと、巨大な人形のキャロル・アンが現れてこちらへ襲いかかって来るような錯さつ覚かくにとらわれた。


    　それにしても、どういうことだ。どうして、ここが、『時間の外』でなければいけないんだ。何か理由があるのか、それともただの偶然か。


    「行こう」


    　竜胆はそう言って、エレベーターへ乗り込む。


    　上昇するエレベーターに乗りながら、恐らくその答えはこのドアの行きつく先にあるような気がしていた。


    　エレベーターのランプは最上階を示して止まった。既に乗客は俺と竜胆だけになっていた。ドアが開いて竜胆は降り、廊下を進んでいく。


    「随分と静かになったな」


    　そのフロアは極端に人の姿が少なかった。


    「ここから先は特別な病室なんだ」


    　竜胆は振り返らずに静かな声で言った。


    「だからお見舞いをするにもわずらわしい手続きが必要なんだよ」


    　廊下を何度か折れ曲がって進んだ先にはさらに受付があった。竜りん胆どうはそこに何やらカードを提出し、二人です、と職員に伝え、何やら記帳している。


    　俺おれはぐるりと見回す。『時間の外』でも、こんな上のほうまで来たことはなかった。そもそもここは地上何階なのだろう。


    「こっちだ」


    　竜胆にそう促うながされ、俺は受付の横を通ってさらに廊下を進む。なるほど、一般人がおいそれと迷い込めないようなセキュリティになっているらしい。


    　廊下の先にはまたもやエレベーターがあった。竜胆はさらに上へ向かうボタンを押す。


    「地上から一気には行けないんだな」


    　俺は竜胆の背中に話しかける。


    「ふん。──まるで隔かく離り病棟みたいだろう」


    　竜胆はそう言って、開いたドアの中へ吸い込まれていった。


    　エレベーターの中には表示ランプがなかった。だから今俺たちが果たして地上何階を通過しているのかはわからなかったが、上昇していることは体の感覚でわかった。


    「もう気分は大丈夫なのか」


    　竜胆はこちらに背中を向けたまま言う。


    「あ、ああ、もう大丈夫だ。落ち着いたら、平気になってきた」


    　それは本当だ。ここが『時間の外』と同じ病院だとわかった以上、いつまでも不安がっていても仕方がない。


    「それよりも竜胆」


    　俺は竜胆の背中を見つめたまま言う。


    「ふん。なんだ」


    「お前、それ──そのＴシャツ、病院に着てきても平気なのか」


    　青色の生地に黄色の筆文字で大きく書かれた『電流爆破籠ろう球きゆう死し合あい』の文字。


    　竜胆は俯うつむいたかと思うとゆっくりとこちらへ顔を向ける。その顔は真っ赤かで、きつく閉じられた唇くちびるは静かに震えていた。


    「ど、ど、ど、どうしよう歩あゆ。こんな不謹慎で常識外れの服を着てボクは、いったい、病院で、何をしているんだ」


    　その目にはうっすらと涙が溜たまっている。


    「お、落ち着け。確かに俺も言うのが遅かった、それは謝る。でも、ほら、着替えの制服は持ってきてるんだろう？　あとで着替えればいいじゃないか」


    「こ、このあいだも、その前も、そのまた前もボクは気がつかずに……こんなふざけたＴシャツ今すぐ破り捨てたい気分だっ」


    　はわわわ、と息を漏もらしながらＴシャツを縦に横に引っ張る竜りん胆どうをなだめながら俺おれは、停止したエレベーターの外へ出た。


    



    　そこは、やや広めのロビーのような空間だった。ベンチが壁際に数脚置かれ、隅には観葉植物と自動販売機が設置されている。


    　正面の右側には廊下が伸びており、その先に給湯室と男女用のトイレ、突き当たりには非常口が一つあるだけだった。


    　あとは、木製の大きめのスライドドアが一つあるだけだった。


    　竜胆はロビーを横切ってスライドドアの前に立つと、軽くノックをした。


    「ボクだ。入ってもいいかい」


    　どうぞ、と小さい声が中からして、竜胆はドアを滑らせて開ける。


    　そこは、お姫様の寝室だった。


    　もちろん俺は本物のお姫様の寝室を実際に見たことがあるわけではない。


    　そんなものは、映画や漫画の中で見ただけにすぎなかったが、厚手の絨じゆう毯たんも、しっかりとしたテーブルも、そこに並ぶ大きめの椅い子すも、来客用のソファも、窓辺にかかるカーテンも、壁際に置かれた巨大な本棚も、どれもが現実には初めて見るけれど、確かに知っているものだった。


    　いや違う。そんなはずはない。


    　いくら映画やテレビで見たことはあっても、実際に目にするのは初めての調度品に囲まれていても、ここは間違いなく病室なのだ。


    　巨大なベッドの傍かたわらに置かれた医療用の電子機器がそれを表している。


    　それでも二十畳近くあるだろうその部屋は、やはりお姫様の寝室だ。ここが病室であるということを少しでも感じさせないように、誰かが一から一いつ生しよう懸けん命めいあつらえたのだ。ベッドの上でこちらに優しく微笑ほほえみかける、彼女のために。


    「こんにちは」


    　上体を起こして背中を大きく真っ白な枕まくらに預けたまま、お姫様はそう言った。


    　そして俺は、彼女に返事ができずにいた。


    　俺はこの少女を知っている。


    　横に長く形の良い目を、小さく上を向いた鼻を、両端を少しだけ上げた薄い唇くちびるを、緩ゆるくウェーブのかかった柔らかそうな髪の毛を、白く細い首と手足を包むその白く上品なワンピースを、すべて知っている。


    　あの日、『時間の外』で、サイクと音ね子こを捜しながらラビイと身を隠しているときに見た少女だ。


    「紹介するよ、ボクの中学からの同級生で、今もクラスメイトの、大おお垣がい内と歩あゆだ」


    　竜りん胆どうが俺おれの背後で、ベッドの上で微笑ほほえむ少女に紹介をする。


    「そして歩あゆ、彼女がボクの従妹いとこの、竜胆明あ日す香かだ」


    　──アスカ。


    　そうだ。確かに、そう言っていた。


    　赤あか糸しは、竜胆の従妹の名前を。仁に科しなは、『翼』のキグルミを着た少女の名前を。


    「大おお垣がい内と、歩くん」


    　明日香は、ベッドの中で目を半月形に細めて微笑む。


    「どういう字を書くの」


    　こいつが、竜胆の従妹が、赤糸の幼おさな馴な染じみのこの少女が、『翼』のキグルミを着た──アスカ。


    「歩、教えてやってくれ、明日香に。名前をどう書くのか」


    　竜胆に背中を叩たたかれた。


    「え？　あ、ああ、名前？　えっと、大きい、垣かきの、内の、歩って書くんだ」


    「えっと、それじゃあ、わからないの」


    　明日香は細く尖とがった顎あごを少し傾ける。


    「歩は少し思考回路が残念な奴やつなんだ、許してやってくれ」


    　竜胆は明日香にそう言うと、俺の後ろから囁ささやきかけてきた。


    「多少はびっくりしたかもしれないが、できるだけ普通の子と同じように接してくれないか。ボクは、歩あゆならそれができるだろうと思って連れてきたんだ」
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    　静かにそう言うと、竜りん胆どうはカバンを持ち直す。


    「それじゃあちょっとボクは、着替えてくるよ。すぐに戻ってくるから明あ日す香か、歩とお話を楽しむといい。変なことされそうになったらすぐに枕まくら元のボタンを押すんだよ」


    　そう言って病室を出ていった。


    　くすくすくす、と明日香は笑った。


    「ねえ、歩くん。いつまでもそんなところに立ってないで、近くに来るといいの。ここにノートがあるから、ここに名前を書いてくれるととっても助かるの」


    　明日香は布団の中から布でできた表紙の分厚いノートを取り出した。


    「そのテーブルの上に、書くものも好きなだけあるの。ねえ歩くん、私に漢字を教えてほしいの」


    　俺おれは明日香に言われるがままにテーブルのそばの椅い子すに腰をかけた。


    　明日香はノートを開き、はい、とこちらへ差し出してくる。俺はテーブルの上の鉛筆を一本摑つかみ、ゆっくりと自分の名前をそこに書き記していく。


    　彼女は、どこまで何を知っているのだろう。


    　少なくとも、『時間の外』のことは知っているはずだ。現に彼女はそこにいた。


    　そればかりか、『時間の外』での絶対的なルールである、時間切れになったときに一度も戦っていないキグルミを排除する、という役割を、彼女のキグルミは担になっている。


    　無関係なはずは絶対にないのだが、それと彼女がそのことを認識しているのかどうかは別の問題じゃないだろうか。


    　仁に科しなは、明日香を手に入れた、と言っていた。つまりあいつとゼムは、明日香をあの卵で操あやつっているだけなのではないだろうか。


    　彼女本人は何の意識もなく、ただの兵隊にすぎないのかもしれない。だとすれば、今ここで明日香にそのことを尋ねても意味はない、ばかりか、病気の少女によからぬ情報を与えてしまいかねない。


    　それよりも、竜胆は何か知っているのだろうか。自分の従妹いとこが、クラスメイト同士の殺し合いの中に携たずさわっていることを──。


    　開かれたノートの端に、大、と一文字書いただけで筆が止まっている。今、何をすればいいのかさえわからなかった。


    「大きい、って書くのよね。まずはね。それくらいなら私にもわかるの。問題なのは、その次からなの」


    　明日香はベッドの上で、くすくすくす、と屈くつ託たくなく笑いながら言った。


    　そうだ。まだ何もわからないうちから、余計なことはするべきじゃない。竜胆は明日香に余計な気を遣わないようなクラスメイトとして俺を選んでくれたと言ったじゃないか。今はそれに応こたえるべきだ。


    　俺おれはノートに続けて、垣かき、内、歩、と書いていく。


    「これで、大おお垣がい内と歩あゆ、って読む」


    「へえ、珍しい名前なの。なんて、竜りん胆どう明あ日す香かって名前の私が言うことじゃないの」


    　くすくすくす、と明日香は笑う。


    「アスカって、どういう字をあてるんだ」


    「明日の香り、なの。いつまでも次の日という未来のことを思えるように、両親のつけてくれたとっても素敵な名前なの」


    　明日香のその言葉に思わず息がつまった。


    　本当なら同級生だったかもしれないこの少女は、いつ退院するとも知れないこの病院の最上階に居続けている。


    　恐らく、簡単には退院できるような病気ではないのだろう。特別にあてがわれた病室と、この装飾が、それを雄弁に物語る。病室であることを少しでも感じさせないような優しさによって彩いろどられたこの空間は、それがゆえに明日香に「自分はいつまでもここから出られないのだ」という事実を突きつけているのではないだろうか。


    　考えすぎだ。


    　現に明日香は元気そうに見えるし、病室の装飾まで俺が立ち入ることではない。


    「明日の香り、か。とってもいい名前だ。明日香さんにぴったりだと思うな」


    　俺は自分の名前の隣に明日香、と書きながらそう言った。


    「そう？　ふふ、でも、明日香もそう思うの。そう言ってもらえて、嬉うれしいの」


    　明日香は両手の指先を口元にあてがい、半月形の目でくすくすくす、と笑う。


    「俺の知り合いにおかしな名前の奴やつがいるんだけど、どうやら明日香さんの知り合いらしいんだけど」


    「あら。明日香、その人のこととってもよく知ってるの。赤あか糸しちゃんでしょ。逆さか木き原ばら、赤糸なの」


    「そう。竜胆は本当はこいつを今日きよう連れてくるつもりだったんだけど、どうにも摑つかまらなくて、仕方なく俺になったんだ。まあでも、俺は赤糸より先に明日香さんに会えて誇りに思うぞ」


    「わあ。そう言ってもらえて、明日香も嬉しいの。嬉しいことが続くの。明日香はもっともっと、クラスメイトのみんなに会いたいの」


    「竜胆が連れてきてくれるさ。全員というわけにはいかないかもしれないけれど」


    　明日香は、俺のその言葉に、ふむー、と返事をして、枕まくら元に並べられた熊のぬいぐるみを両手で抱きかかえた。


    「それでもやっぱり、全員と会いたいの。何かが間違っていたら、みんな、明日香と一緒のクラスになっていたかもしれないの」


    　何かが間違っていたら。明あ日す香かはそう言った。


    　本当だったら、とか、ひょっとしたら、ではなく。明日香にとって自分の病気は、絶対的な現実なのだ。


    　自分が健康になるということは、彼女にとっては、何かの間違いなのだ。


    　鼻の奥が痛くなった。同い年の少女に突きつけられている現実と、その中で生きる彼女の気持ちを想像しかけて、耐えられなくなりそうだった。だけど泣くわけにはいかない。本人がこんなに明るく笑っているのに、ついさっき知り合ったばかりの俺おれが泣くなんてことはあってはならない。


    「なんか、欲しいものとか、あるか」


    　思わずそんなことを口走って、しまった、と思う。


    　お金で買えるようなものならきっと明日香はもう既にほとんどを受け取っているだろう。その結果が、今彼女がいるこの部屋なのだ。


    「欲しいもの？」


    　彼女は両手に持っている熊にそう問いかける。


    「い、いや、その、なんていうか、ものとかじゃなくて、俺にできることが何かあるかなって、意味なんだけど。まあ、俺にできることなんて本当に何もないに等しいんだけど」


    　何それなの、と言って明日香はくすくすくす、と笑う。


    「大丈夫なの。明日香は、もういろんなものをたくさん、いろんな人からもらったの。だからもうこれ以上は、何も欲しくないの」


    　ほらみろ。そりゃそうだよな。今さら俺がそんなことを言ったって仕方がない。


    　明日香は力なく笑い返すことしかできない俺の顔を見つめた。


    「欲しいものがあるとすれば、たった一つだけ」


    「それは、なんなんだ」


    「明日香は──明日香だけの特別な人が欲しいの」


    　特別な人。それってつまり。年頃の女の子が言うってことは要するに。


    「こ、恋人ってことか」


    　俺は思わず明日香の形の良い唇くちびるを見つめて言った。


    　唇は、違うの、と動く。


    「恋人よりも、もっともっとすごいことを明日香にしてくれる人なの。明日香が一番望むときに、一番それに応こたえてくれる人なの」


    　一番望むときにもっともっとすごいことをしてくれる人だと？　実経験に乏とぼしい俺には想像もできない世界がまだまだあるのだろうか。


    「それは、ひょっとしたら、歩あゆくんかもね」


    　くすくすくす、と笑って明日香は上体を動かし、そっと、膝ひざの上に置かれた俺の手の上に自分の手を重ねる。


    「それをしてくれるのは、ひょっとしたら歩あゆくんかもしれないの」


    　お、俺おれでいいのかな。


    　ていうか、俺にできるかな。そんな、もっともっとすごいことを望まれても。いや、そのときが来るのであればもちろん精いっぱい誠意をもって務めさせていただきますけれども。


    「歩くんと──サイクかもなの」


    　明あ日す香かは耳元で、確かにそう言った。


    　サイク。


    　それは、俺の、『時間の外』でのパートナーのキグルミの名前だ。


    　俺はすぐそばまで寄せられた明日香の顔を見る。


    　明日香は変わらず半月形をした大きな目と、両端を少しずつ上げた唇くちびるのまま、細い顎あごを少しだけ傾けた。


    　どうして明日香がサイクの名前を知っている。


    　わかりきったことだ。


    　明日香は、仁に科しなに操あやつられてなんかいない。彼女は、自分の意思で『時間の外』にいるのだ。


    　繫つながった。


    　ここは。この病室は。


    『時間の外』と中とを繫げる入り口だ。


    　この巨大病院が選ばれた理由も、『翼』のキグルミがルールを仕切る理由も、これで繫がった。


    　すべてはこの少女──明日香が望んで作り上げたことだった。


    「お前が──『時間の外』を作ったんだな」


    「ええ、そうよ」


    　くすくすくす。


    「何が望みなんだ」


    　俺は明日香の目を見たまま言った。


    　彼女は顔を笑え顔がおの形に歪ゆがめたまま答えない。


    「もうそんなに仲良しになったのか」


    　背後から竜りん胆どうの声がした。


    　明日香は俺の目から視線を外さずに上体をベッドに戻す。


    「思ったより早かったの、凜りん。もう少しで明日香、歩くんともっともっとお近づきになれていたかもしれないの」


    　彼女はそう言ってくすくすくす、と笑った。


    「ふん。ボクにもう少し空気を読む力が備わっていたらそれも見過ごせたかもしれないけど、あいにくボクはこんな感じでずっと生きてきたもんでね」


    　竜りん胆どうは病室の中を横切って俺おれの肩に手を置く。


    「そういうわけで、すまないな、歩あゆ。お楽しみの時間はもう終わりなんだ」


    「そっか、そりゃ残念だ。お姫様ともっと深く語らいたかったんだけどな」


    　俺は大げさに肩をすくめて、制服に着替えて戻った竜胆に振り返りながら言った。


    「また今度にするんだな。この次なら、ボクは下の階の喫茶店にでも行っていてもよい」


    「ぜひともそうしてほしいな」


    「今日きようのところは帰るよ、明あ日す香か。お母さんがお見えになっている。入れ替わりでボクと歩は出ていくとしよう」


    「名な残ごり惜しいけれど、仕方がないの。歩くん。ぜひともまたまた会いましょうなの」


    　明日香はカバンを手にして立ち上がる俺にベッドの上から言った。


    「ああ、ぜひ、またな」


    　俺は竜胆に続いて病室を出ようとして、手に閉じられたままの明日香のノートを持っていることに気がついた。


    「いかん、きみの大事なノートを持って帰るところだった。すまないな」


    　テーブルの上にノートを置くと、明日香は、くすくすくす、と笑う。


    「何がおかしい」


    「一番あとのページを、開いてみるといいの」


    　明日香は熊のぬいぐるみを自分の顔の前に持ち上げ、左右に小さく振りながらそう言った。


    　俺は閉じられたノートに手を伸ばし、ゆっくりと最後のページを開く。


    　そこには──〝あゆ〟と平仮名で書かれていた。そしてその下に、色鉛筆で緑に塗られた一つ目の生き物の姿が丁てい寧ねいに描えがかれ、サイクという文字が書き添えられている。


    　全身に汗がドッと吹き出た。


    　くすくすくす、という小さな笑い声がベッドのほうから聞こえる。


    　一つ前のページをめくった。


    〝逆さか木き原ばら赤あか糸し〟と漢字で書かれた名前の下に、白く塗られた赤い瞳ひとみを持つ骸がい骨こつの姿が描かれ、ボン、とそのキグルミの名前。


    　その隣のページには〝にしなえいき〟と再び平仮名で書かれた名前と、派手な柄のオレンジ色の服を着たピエロのイラスト。ゼムというキグルミの名前。


    　さらにページをめくる。


    〝ごうだゆうき〟という名前と紫むらさきの毛を持つ狼おおかみのイラストにアロの文字。


    　その隣には、〝えすともえ〟、人形のイラスト──キャロル・アン。〝いわもとまさあき〟、青いザリガニ──ザリ。〝はやしゆうじ〟、バラのイラスト──ローズ。


    　そして岩いわ本もとと林はやしのキグルミの上には大きく、赤いペンで×が重ねられていた。


    　二人とも、『時間の外』での戦線から離脱させられた人物だ。次のページの松まつ本もとと山やま下したの名前にも大きく×が重ねられている。


    　音ね子この名前と彼女のキグルミのラビイのイラストも見つけた。


    　ほかにも何人かのクラスメイトの名前とまだ見たことのないキグルミの姿が描えがかれていたが、竜りん胆どうの名前は見つからなかった。


    「歩あゆくんったら、必死で凜りんを捜しているの」


    　明あ日す香かはくすくすくす、と笑う。


    「でもまだなの。凜は、まだ見てないの。だから、まだ描けないの」


    　俺おれはノートを閉じると明日香に近寄る。


    「竜胆を巻き込むな」


    「そういうわけにはいかないの。仲間外れは、可か哀わい想そうなの」


    　そのとき初めて、明日香は笑え顔がおをやめた。一瞬で瞳ひとみの中から光が消えた。その表情は、何も語ってはいなかった。


    　まただ。俺はこの顔を知っている。


    　明日香の顔の真ん中には空洞が開いていた。


    　俺に対して、何も期待していない、残念がってさえいない、何の言葉も向けていない──向けようとする意思さえない──表情だ。鍾しよう乳にゆう洞どうの奥に住む蟲むしに表情を与えるなら、こんな顔をしているのかもしれない。


    　いくら覗のぞき込んでも、覗き込むこちらの顔をそのまま返すだけの、そんな空洞のような顔だった。


    　その空洞の奥から声が響く。


    「そんな願いは聞けないの」


    　そして明日香は、再び顔のパーツを笑顔の形に戻した。


    「そもそも凜は、明日香と歩くん、どちらのお願いを聞くと──思ってるの」


    　くすくすくす、という笑い声が病室に彩いろどられた調度品の隅々にべったりと貼はりついていく。


    　竜胆は今日きよう、俺をここに連れて来た。


    　──ボクのクラスメイトを連れてお見舞いに来て欲しい、と。


    　明日香の願いを叶かなえるために。


    「どうした歩、帰るぞ」


    　スライドドアの向こうから、明日香の母親との談笑を終えた竜胆が言う。


    「竜胆を巻き込むな」


    　俺にはもう一度、同じことを言うしかなかった。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　帰りのバスに乗り込み、俺おれはもう一度窓の外の巨大な病院を見上げた。


    　その最上階のどこかにあるはずの明あ日す香かの病室を、見つけることはできなかった。


    　巨大な黒い建物は、紫むらさき色のグラデーションに染まった空の中にその姿を塗りこめつつある。


    　あの黒色が完全に夜の闇やみと同化したあと、俺は再びここに足を踏み入れるのだろう。窓の外を流れる風景からは切り取られた時間の中で。


    「随分仲良さそうに話していたな」


    　座席の隣に座った竜りん胆どうがそう言った。


    「まるで、以前からの知り合いみたいだったぞ」


    　半分はそのとおりで、半分は違う。


    「いや、始めて話をしたよ」


    「知ってる。ボクが連れて来たんだからな。でもまあ、あの子のことを──気に入ってもらえたのなら、嬉うれしいな」


    　その言葉は俺の胸を打った。


    　思わず隣の竜胆の顔を見る。そこには、普段のポーカーフェイス気味の表情を柔らかくした竜胆の笑え顔がおがあった。


    　それは明日香の顔に貼はりつけられていたのとはまるで違う、本当の笑顔に見えた。


    　竜胆は、俺が明日香と会話をしたことを、心の底から喜んでいる。幼い頃から学校に行くこともなく、ずっと病院の中に閉じ込められている従妹いとこに新しくできるかもしれない友達の存在を、嬉しく思っている。


    　俺と明日香の出会いが、お互いにとっての素敵な思い出を創りだしていく第一歩になれそうな予感に、安あん[image: ]どしている。


    　違うんだ竜胆。


    　はっきり言ってあれは、あの対面は、素敵な思い出を創りだしていくどころか、宣戦布告だった。明日香は、はっきりと、俺とサイクに対して、『時間の外』で待っている、と伝えたのだ。


    　それだけではない。


    　赤あか糸しも、音ね子こも、仁に科しなも郷ごう田だも巴ともえも、ほかのクラスメイトたちのことも全部、見ていた。


    　そしてノートにその姿を描かきとめ、脱落者には×を重ねていた。自分がいる巨大病院を『時間の外』という戦場に設定し、タイムリミットを設定し、巨大な『翼』のキグルミで殺し合いの参加者たちを監視する。


    　それはまるで──ゲームマスターだ。俺たちは、明日香によって用意されたゲーム盤の上に集められたに過ぎなかったのだ。


    　いったいなぜ、そんなことをするのか。なぜそんなことができたのか。


    　ようやく赤糸の言葉がわかった。『時間の外』と日常は区切られていない。だとすれば、俺が今やらなくてはいけないことは一つだ。


    「竜りん胆どう、大事な話がある」


    　さらさらのおかっぱヘアが、少しだけ傾いた。


    



    　バス停を降り、竜胆の家の前までの道を並んで歩く。空はもうすっかり暗くなっていた。


    「行方ゆくえ不明になってしまっているクラスメイトのことだろう」


    　竜胆はポーカーフェイス気味の表情を崩さずに言った。


    「そうだ」


    「ふん。まあ、そうじゃないかと思っていた。行方不明のクラスメイトと、夜にかかってくる電話についての話が、いまだに宙に浮いたままだからな」


    　以前、俺おれは竜胆に『時間の外』での殺し合いに関わって欲しくないという思いから、クラスメイトからの夜の電話には出るな、と忠告した。電話で「遊ぼうとか言われても、断ことわったほうがいい」と。


    　その後竜胆は、その忠告と行方不明になっているクラスメイトのことは関係がある、と思いつき、俺の忠告の真意を尋ねていたのだが、それにどう答えていいか決めかねているうちに今日きようまで来てしまった。


    「いよいよ、話してくれる気になってくれたわけだ」


    　竜胆は、ふん、と鼻を鳴らす。


    「正直、どこから何を話せばいいかわからなかった。言葉にすればするほど、荒こう唐とう無む稽けいで馬ば鹿か馬鹿しくて意味不明な話だから」


    「ふん。まあ、そうなんだろうな。往おう々おうにして世の中というものは、そうやってできている。人と人とが関わるっていうのは、荒唐無稽で馬鹿馬鹿しくて意味不明なことだから」


    　竜胆は歩きながら冷たい声で言う。


    「ちょうどボクたちくらいの年齢からそのデタラメさは加速していくんだ」


    　そうなのかもしれない。


    　おそらくそれこそが、『時間の外』に俺たちが呼び出されている理由なのだ。


    「ものすごくわけの話からないことを話すが、終わりまで黙って聞いて欲しい」


    「ふん。今さらそんなことを言うとはな。わけのわからないことしか話してなかった歩あゆが。でも、まあ──聞くよ」


    　話してくれ、と言って竜胆は口を閉じ、俺は話し始めた。


    『時間の外』と呼ばれる空間があること。


    　そこにある晩、赤あか糸しからの電話で呼び出されたこと。


    　そこにはキグルミと呼ばれる[image: ]なぞの生物がいて、自分のパートナーになること。


    　キグルミにはそれぞれ特性があり、その能力を駆使して殺し合いを強いられていること。


    　その相手は、クラスメイトであること。


    　行方ゆくえ不明になっている生徒はその殺し合いの輪から外れたこと。


    　音ね子このこと。


    　郷ごう田だと巴ともえのこと。


    　仁に科しなのこと。


    　仁科とゼムがクラスメイトを兵隊にしようとしていること。


    　明あ日す香かの『翼』のキグルミのこと。


    　彼女の持っていたノートのこと。


    　仁科が明日香を手に入れた、と言っていたこと──。


    　──俺おれは話し終えて、ため息をついた。


    「わけがわからないだろ」


    「わけがわからないな」


    　竜りん胆どうは、切りそろえられた前髪をさらり、と流す。


    「──仁科が、どうして明日香を手に入れた、なんて言うのだ」


    「それはわからないけど……信じるのか、こんな話」


    　俺は竜胆の反応に驚きを隠せなかった。


    「ふん。話だけ聞いて信じろといわれて、はいすべて理解できました、なんて言えるほどボクは柔らか頭じゃないけれど、歩あゆがわざわざ大事な話がある、なんて前置きしてからの話を真っ向から全否定するほど、堅くもないよ。つまり──半信半疑だ」


    「そうか」


    「それに冗談でわざわざ明日香や病院の話を出すほど、歩が礼儀知らずだと思わないからな。『時間の外』とやらを体験してない以上、ボクには海外旅行での体験談を聞いてる感覚と変わらない」


    　──実際に自分で体験してみないことには、完全にそれを、知った、ということにはならないのだわ


    　赤あか糸しも確か、そんなことを言っていた。


    「仁科があの子のことを手に入れた、だなんていうのはおぞましいな」


    　竜胆は眉まゆ根ねを寄せる。


    「あの子は、誰のものでもないんだ。強いて言うなら、明日香は明日香のものでしかない。ふん。勝手に所有物扱いしてもらうのは気分が悪いが──一つだけ、ボクの中で繫つながったことがあるな」


    「なんだそれ」


    「ふん。前にボクが、知らない番号から着信がある、と言っていたことがあると思うが」


    　確かにそう言っていた。不信な着信がたまにある、と。


    「あれから気になってその番号を調べたんだが、なんのことはない、その番号はクラスの名簿にきっちりと記載されていたよ」


    「誰の番号だったんだ」


    「仁に科しな永えい樹き。つまり、彼はけっこう前からボクを『時間の外』に呼び出したがってた、ということになるんじゃないかな」


    　仁科は、明あ日す香かと竜りん胆どうをいち早く手に入れようとしていた。恐らくそれは偶然ではなく、竜胆が明日香の従妹いとこであることを知っていたのだろう。そして既に明日香のほうは手に入れた、と言っている。


    「駄目だ竜胆。仁科からの電話に出ちゃいけない。あいつは恐らく、明日香を人質にお前を仲間にしようとしている」


    「明日香を手に入れた、とわざわざ言いふらすってことはそうなんだろうな。そのことがいつかボクの耳に入ると予想した上でそう言ったんだろう。だけど歩あゆ、ボクにはやっぱり明日香がそんな簡単に誰かのものになるなんて思えない」


    「説得したとか取引したとか、恐らくそんな話じゃないんだ。仁科の、ゼムの、特性ってのは相手の意思はどうあれ、強制的に操あやつってしまえるんだ」


    　その自信がなければ、クラスでいつも一人でいる仁科がクラスメイトを兵隊にできるはずがない。


    「もしあの子がその忌いま忌ましい卵に操られているんだとしたら──ボクは一度、あの子を殺してしまうしかないだろうな」


    　竜胆は表情を変えずに言った。


    「一度殺してしまえば、卵は排出されるんだろう。だったら、そうするしかあるまい」


    「駄目だ、竜胆。お前が、そんなことをしちゃいけない」


    「それじゃあ──誰が明日香を助けるんだ」


    　竜胆は立ち止まり、静かに強く、そう言った。


    「明日香が仁科なんかに操られてるとは思えないけれど、あの子が『時間の外』でみんなに会いたい、と言ってるなら」


    　街灯が逆光になって竜胆の姿は黒く塗りつぶされている。


    　その表情は見えなかった。


    「ボクが一番に行ってあげなきゃいけないだろう」


    「仁科と、手を組むのか」


    「そんなことはしない。ボクはただ、明日香に会いに行くだけだ。あの子の願いを聞くために」


    「やめてくれ」


    　──竜胆を巻き込むな。


    「明日香のところには、行かないでくれ」


    　──くすくすくす。


    　間違えた。


    　やはりこの話は、竜りん胆どうにするべきではなかったのだ。


    　本当に巻き込みたくない、と思っているなら。


    「俺おれのところに、きて欲しい」


    　竜胆が敵になってしまうのだけは、嫌だ。


    「……それは、お願いなの」


    　黒く塗りつぶされた顔から冷たい声がする。


    「そう。お願いだ」


    「それは、ボクだけにするお願いなの」


    「え？」


    「そこに──赤あか糸しはいないの」


    　赤糸は──いる。『時間の外』で俺たちはチームを組んでいるからだ。


    　だけど、俺はそのことをどう伝えていいか迷った。噓うそをつくわけにはいかない。かといって、本当のことを言ってもまずい気がする。竜胆の望んでいる答えは、おそらく、噓なのだと思う。


    　俺は何も答えられなかった。


    「ふん。……だろうな」


    　黒い影がゆらり、と動いて逆光から外れ、竜胆はその顔を再び薄明かりの中に表すと、彼女は笑っていた。


    「中学の──あのときみたいに、噓をつけばいいものを。まあ、ボクはもう歩あゆの噓には欺あざむかれないんだがな」


    　ゆっくりとこちらへ歩きながら優しい声でそう言う。


    「まあ、つまり、それは、ボクだけにするお願いじゃないというわけだ」


    　竜胆は俺の肩を二、三度叩たたくと先へ歩き出した。


    「いや、だけど」


    「歩のお願いが、ボクにだけじゃないっていうなら、ボクにも選ぶ権利があるだろう」


    　竜胆は振り向かずに言う。


    「そのお願いを聞くのか、聞かないのか」


    　その背中を見つめる俺の頭に、明あ日す香かの言葉が戻ってくる。


    　──そもそも凜りんは、明日香と歩くん、どちらのお願いを聞くと、思ってるの。


    「明日香はね」


    　綺き麗れいに切りそろえられたおかっぱヘアの後頭部が、少しだけ俯うつむいた。


    「いつもボクにだけの、お願いをするんだ」


    　竜胆の家に着くまで、俺はその背中に追いつくことはできなかった。
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    　竜りん胆どうの家から俺おれの家はすぐ近くだったが、家には帰らず、スマートフォンに表示した地図を片手に夜の住宅街を急ぐ。


    　地図アプリには、赤あか糸しの家の住所が登録されていた。


    　いくら名簿に連絡先が記載されてないとは言え、地元の資産家である逆さか木き原ばら家の住所は調べればすぐにはわかる。


    　赤糸からの電話を待っている暇はない。『時間の外』に呼び出されたからといってもすぐに合流できる訳ではない。各自の出現場所は毎回ランダムに変わる。


    　普段なら『時間の外』での殺し合いが始まるのは夜の二十二時すぎだった。それまでに、赤糸に会って竜胆と明日香の話をしなくてはいけない。


    　竜胆が、仁に科しなと明あ日す香かに遭遇してしまう前に見つけて説得しなければいけなかったのに俺はそれを失敗してしまった。


    　あとはもう、赤糸に協力してもらうしかない。


    　あいつだって、竜胆と闘うのは望んでいないはずだ。


    　既に高級住宅街と呼ばれる地域に入っていた。


    　このあたりまで来ると、コンビニの姿も一気に減り、人通りも急に少なくなる。両りよう脇わきに並ぶ家もセキュリティのためか塀を高くしているものが多く、まるで迷宮に迷いこんだような気分になってくる。


    　ふと、音ね子こに電話しておくことを思いついた。


    　今やあいつも俺と赤糸のチームの一員となっているのだ。


    　音子にも竜胆のことを伝えておいたほうがいいだろう。『時間の外』で竜胆と出会っても、闘わないこと。


    　そして竜胆がまだキグルミを着ていなければ、着させないこと、をだ。


    　アドレス帳を開いて三み月け音子の名前を表示し、発信ボタンを押すが、繫つながらずに電子音が断続的に聞こえるだけだった。話し中の合図だ。何度か同じ動作を繰り返したが、結果は変わらない。


    　いったい誰と電話をしてるんだ。


    　ふと放課後に、音子と楽しそうに話していたクラスメイトの女子の顔と名前が思い出される。東ひがし村むらと、中なか岡おか。


    　もし音子の電話の相手がその二人のどちらかだとしたら、しばらくこの通話は終わらないかもしれない。俺は、姉が女友達との電話を六時間していたことを思い出した。


    　仕方がない。


    　俺はディスプレイの表示を地図に戻して、


    　そのときだった。


    　一つ目の曲がり角から、黒い影が飛び出して、俺おれの体にぶつかる。


    　突然の横からの衝撃に完全にバランスを崩した俺は、咄とつ嗟さに地面に手をつくが、勢いを跳ね返せずにそのまま転がる。


    　何が起こったのか理解できない。誰かとぶつかったことはわかるが、それ以上の情報が入ってこない。


    　目の前に建つ電信柱の足元から視線を上げる。何がぶつかってきたのかを確認すると、薄暗い夜空に、黒い人物が溶け込んでいた。


    　顔は真っ暗で見えない。逆光とかそういう問題ではなく、その人物が黒いスキーマスクのようなものをつけているためだ。


    　その左手が、キラリと白い光を反射させる。


    　ナイフだった。


    　そう判断し、手を伸ばして相手の足首を摑つかもうとするが、一瞬先にその足は宙に浮き上がり、次の瞬間には俺の右肩に勢いよく振り下ろされた。


    　肩の付け根を思い切り踏みつけられる。


    　痛みを感じている暇はなかった。


    　咄とつ嗟さに左手を伸ばし、俺を踏みつけるその足を、今度こそ摑む。


    　相手のはいているズボンに指を食い込ませながら、思い切り腕をずらしてその足を肩から地面へ引きずり下ろす。


    　肩の付け根が熱くなった右手を振り上げ、相手の足の甲目がけて思い切り肘ひじを振り下ろした。


    　一瞬、こいつが爪つま先さきに鉄板の入っている安全靴を履いているかもしれない、という考えが頭をよぎるが、迷っている時間はなかった。


    　俺の右肘は、相手の履くスニーカーに思い切りめり込む。


    「うぁっ」


    　くぐもった男の声がした。そいつは俺の右肘に打ちつけられた足を地面から引き剝はがそうとするが、それはできなかった。


    　俺の左手は既にその足に巻きついていたからだ。その状態のまま両りよう膝ひざを地面に立て、相手の膝から下を両手で抱えるようにして、一気に地面から空中へと引き離す。


    　バランスを失ったそいつは、腰をしたたかに地面に打ちつけた。


    「誰だ！」


    　俺は叫んだ。


    　質問の答えの代わりとばかりに、そいつは地面に倒れこんだまま握ったナイフを地面に対して平行に薙なぎ払う。咄嗟に一歩飛び退のいて距離を開ける。黒マスクの人物はナイフを握りなおしてから立ち上がろうとして、再びくぐもった声を出して地面に片膝をついた。片方の手が腰に当てられている。


    　チャンスだ。


    　右肩はじんじんと小刻みに振動を伝えてくるが、左手──三本の爪が無事なら問題はない。俺おれは左の掌てのひらを何度か開いたあと、もう一度強く握りなおすと、まだ完全に立ち上がっていない黒マスクの顔に向かって一直線に走り出す。


    　半身を後方へ捻ひねって固く握った左手を後方へ引き、タイミングを合わせてその顔面に叩たたき込もうとする。相手がまだ立ち上がれていない今なら、ナイフよりも先にこっちの攻撃が先に届くはず──だった。そいつは立ち上がろうとはしなかった。そればかりか、さらに上体を低くすると、地面についた両手を軸じくに体を回転させ、突っ込んでいく俺にタイミングを合わせて右足を思い切り伸ばし、俺の左ひだり膝ひざを正面から思い切り蹴けりつけた。


    　痛い！


    　声にならない信号が一気に脳まで駆かけ上がる。次に地面についた左足はまったく力が入らず、そのまま地面を下へ踏み抜いたように、バランスを崩して俺は再び地面に倒れこんだ。


    　顎あごを思い切り地面にぶつける。現状把握と与えられた痛みとシンプルな疑問と次にとるべき行動と──ありとあらゆる情報が一斉に脳になだれ込もうとする。それらを一気に跳ね除のけたのは、地面に転がる俺の目の前に投げ出された自分の左腕の姿だった。


    　制服から伸びる──剝むき出しの──生身の左腕。あちこちに擦すり傷ができている。いや、そんなことよりも。


    　そうだ。


    　俺は今、一人だった。


    　ここは『時間の外』じゃない。どこにも──サイクはいないんだった。


    　急速に強制的に、脳から出される信号が切り替わる。それは、死ぬかもしれない、という恐怖、だった。


    　逃げなくては。その前に、立ち上がらなければ。あいつはどこに行った？


    　まだ地面に転がっているだろうか。


    　それとも、立ち上がった俺の背中目がけて、ナイフを振り下ろす準備をしているだろうか。


    　どうすればいい？


    　ちくしょう。なんてこった。一人っていうのは、一人で立ち向かうっていうのは、こんなにも心細くて怖いものだったんだ。いつのまにか、忘れていた。どうすれば。どうすればいい。次に何をすれば。


    　──カバンはどこだ？


    　頭の中に、高く透き通った声が聞こえた。そうだ。俺が通学のときにいつも持っているショルダーバッグがあるはずだ。大したものは何も入っていないが、ナイフを一度やり過ごすことくらいはできるはずだ。


    　咄とつ嗟さに地面を見回す。あった。カバンは、一つ目の曲がり角──ちょうど一番初めに倒されたあたりの地面に転がっていた。あそこまで行かなくては。黒マスクは、まだ背中を丸めて地面に横たわっている。全身が大声で痛みを訴えていた。うるせえな。言われなくても痛いのは十分わかってるよ。左ひだり膝ひざに、力は入るだろうか。考えている暇はない。入ってもらわなくちゃ、困るだけだ。


    　突然、頭の中を大音量の音楽が支配した。


    　姉に貸してもらった、ドイツのパンクバンドの演奏だ。


    　──『音楽の力を過信しろよ』


    　いつか姉に言われた言葉が演奏の上に流れる。


    　──『音楽を聴いて、もらった力ってのは、要するに、自分自身の中から出てきた力だってことだ』


    　──『自分自身を過信すりゃ、大抵のことはやりこなせる』


    　わかったよ、お姉ちゃん。


    　俺おれは両手で地面を支えると上体を起こし、身を低くしたまま一気にカバンのところまで走り抜けた。左膝も右肩も、言うことを聞いてくれていた。


    　地面に転がるカバンに右手を伸ばし、それを拾い上げようとした瞬間、指を思い切り踏みつけられた。


    「うぁぁぁぁっ！」


    　今度ははっきりと声が出た。新たに加えられた激痛に全身を[image: ]よじりたくなるが、踏みつけられた右手はカバンを摑つかんだまま離さない。


    　踏みつけた足の持ち主を見上げる。


    　やはりそこには、黒いスキーマスクが無感情な眼でこちらを見下ろし、その手には銀色に鈍にぶく光る矢が構えられていた。


    　ボウガンだ。


    　一瞬で理解した。


    　いつの間に、ナイフからボウガンに持ち替えたのだろう？


    　何のために？


    　それより、こいつはいつ移動したんだ？


    「俺がやる」


    　背後で声がした。その声で、俺の右手を踏みつけていた黒マスクは、足をどけて一歩下がる。ボウガンはこちらに向けられたままだ。


    　そうか。こいつらは、初めから二人いたんだ。


    　一対一だと思い込んでいたのは俺だけだった。


    　一人が直接攻撃をしてきて、もう一人は離れた場所から、見張りを兼ねてボウガンで狙ねらっていたというわけだ。なるほど、確実に仕留めるならそうするのが一番だもんな。


    　赤あか糸しだってきっと、そうする。


    　で、それがようやくわかったところで──俺おれはどうする。


    　目的どおりカバンを手に入れることはできたとはいえ、それでどうにかできるのは──どうにかできたとして──一人の攻撃をやりすごすのが限界だ。


    　何よりもう疲れた。サイク。お前ならどうする？


    　俺はカバンを引き寄せ、奴やつらを刺激しないようにゆっくりと立ち上がり、背後のナイフ野や郎ろうに上体を向けた。音楽はもう聴こえてこなかった。右手は指先から肩までもれなく痛い。


    　左ひだり膝ひざもおかげさまで古傷が再発してるみたいだ。次立てるかどうかすらももう怪しいもんだ。


    　ナイフを持った黒マスクは腰をさすりながらよろよろと立ち上がっていた。


    「殺してやる」


    　おいおい。今まで殺さないつもりだったのかよ。そんな便利な道具持っておいて。


    「──どうして俺を狙ねらった」


    　こういうとき、映画やドラマじゃ最後の手段は時間稼かせぎって決まってる。いくら人通りが少ないっていってもここは砂漠のど真ん中じゃない。この騒ぎを聞きつけて誰かが来てくれることを願うしかない、かな。


    「捕ほ鯨げい反対だから」

  


  [image: ]


  
    　なんだそりゃ。


    「俺おれは別に鯨くじらなんか好んで食べないけど。ていうか、食べたことないぞ」


    　ナイフ野や郎ろうはナイフを何度か握りなおし、ゆっくりと俺との間を詰めてくる。


    「──じゃあ、ベジタリアンだから、だな。もしくは、両親に、虐しいたげられて育ったから、だ」


    　つまり、理由なんかなんでもいい、ってことか。


    　時間稼ぎに付き合ってくれるつもりも、ないか。


    「お前たちの弁護士は泣いてその話を聞いてくれるだろうな」


    　背後ではボウガン野郎が俺の首筋あたりを狙ねらってるんだろう。


    　本当は『時間の外』と日常の区別なんてなかった。この世界はいつだって、殺し合いだ。赤あか糸しの見ている日常っていうのは──こういうものだったんだな。


    　いや。そう見えてなかったのは、のこのこと一人で出歩いた、俺だけ、か。


    　テレビでも新聞でも担任も竜りん胆どうも、知っていたじゃないか。こいつらのことを──通り魔の存在を。


    「ここで野垂れて、死ね」


    　その瞬間。


    　重い音がしてそいつの首が真横に倒れこんだ。同時に、てん、てん、と軽い音を立てながら地面に何かが転がる。


    「……は？」


    　ナイフ野郎は間抜けな声を出すと同時に自分のこめかみを押さえ、それが飛んできた真横へ上体を捻ひねる。


    　同時に再び重い音がして、何かがそいつの胸にめり込んだあと、地面に転がる。


    　それは、野球のボールだった。試合用の、硬球だった。


    「……かはっ」


    　肺はいの底から振り絞るような声を出してナイフ野郎はよろめいた。


    「こっちです！　早く来てください！　人が襲おそわれてます！」


    　硬球が投げられた方角から大きな声がする。


    　同時に俺は背後を振り向く。ボウガン野郎は、既に一人で逃げていた。


    　その背中はもう、街灯と街灯の間の闇やみに飲まれて、見えなかった。再び視線を戻すと、ナイフ野郎も既にその場にいなかった。その先の曲がり角へと逃げ込んだのだろう。


    　俺は自分の近くに転がって来た二つ目のボールを手に取ると、視線を上げ、それを投げた奴やつの顔を見る。


    「──大丈夫か」


    　トレーニングウエア姿の郷ごう田だ勇ゆう気きは、俺に片手を差し出し息を切らしながら言った。
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    「近くの公園のグラウンドで、練習をしているんだ」


    　郷ごう田だの肩に摑つかまり、俺おれはゆっくりと長く伸びる塀伝いに歩いていた。


    「今は学校に行ってないとはいえ、サボるわけにもいかないからな」


    　野球部の仲間が何人か、毎晩付き合ってくれているそうだ。


    　今夜も自主練習のためグラウンドへ向かう途中、近道のために通った住宅街で、俺の叫び声を聞いたらしい。グルグルと声の方角へ走った結果、ナイフを構えて俺とお喋しやべりをしている黒マスクを見つけたというわけだった。


    「俺の時間稼かせぎもあながち無駄じゃなかったわけだ」


    「そうだな──フラフラ動かれてたら当てられる自信もなかった」


    　その後郷田が誰かを呼ぶように叫んだ声は、相手を怯ひるませるための噓うそだった。


    「逆さか木き原ばらの家ってのはこっちで、いいのか」


    　俺は赤あか糸しの家まで郷田に付き添ってもらうことにした。


    「こっちっていうか、この左手にずーっと伸びている塀が全部、赤糸の家だ」


    「……これ家だったのか。刑務所かなんかかと思ってた」


    「高級住宅街の真ん中に刑務所はなかなかないんじゃないかな」


    　痛みを堪こらえて軽口を叩たたく。


    「……で、あいつは何者なんだ」


    　郷田は全身黒ずくめのスキーマスクのことを訊きいた。


    「あいつっていうか、あいつら、だな」


    「──もう一人いたのか」


    「見えなかったかな。ボウガン持った奴やつが俺の頭に狙ねらいを定めてたはずなんだけど」


    「……俺がボール投げた瞬間、歩あゆの頭がウィリアム・テルの息子状態になってたかもしれなかったのか」


    　郷田は恐ろしいことを言った。


    「ウィリアム・テルが打ち抜いたのは林りん檎ごだ。失敗したのはバロウズのほうだよ」


    「誰だそれ」


    　まあいい。これもただの軽口だ。


    「結果オーライ。あいつらが何者なのかは俺にもわからないよ。捕ほ鯨げい反対派のベジタリアンの両親からの愛を求める哀れな子どもたちって、ことくらいしか」


    「つまり──馬ば鹿かか」


    「そういうこと」


    　通り魔なんて真ま似ね事ごとするような奴は──人間の命を自分の手でどうにかしようとする奴の考えなんかわからないし、わかったところで意味を成さない。


    　竜りん胆どうは人と人が関わるということは荒こう唐とう無む稽けいで馬ば鹿か馬鹿しくて意味不明なことだと言っていたが、殺人を犯そうなんて考える奴やつはその最先端に行ってしまったような者だ。もっとも理解できないし、理解したところで得られる感想はきっと変わらない。


    　そいつは大馬鹿者だ、ということだけだ。


    「……まあ、郷ごう田だと巴ともえだって、俺おれたちを殺そうとしてくるけどな」


    　今はこうやって肩を借りて歩いてはいるが、俺と郷田は、『時間の外』では敵同士──のはずだ。


    「──アロも、柄え州すも、怯おびえているんだ。先にやらなければ、やられる、と思い込んでいる」


    　それは確かにそうだろう。『時間の外』での殺し合いというのは、そういうものだ。


    「怯えてる、なんて可愛い態度には見えないけど」


    　郷田のパートナーである、狼おおかみのキグルミのアロ。そして人形のキャロル・アンのキグルミを着た柄州巴。


    　あいつらはむしろ、好戦的だ。


    　戦いを、命のやり取りを、愉たのしんでいるようなふうにしか見えない。


    「怯えている──俺がアロを初めて着たときも、柄州がキャロル・アンを初めて着たときも、何がなんだかわからないうちに襲おそわれたからな」


    　初めて聞く話だった。郷田と巴が、初めて『時間の外』へ呼び出されたときのことは。


    「俺とアロは、逆さか木き原ばらに──柄州は、仁に科しなとピエロに、だ」


    　ピエロ。仁科の着るそのキグルミの名前は──。


    「ゼムか」


    「柄州は、仁科からの電話に出て、『時間の外』に呼び出された。そんで何もわからないうちに、あいつらに卵を埋め込まれた」


    　ゼムに卵を埋め込まれた人物は、仁科の兵隊になってしまう。


    　本人の意思とは関係なく操あやつられてしまうのだ。自分の意思とは関係なく操られるというのは──恐怖だろうな。


    　俺自身もついさっき、正体のわからない襲しゆう撃げき者しやに、怒りと興奮をもって立ち向かい、攻撃をしたのだ。


    　あのとき、俺の脳を支配していた感情に一番近いのは恐らく、怯え、なのだろう。心底怯えた人間は、半ば自じ暴ぼう自じ棄きに──好戦的になることを、俺は身をもって実じつ践せんしたのだ。


    「だけど──俺たちには、もう、怯えなくていいんだ」


    　俺ははっきりと、そう言った。今度は軽口じゃない。


    「そうなんだろうな」


    　郷田は、俺を支える手を一度しっかりと握りなおした。


    「歩あゆには、一度命を救ってもらった」


    　キグルミとその中の人物は、同時に死ぬことができれば、一度だけなら完全に蘇よみがえることができる。以前、俺おれはそうやって郷ごう田だとアロの命を、同時に奪うことによって復活させた。


    「その一度の恩の分、お前の言うことを信じようと思う」


    「て、ことは」


    　郷田とアロ、巴ともえとキャロル・アンが仲間になってくれるということか。こんなに心強いことはない。


    「お前たちを襲おそうことは、もうしない。巴とアロは俺が説得する。だけど、お前たちと一緒に戦うって言うのはまた別の話だ。俺は、歩は信じるが──逆さか木き原ばらのことは信じられない」


    　郷田は声を硬くした。


    「少なくとも俺もアロも、逆木原に襲われたのは事実だ」


    「でもそれは、ボンの特性で殺し合いから離脱させるためであって」


    「頭ではそうなんだろうな、と理解できても心から納得するのとは、また別の話だ」


    　郷田は赤あか糸しの家を囲む塀に視線を投げて、


    「あいつは、まだ何も理解していない俺たちに襲いかかってきたし、それに──」


    　松まつ本もとを骨にした、と言った。


    「松本は、キグルミを着ていなかった。生身だったんだ。なのに、あいつは、鎌かまを振りかざした。本当に歩の言うとおり、逆木原が骨にした生徒をいずれ生き返らせるつもりなら──俺は、それを実際に見るまでは、あいつのことは信じられない」


    　それは──仕方ないのかもしれない。


    　いくら俺から言葉を聞いたところで、実際に郷田が体験しないことには、納得はできないのだ。俺自身、まだ赤糸のキグルミであるボンが、骨にしたクラスメイトを復活させた現場を見たわけではない。


    　本当にそんなことが可能かどうかもわかっていない。


    　ボンが、その可能性はある、と言ったのを聞いただけにすぎなかったが、俺にはその言葉を疑うつもりはない。赤糸とボンが、相手を殺すのではなく、生かすために戦っているのだ、と言っていたのなら、それだけで信じるに値あたいすると思う。


    　そして俺は、そんな赤糸とボンと、何度も共に戦ってきた。


    「……わかったよ、郷田」


    「すまないな」


    「いいよ。お前と巴が、俺たちを攻撃してくれないだけでも、だいぶ助かる。二人のキグルミは、怖いからね」


    　アロは無む尽じん蔵ぞうで正確な強力な矢を放ち、キャロル・アンは対象物を強制的に無理やり引きつけるという特性をそれぞれ持っている。どちらも、遠くからの攻撃が可能なうえ、手を組まれると非常に厄やつ介かいだ。


    　長く続いた塀をようやく曲がり、巨大な門を照らす二つの大きな提ちよう灯ちんの、オレンジ色の明かりがその先に見えて、俺おれたちは立ち止まる。


    「……奉ぶ行ぎよう所しよかよ」


    　呆あきれた。時代劇かヤクザ映画でしか見たことないぞ、あんな門。


    「幸い門番は立ってないみたいだけどな」


    「いいよ。別に、討ち入ろうってわけじゃないし」


    「逆さか木き原ばらが歩あゆを入れてくれるとは思えんのだが」


    　俺もそんな気が段々してきていた。


    　かといって、失礼しました、と踵きびすを返すわけにもいかない。


    「俺と柄え州すが学校へ行かないのは」


    　郷ごう田だは俺の体を支えたまま、再びゆっくりと歩き始める。


    「誰が敵かわからなかったからだ」


    「俺だってわかってないよ、そんなもん」


    「俺はそれが我慢できなかった。学校じゃにこにこと話しかけてくるくせに、『時間の外』へ行った途端に、敵意を剝むき出しにして襲おそってくるなんて、気が狂いそうだった。だったら初めから、俺と柄州の敵は、俺たち以外だ。そう思うことにしたからだ」


    『時間の外』と日常の区別は、ない。


    　郷田もやはり、そう考えていたのだ。


    「とりあえず今わかってるのは、仁に科しなだよ」


    「そうだな。それは、わかった。でもあいつらは、卵で仲間を増やしている。それが誰なのか、まだわからん」


    「少なくとも、俺と赤糸と音ね子こは違う」


    「今のところは、まだ、な。それ以外は、全員敵、と考えておいたほうがよさそうだ」


    　その言葉で俺は思い出した。明あ日す香かの病室で見せてもらった、ノートのことを。


    「竜りん胆どうも、まだだ」


    「──そうなのか」


    　俺は郷田に、『翼』のキグルミを持つ明日香のことと、彼女の従妹いとこである竜胆を、仁科が狙ねらっているということを伝えた。


    「だから、もしまだ竜胆の姿を見つけても、攻撃しないでくれ」


    「……約束はできない」


    　郷田と俺は門の前で立ち止まる。


    「努力はするが、話が一切通じそうもなかったら、俺もアロも身を守らなければいけない」


    　郷田とアロは、もう二度と死ぬことはできない。ボンの鎌かまで切られる以外は。


    「だとしたら、戦わずに、逃げてくれ。必ず俺おれと赤あか糸しがなんとかしてみせる」


    　郷ごう田だは俺の体から手を離し──。


    「約束はできない」


    　──もう一度そう言った。

  


  
    



    



    　　　第二章　Waldspaziergang mit folgen ～森の中を歩くに従って～


    



    



    「逆さか木き原ばらがまったく取り合わないようだったら、俺に電話してくれ。迎えに戻ってくる」


    　郷田はそう言って、野球部の仲間の待つ公園へと去った。


    　さて。


    　俺は二トントラックが優に二台並んで入れるほどの大きさの木製の門を見上げた。


    　門の両側には釣り合いの取れた巨大な提ちよう灯ちんが下げられ、あたりを柔らかなオレンジ色に染めている。


    　提灯の大きさだけで俺の身長の半分以上はあった。


    　郷田がそばにいたときは、いくらなんでも夜に訪ねてきたクラスメイトを、赤糸が無む碍げに断ことわるとも思わなかったのだが、その自信は途端に揺らいだ。


    　この門は、客を迎え入れるためのものではない。客を拒否するために建てられたものだ。


    　傷一つ見えないこの木の表面をいくら叩たたいたところで、門の中へは物音一つ響かないだろう。こっちの手が痛くなるだけだ。


    　俺おれは奥に下げられた提ちよう灯ちんの下まで進む。


    　その脇わきには、頑丈な郵便受けと、ナンバーキーロックを携たずさえた、普通サイズの鉄製の扉とびらがあった。扉の横に設置されたパネルにはレンズとスピーカーとボタンが一つついている。これがインターホンだろう。


    　その前に立った途端、頭上でじじじ、と軽いモーター音がする。見上げると、塀の上部から伸びるアーム付きのカメラが、俺の姿を捉とらえていた。


    　このインターホンを押した途端、飛び出したマシンガンで蜂はちの巣にされるんじゃないだろうな。


    　俺は思い切ってインターホンを押したが、何の音も聞こえなかった。普通なら家の中で鳴る呼び出し音くらい聞こえるはずだが、まったく無音だった。


    　しばらく待ったが、スピーカーからは何の音声も聞こえてこなかった。その代わり、頭上で再び、軽いモーター音がした。カメラを見上げると、レンズが開いていくのがわかった。恐らく、ズームが作動しているのだろう。俺は、不ぶ躾しつけにこちらを見下ろすカメラに向かってピースサインをしてやった。


    「赤あか糸し、俺だ」


    　スピーカーに話しかける。


    「──どちら様でございましょう」


    　そう答えたのは、よく知ったクラス委員長の声ではなかった。初めて耳にする、落ち着き払った、芯しんの強い男性の声。


    「あ、あの、夜分すみません。俺、僕、いや、わたくし、大おお垣がい内と歩あゆと申すものでして、あのですね、そ、そちらのお嬢様の同級生というクラスメイトなんでございますですが」


    　咄とつ嗟さなことと緊張とで、自分でも何を喋しやべっているのかわからない。


    「──お嬢様の、ご学友でございますか」


    「そうでございます」


    　スピーカーが軽く電子音を鳴らして、再び沈黙が訪れる。俺はカメラに向けていたピースサインをゆっくりと下ろした。


    　数十分待たされた。


    　いや、実際には二、三分も経たっていなかったはずだが、体感時間はそれくらいに感じられた。


    　再びスピーカーから落ち着き払った男の声。


    「──大垣内歩様でございますか」


    「はい、そうでございます。大垣内歩と申すちんけな野や郎ろうでございまして、すいませんね。どうも」


    　へりくだりすぎてどんどんわけのわからないことを言ってしまう。


    「お嬢様は、そんなご学友はいない、とおっしゃっておられます」


    「いやいや。いやいやいや。いるんですね、現にここに。お嬢様がそうおっしゃってもですね、実際に、このあっしというやつがれはここにこうして立派にいるってんだから仕方がない。それともなんですか、おたくのお嬢様には、手前共が幽霊にでも見えるってんでおっしゃりたいんで。そうなってくるってえと話は一ひと筋すじ縄なわじゃいかなくりまさあね」


    　使い慣れない謙けん譲じよう語ごと門の雰ふん囲い気きに押されてますます何言ってるかわからない。誰か止めてくれ、俺おれを。


    「──失礼。噺はなし家かさんでしたか」


    「噺家さんじゃないんですよ。ただの高校生なんですよ。すみませんが赤あか糸しお嬢様に取り次いでもらえませんか。いきなりの訪問、大変失礼だとは思ってるんですが、こちらにもそれなりの事情がありまして」


    　再びスピーカーは沈黙して、俺は取り残される。


    　やはり赤糸は会ってくれないのかもしれない。こうなったらこの塀を乗り越えて、無理やり侵入することすらやぶさかではないぞ。


    　俺は二メートル以上はあるかと思われる塀を見上げる。


    　……あの塀の上に平行に張られた三本の線には、まさか電流が走ってるんじゃあるまいな。


    　そのとき、鉄の扉とびらの内側からいくつものモーター音とロックの外される音がして、扉が内側へ開いた。


    「──どうぞ。お入りください」


    　扉の向こうでスピーカーから聞こえていたものと同じ声が、そう言った。
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    「大おお垣がい内と歩あゆ様でございますね」


    　髪の毛をぴったりとオールバックに撫なで付け、縁のない眼鏡めがねをかけた背の高い男は、須す藤どうでございます、と簡単に自己紹介をした。


    「お嬢様がお待ちでございます」


    　須藤はそう言って回れ右をすると、傍かたわらに置いていたセグウェイに乗り、白く舗ほ装そうされた道を進み始めた。


    「ちょ、ちょっと待ってください」


    　須藤はセグウェイを停止させ、こちらへ振り返る。


    「いかがしましたか」


    「あの、その乗り物って、僕の分はないんでしょうか」


    　いくらなんでもセグウェイのあとを徒歩でついていくのは辛つらい。そのうえこちらは左足を引きずっているのだ。


    「お客様の分であれば、用意はございます」


    　須す藤どうはセグウェイに乗ったまま、白い手袋を地面と水平に払って指す。


    　その方向を見ると、確かに鉄の門もん扉ぴの裏には何台かのセグウェイが並べて置かれていた。


    「あ、じゃあお借りしますね」


    「ですが、それは叶かないません」


    　須藤は落ち着き払った声に何の感情も乗せず言った。


    「お嬢様が、大おお垣がい内と歩あゆ様はお客様ではない、とおっしゃりますので」


    　徹底している。


    「……わかりました。普段なら僕もそれで納得しますが、今だけは見み逃のがしてくれませんか。あの、情けないことに怪け我がをしていまして」


    　須藤はそれでも声こわ色いろと表情を変えることはない。


    「わかりました。そういう事情であれば仕方ありません」


    　須藤は手袋をつけた白い中指で眼鏡めがねのつるを押し上げる。


    「大垣内歩様の移動速度に合わせて、私はゆっくり参るとしましょう」


    　どうあっても乗せてもらえないらしい。


    



    　少し進んでは止まり、進んでは止まり、を繰り返す須藤の後ろをゆっくりと、広大な庭園の間に舗ほ装そうされた道を進む。


    　灯とう籠ろう型のライトや、地面に埋め込まれたライトが計算されたように配置されており、夜の庭園の姿を上品に浮かび上がらせていた。


    　庭園の間に張り巡らされた道は一本ではなく、場所によっていくつも左右に伸びていた。その先がどこに繫つながっているかはわからないが、恐らく隅々まで手入れされた庭を余すことなく楽しめるようになっているのだろう。


    　もう少しで本家であろう建物へ繫がる道へ入る、という手前で須藤はセグウェイを横道に逸そらせる。


    「えーと、あれって、家じゃないんですか」


    「お嬢様は今の時間、こちらにいらっしゃいますので」


    　須藤は振り向きもせずにそう言うと、少し細い道へと進んでいく。その道は、屋根が低く、横に長い建物のシルエットへと繫がっていた。


    　ガラスでできた両開きのドアの前で、須藤が停とまる。


    「そこで、お履き物をお脱ぎください」


    　須藤は、セグウェイに乗ったままそれだけ言った。


    　両開きのガラスのドアを引いて、俺おれは中に入る。


    　背の低い靴箱が一段低くなった三た和た土きの壁際に置かれていた。そこに脱いだ靴を預ける。


    　正面にある鉄製の扉とびらの、レバー型になっているノブを押し下げ、重い扉を開いた。


    　途端に熱気と湿気がこちらへ流れ込んできた。


    　八畳ほどのその空間には、冷蔵庫と洗濯機とベンチが置かれており、奥のドアの前には紺色の胴衣を着た、背の高いポニーテールの女性が立っていた。


    「大おお垣がい内と歩あゆ様でございますね」


    　女性は、天あま野のと申します──と自己紹介して、ドアのそばにかけられた受話器に手を伸ばし、ボタンを一つ押した。


    「──お見えになりました」


    　天野は、受話器へ一言だけそう告げて壁に戻すと、横に一歩下がってドアの前を空けた。


    「お嬢様がお待ちでございます」


    



    　ドアの向こうで俺おれを迎え入れてくれたのは、一発の重い打撃音だった。


    　同時に、ぎしぎしぎし、と鎖くさりの揺れる音。


    　赤あか糸しが、天井から吊つるされている巨大なサンドバッグに、サポーターを装着した蹴けりを、思い切り打ち込んだ音。


    　そこは、板張りの道場になっていた。道場を兼ね備えた、奥へと広がるスポーツジムのようにも見える。


    　そこに赤糸はいた。黒いタンクトップに大きめのＴシャツを重ね、同じく黒のスパッツをはいて膝ひざと肘ひじに青いサポーターを装着し、両方の手にはオープンフィンガーグローブを嵌はめて、巨大なサンドバッグ相手に休む間もなく打撃を加えていた。


    　俺は壁際にあった丸まる椅い子すに腰をかけ、しばらくそのトレーニングを眺めた。


    　赤糸はこちらを見向きもせずに絶え間なく浅い呼吸とステップを繰り返している。時折、大きいＴシャツの下から、タンクトップとスパッツの間の割れた腹ふつ筋きんが目に入った。


    　丹念につくり上げられたであろうその洗練された肉体と、そこから繰り出される攻撃の無駄のない動きに、見み惚とれてしまっていた。


    　やがて赤糸は、とん、と一歩飛び退のいてサンドバッグと距離を取ると、小さく二、三度ジャンプしながら大きく息を吸い込んだあと、一気に間合いをつめて打撃と蹴りの連続攻撃を休む間もなく叩たたき込んだ。最後に双もろ手てを打ち込んで大きくサンドバッグを揺らすと、一礼してからこちらへ振り向いた。


    「こうなっていてもおかしくないのだわ」


    「何がだ!?」


    　赤糸は手すりにかけられていたタオルを手に取って顔と首の汗を拭ふくと、呼吸を整えながら水筒から突き出たストローをくわえる。


    「もちろん──礼儀知らずの訪問者のことに決まっているわ」


    　もう一つ大きめのタオルを手に取ると、それをＴシャツの中に入れ、体の表面の汗を拭ふきながら赤あか糸しは壁際へ立てかけられているモップを手にして戻ってきた。


    「私の貴重な修練の時間を邪魔にする権利なんて、歩あゆにはないはずよ。暇で暇で仕方のない歩と違って、私の生活はやらなくてはいけないことで埋め尽くされてるの」


    　赤糸はサンドバッグの周りの床ゆかをモップで拭きながら言う。


    「悪かったな。でもまあ、時間をつくってくれて感謝してるよ」


    「のぼせ上がらないことね」


    「だから、何がだ？」


    「歩のためにわざわざ時間をつくったわけではないのよ。私の時間の上に、歩が割り込んできているだけにすぎないわ。私は予定を変更するつもりはないので、歩が勝手に話せばいいのだわ。その話題のどれを聞いて、どれを聞き流すかは、私の自由なのよ」


    　モップを元の場所に戻すと、赤糸は建物の奥へと歩いていく。俺おれはその後を追う。


    「……それにしてもすごい施設だな。これでプールでもついてりゃ完かん璧ぺきだ」


    「じゃあ、よかったわ。地下に、温水プールとシャワールームとサウナがあるのよ」


    　なるほど。建物に入ったときの熱気と湿気は、それが原因か。


    　赤糸はトレーニングマシンの一つに腰をかけ、ウエイトを調節しようとして、遅れて近づく俺を見ると、眉まゆ根ねを寄せて目を細めた。


    「歩──その手と足は、どうしたの」


    「大丈夫だ、動くぞ」


    「動かせるのと、自由に動くのはまったく違うのよ。……まったくもう。本当に歩には、呆あきれ果てるのだわ」


    　赤糸は、ほとんど声、と表現してもいい音のため息をつくと、トレーニングマシンから立ち上がった。


    「信じ難がたく考え難く度し難いのだわ。ありえないと言い切ってもいい。歩。そこに座りなさい」


    　そう言ってびしっ、とウエイトリフティング用のマシンを指さして、赤糸は壁際へ歩いていく。俺は言われたとおりに腰を下ろした。座る瞬間に、曲げた左ひだり膝ひざが少し痛む。


    「どういう了りよう見けんのどういう裁量で、怪け我がをしたまま上がり込めるのか、まったく[image: ]なぞなのだわ。ひょっとして私の家を、病院だと思い違いしているのであれば、ただちに最適な病院への紹介状を書いてあげるのだわ。ただし、頭の、よ」


    　赤糸は壁際のロッカーから大きめの救急箱を持って戻った。


    「脱ぎなさい」


    「え、いや、別に、これは、大丈夫だから」


    「口を閉じなさい。そのあとに、脱ぎなさい」


    　話し合いの余地はないようだ。


    　俺おれは、制服とＴシャツを脱いで、右肩を露あらわにした。左ひだり膝ひざは、ズボンを脱がなくとも、裾すそをめくって露出させることができた。


    「──何があったの」


    　俺と赤あか糸しは、壁の全面鏡の中でお互いの目を合わせた。


    　鏡に映る俺の右肩と左膝は、紫むらさき色に腫はれあがっていた。思ってたよりも酷ひどい。


    「踏まれて──蹴けられた」


    　俺は肩と膝をそれぞれ指さしながら答えた。


    「誰に？」


    　赤糸はアルコールを含んだ脱脂綿で肩と膝を優しく拭ふき始める。


    「誰かはわからない。マスクをしていた。二人組だ。この家のすぐ近所で、いきなり襲おそわれた」


    　赤糸は取り出した湿布に軟なん膏こうを塗り始める。


    「何も欲求してこなかった──死ね、って言葉以外は」


    「ということは、殺せるような態勢で臨のぞんできたのね」


    「ナイフと、ボウガンを用意していたのはわかった」


    「むーん」


    　赤糸は肩と膝にそれぞれ湿布を貼はってくれる。


    「よくこの程度ですんだのだわ」


    「郷ごう田だが颯さつ爽そうと現れて、助けてくれたんだ」


    「郷田勇ゆう気きくんが？」


    　固定用のテープを伸ばしていた手が止まった。


    「ああ。ボールを見事に命中させて、撃退してくれたよ」


    「それはよかったわね」


    　赤糸はそれだけ言うと、俺の肩と膝をグルグルとテーピングし始めた。


    「──これでいいのだわ」


    　そう言って赤糸はテープを救急箱にしまう。


    「動かしてみてちょうだい」


    　俺はゆっくりと立ち上がる。膝に痛みはなかった。右腕を回してみても、同じだった。


    「すごい。痛みが消えてる」


    「消えたんじゃなくて、その場を凌しのいでいるだけにすぎないのだわ」


    　そう言いながらも赤糸は、どこか誇らしげだった。上手に治療できて嬉うれしいのかもしれない。


    「お前、こんなこともできるんだな」


    「昔は、天あま野のにやってもらうばかりだったけれど、やがて自分でできるようになって、最近では私が彼女にやってあげるばかりになってきたのよ」


    　俺はドアの向こうにいるであろう天野の顔を思い浮かべる。


    　彼女は赤あか糸し専属のトレーニング相手であり、格闘技を教えているコーチでもあるのだろうか。


    　赤糸は俺おれの掌てのひらを広げると形の異なる三つの錠じよう剤ざいをのせた。


    「なにこれ」


    「痛み止めと、腫はれをおさえる薬と、胃薬なのだわ。まさかとは思うけど、晩ご飯をまだ食べてないわけじゃないでしょうね」


    「そのまさか、なんだけど。さて、どうしたらいいかな」


    「むーん。むーんむーん」


    　赤糸は両方の掌を頰ほおに当てて素早く俯うつむいた。


    「もういろいろな予定が──滅茶苦茶によって、滅茶苦茶にされてしまったのだわ。私、滅茶苦茶なのって一番嫌いなの」


    「知ってる」


    「はああああああああ」


    　今度こそ、はっきりとため息を声で表現しながら赤糸は、天井から垂れ下がるロープに摑つかまると、腕だけでするする、と登っていく。


    　いくら赤糸自身の体重が軽いといっても、女の子でこれができるって、相当すごいことなんじゃないのか。


    「歩あゆ。受け取るのだわ」


    　天井付近で赤糸はロープの先端にくっついていたものを剝はがし、こちらへ投げ落とした。


    　落下してきたそれをキャッチする。それは、丁てい寧ねいにラッピングされた、ホットドッグだった。


    「本当は私の大切な、やる気の源だったのだけれど、背に腹は代えられないのよ。それを食べて、薬を飲むといいのだわ」


    「い、いや、いいよ、悪いし」


    「もうずっと前から悪いことになってるのよ。今さら、遠慮なんかしたって意味がないのだわ。それに、その怪け我がを放っておくほうことが今のこの状況で一番悪いことだって、理解するべきよ。結果として私は、予定していた修練をすべて後回しにしているのよ。とっととそれを食べて、薬を三つ、流し込むといいのだわ。それをしてから、話しなさい。歩がわざわざここまで来なければならなかった理由を」


    　赤糸は、ロープから下りながらそう言った。


    　俺は、ホットドッグの包みを開き始めた。
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    　赤糸に竜りん胆どうと明あ日す香かの話をし終えると、俺は薬を飲んだ。


    　話をしている間、赤糸は一言も発さず、黙々とサイクリングマシンを漕こぎ続けていた。


    　やがて機械から降りると汗を拭ふきながら壁際の受話器へ向かい、「おなかが空いたのだわ」と一言だけ告げてから戻ってくる。


    「そう、明あ日す香か。──あの子だったのね」


    　赤あか糸しは壁の全面鏡の前に立つと、おもむろに重ねていた大きめのＴシャツを脱いだ。


    　鍛きたえられ引き締まった筋肉が、タンクトップとスパッツの間から見えた。


    　赤糸は鏡に自分の筋肉を映し、それを眺めながら言う。


    「歩あゆ。私がこうやって、日々の修練を怠おこたらないのは、決して趣味だからなのではないのよ」


    「そ、そうなのか」


    「私と凜りんと明日香は、幼おさない頃、とても体が弱かったの」


    　同じことを竜りん胆どうも言っていた。


    「私たちの親は、治療のために外国の病院へ入れてくれたわ。そこで私たちは出会ったの」


    「ドイツなんだよな」


    「ええ。同い年の似たような体質の子どもが三人。私たちはすぐに仲良くなったけれど──長続きはしなかったの」


    　竜胆も以前、ある時期まではとても仲が良かった、と言っていた。


    「私たちの体質を改善するには、空気のいいところで運動するのが一番だった。私と凜も頑張っていたのだけれど、あの子は──明日香は、体力がなかった。段々と私と凜についていけない自分を恥じ入るように病室に閉じこもりがちになったわ。凜は従妹いとこだったのもあったのね、時折彼女に付き合って自分も運動を休むようになったけれど──私はそれをしなかった」


    　赤糸は、ロッカーから新しいバスタオルを取り出し、全身の汗を丁てい寧ねいに拭き始める。


    「私たちの病気は、運動さえしていれば絶対に治る、と証明したかったのよ。二人が病室の窓から中庭で運動をする私を見下ろしているのをよく見かけたわ。あの子たちがそこで何を話しているのか知らなかったし、知ろうとも思わなかった。とにかく、早く三人で遊びたい一心だったのよ。けれど、それが叶かなうことはなかった。結果、私のほうが二人よりも先に──快かい復ふくしたの。それで、先に日本に戻ることになったわ」


    　──小学校に上がって少しした頃に離れ離れになってしまった。


    「そのことが決まって、私と二人の仲の良かった時間は──そこで完全に終わってしまった。初めは帰国を凜も喜んでくれたのだけれど、明日香が、それを許してはくれなかったの」


    　外国の病院で、似たような病状の、同い年の女の子が出会う。


    　それはお互いの励みとなり、支えとなっただろう。


    　自分は独りぼっちではない──その思いは彼女たちを強くしてくれたに違いない。


    　だが、その中の一人が離れていくと知ったら。自分の中にはまだ残る病気を快復させて、生まれた国へ帰っていくのだ、と知ったら──それはとても深い不安に襲おそわれるのだろう、と思う。


    「それから結局、この家に帰ってくるまで彼女たちとは一言も喋しやべらなかったわ。それからしばらくして、お母様に凜りんが快かい復ふくして日本に戻ったと聞かされた。私はとても喜んだし、すぐに凜と再会したいと願ったのだけれど、明あ日す香かはまだ一人であそこにいる、と知って、その思いは消えたわ」


    　結局、日本に戻った竜りん胆どうは赤あか糸しと会うことはなく、中学で俺おれと出会うことになり、共に陸上部での三年間を過ごし、高校で再会する。


    「同じクラスになったときには驚いたわ。けれど私はもう既に、凜と何を話していいのかわからなくなっていた。凜のほうから私に話しかけてくることもなかったわ。けれど、ある日、凜が言ったの。明日香が、日本に戻ってきている、って」


    　赤糸はすっかり汗を拭ふき終え、バスタオルを隅に置かれた洗濯籠かごの中へ投げ入れる。


    「私は会いたがったけれど、凜に断ことわられたわ。明日香が、誰にも会いたくないと言っている、って。それで私はわかったの。明日香が日本に戻ってきたのは、病気がよくなったからじゃなく、むしろその逆なんだ──ってことに。それ以来、私は凜と特に話すこともしなかったし、明日香の病室を訪ねようとも思わなかったのよ」


    　赤糸は再びサイクリングマシンの上に腰をかけた。


    「だから結局、私が今もこうやって体を鍛きたえているのは、またあの頃の自分に戻りたくないからなのだわ。今またそうなってしまったら──病室に押し込められて、今の明日香に会うことになってしまう。私はそれが怖くて、逃げ続けているようなものなのよ」


    　赤糸はハンドルに肘ひじを置いて、両方の掌てのひらを頰ほおに当てると、ペダルを一回だけ漕こいだ。


    「だから、凜が明日香の願いを聞いてあげたい、と言うのも理解ができるのよ。凜は私よりもずっとあの子のそばにいるから。私が二人の近くからいなくなって、凜はきっと、今度は自分が明日香のために運動をしなくてはいけない、と思ったんでしょうね。凜のほうが先に快復したというのは、恐らくそういうことだわ。明日香を一人、病院に置いて自分が帰国すると決まったときの凜の思いは、私には想像がつきもしない」


    　──それじゃあ、誰が明日香を助けるんだ。


    　竜胆はそう言った。体が弱く、運動によっての快復ができなかった明日香を、今度は別の方法で助けようとしている。『時間の外』で会いたがっている明日香の願いを、聞こうとしてやっている。


    　俯うつむいたままの赤糸の表情は、見えなかった。


    「……いったい明日香が一人になってから何を考えて、どうやって『時間の外』とキグルミに出会ったのかはわからないけれど、今そうやって新しい生きる目的みたいなのができているのだとしたら、それはそれで、いいことなのかもしれない」


    　赤糸は小さな声でそう言うと、サイクリングマシンから降りる。


    「いいわけないだろ」


    　俺おれは歩き出そうとする赤あか糸しの右腕を思わず摑つかむ。


    「──何」


    「そんなお嬢様方のわがままに付き合わされるのはごめんだって言ってんだよ。戦いたくもないクラスメイトと戦わされて、殺し合いまがいのことまでさせられて。その明あ日す香かのわけのわからんわがままに巻き込まれて、山やま下したくんは死んだんだぞ？」


    「腕が痛いわ。離しなさい」


    「いーや離さないね。いいか、勝手に忘れてるみたいだから教えてやるけど、お前も竜りん胆どうも体を鍛きたえているのは明日香から逃げるためじゃない。元々は、もう一度三人で遊びたくて始めたはずだろ。明日香にも健康になってもらいたくて頑張ったんだって、さっき自分で言ったよな？　お前と竜胆が今も運動を続けているのは、明日香ともう一度対等に出会いなおすためだ。あいつの願いを聞いてやるとか、あいつにもう一度会うのが怖いとか、そんな理由じゃない。明日香が独りぼっちをこじらせた結果に始めたあんな馬ば鹿か馬鹿しいゲームに付き合ってやらなきゃいけない理由なんか、これっぽちもない。しっかりとあいつの正面に立って、この馬鹿、っつって横よこ面つらの一つでも叩たたいてやることこそが、お前が今も鍛えてる理由なんだよ馬鹿野や郎ろう」


    「わかったわ。腕が痛いのよ。私は離しなさいと言っているわ」


    「だから離さないって言ってんだよ、こっちも。俺の知ってる赤糸だったら、明日香の話を聞いても、滅茶苦茶許せないのだわ、とか言ってすぐにでもあいつのいる病院へ乗り込もうとするはずだぞ。それがなんだ。生きる目的ができていい、だと？　ふざけんなよ。明日香の生きる目的は、お前と竜胆ともう一度対等に戻ることなんじゃねえのかよ！」


    「だから、もう、わかったって言ってるのだわ！」


    　赤糸はそう叫ぶと、俺に摑まれたままの右手を自みずから軽く捻ひねりながら、俺の肩を軽く押す。それによって腕を摑んだままの俺の左手は一瞬で自分の背中側に回され、いつのまにか反対に、俺が左手を捻りあげられる格好になっていた。


    「痛い痛い痛い痛い痛い！」


    　その声に驚いた天あま野のがドアを開けて踏み込んできたが、発しているのが俺だとわかった瞬間、一礼してドアを閉めて去っていった。


    「助けてくれないのか天野さん！」


    「ウチの人が、外部の人を助けるはずないのだわ」


    　赤糸はそう言って俺の背中を押すと同時に摑んでいた左手を解放してくれた。


    「……いったい今俺は何をされたんだ」


    「基礎中の基礎だわ。面白くも何ともない」


    　赤糸は両手を二回ほど叩いて払う。


    「いや、十分すごかったと思うのだが」


    「まったく。歩あゆなんかに私が説教される日が来るだなんて。面白くないのだわ」


    「悪かったな、俺おれなんか、で」


    「感謝するわ」


    　相変わらずこいつは結果だけを先に伝えるな。


    「一応訊きくが、何が、だ」


    「『時間の外』での殺し合いの終わりが、とりあえず見えてきたわ。いったいいつまで続くのかしら、とうんざりもしていたものだけど、とりあえずゴール付近に明あ日す香かがいることがわかった。少し驚いて、私らしくないことを確かに言ってしまったけれど、もう大丈夫よ。あの子に直接ゲームクリアの条件を聞いて、とっととあの不毛な時間を終わらせることにしましょう」


    　赤あか糸しは両足を開いて腕を組んだまま、顎あごを少しだけ上げて俺を見下ろすように、そう言った。


    「そのことに気づかせてくれた歩あゆに、感謝するって言ったのよ」


    　逆さか木き原ばら赤糸は、そうでなくてはいけない。それでこそ、お前だ。


    「何がおかしいのかしら」


    「いや、なんでもない。少し、嬉うれしかっただけだ」


    「気き色しよく悪いのね相変わらず」


    「ご存じのとおり、な」


    　──そのときだった。


    　赤糸の家の道場の真ん中の空間に突然、巨大な金色の歯車が現れた。


    「──今日きようは、いつもより、随分早いのね」


    　赤糸は宙に浮かんだままの歯車を見つめ、鼻から細い息を吐いてから、そう言った。


    「きょ、今日はって。おい赤糸、これはいったい、なんなんだ」


    「繫つなぎ目──なのだわ」


    　赤糸のその言葉をきっかけに、巨大な歯車にかみ合わさるように、大小さまざなサイズの歯車が次々と空中に現れる。


    　そしてそれはゆっくりと回転を始め、複雑に絡み合った歯車はそれぞれの方向へと移動していく。外へ外へと回転する歯車の移動したあとには、薄暗い闇やみが姿を現し始める。


    　その闇からひんやりとした空気が流れ込んできた。


    　やがて歯車たちは、真ん中にぽっかりと口を開いて止まった。口の中には、長く続く病院の廊下が見える。


    「……これが、『時間の外』への、入り口か」


    『時間の外』と日常との、繫ぎ目。明日香が、ゲームを始めた合図。


    「そういうことだわ。いつもだったら私が一人入ってから歩へと電話しているのだけれど。今日はスタート地点から一緒に行くとしましょう」


    　赤糸は腕の筋肉を伸ばしながらそう言った。


    「でもまだ、心の準備が」


    「必要ないわ。私がついているのよ」


    　そう言って赤あか糸しは俺おれの腕を摑つかむと、歯車の中心へとずんずんと向かっていった。
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    　俺と赤糸は、病院の廊下へ降り立った。


    　くぐって来たばかりの『繫つなぎ目』は、再び回転してその口を閉じると、空中に消えていった。


    　前後に伸びる長い廊下と、左右にいくつも並ぶ病室のドア。


    　確かにそこは昼間に竜りん胆どうと共に訪れた『総合医療センター』だった。


    　ただ決定的に違うのは、昼間はあんなにたくさんいた人の姿が、今は一人もいないということだ。──選ばれて呼び出されたクラスメイト以外は。


    「それじゃあ。今日きようで最後にするのよ」


    　赤糸はそう言うと廊下を進み、手前の病室のドアをスライドさせた。


    「ボン、私よ」


    　赤糸は無言でドアを閉め、次のドアへと向かう。


    　俺も突っ立ってるわけにはいかない。俺の相棒を、サイクを見つけなければ。


    『時間の外』へ飛ばされた人には、そのパートナーとなるキグルミが、必ず近くのどこかにいる、という約束事が守られている。


    　裸はだかでフィールドに放り出されても、装備品の入った宝箱はすぐ近くに落ちているという親切設計だ。


    　俺は額ひたいに意識を集中させた。すぐに赤糸がボンを捜す音が消え、視界が真っ暗になった。手足が空中に投げ出されたような感覚になる。やがて廊下に立ったままの俺の目の前に、病室の天井を見上げる視界が飛び込んできた。


    《そこか、サイク》


    《うん。僕はここだよ、歩あゆ》


    　高く透き通った声が呼びかけに応こたえる。


    　サイクの特性はレーダーであり、額の大きな目の視界を広げることによって、その場を動かずに周りの状況を目視することができる。


    　俺はサイクのその特性を、サイクを着ていなくても、『時間の外』でなら少しだけ自分でも使えるようになっていた。神経を集中させてサイクの心と『出会』うことができれば、今のようにお互いが離れていても、視界を交換することも可能だった。


    　俺は手前から三つ目の病室のドアを開けて、サイクと再会した。


    　病室のドアの一番手前のベッドに、サイクは綺き麗れいに折りたたまれていた。


    　全身を細く柔らかな蛍けい光こうの緑色の長毛で覆おおわれ、同じ毛並みで包まれた大きめの丸い頭には耳のようなものが二つてろん、と垂れ下がり、大きな単眼は俺おれのほうに向けられていた。


    「やあ。今日きようは赤あか糸しと一緒なんだね。珍しいけど、歩あゆにしてみればよくやったね、と言ってあげたいな。いつもいつも君と二人きりじゃ不安で仕方ないからさ。とりあえず今回はその不安な時間を過ごすような事態は避けられたみたいで本当に安心するよ。それもこれもみんな、僕が歩に助言をし続けたおかげなんだ、と思うと僕は自分を褒ほめてあげたいね。まったくもって僕は偉いなあ」


    　目の下に広がる大きな切れ込みのような口で、サイクは早口でまくし立てる。


    「さあ、歩は早く僕を着てくれ」


    「わかったよ」


    　俺はサイクの口を広げて自分の体を滑り込ませる。足と腕を通すと、サイクの体の中で伸縮が始まり、俺の体はサイクとぴったりフィットした。


    「ん？　歩、まさかとは思うけど、君、怪け我がをしてるんじゃないだろうね？　わかっていたけど君はどこまでいっても愚おろか者なんだね。愚かチャンピオンなんだね。『時間の外』で怪我をするならともかく、わざわざ怪我をしてから『時間の外』へ来るなんて！」


    「わざわざ怪我してきたわけじゃないよ。させられたんだ」


    「同じことだよ僕にしてみれば。あー、もう駄目だ。今度の今度こそ、本当におしまいだよ。僕は怪我人を守りながら戦わなきゃいけないっていうのかい。なんてハンデだろう！　ああ神様、汚い言葉を使うことをお許しください。くそったれ。神様、汚い言葉終了しました」


    　神なんて信じてないくせに。


    　俺はサイクの中で左手を強く握る。サイクの左手の指から三本の黒く鋭するどい爪つめが勢いよく飛び出す。


    「これがなかったから怪我しちまったんだよ」


    「え？　何の話？　『時間の外』に僕がいなかったせいで怪我をしたって、主張し始めてる？　ひょっとしてだけど歩、僕を責めてる？　いいよ、出るとこ出ようか？」


    「そんなつもりはないよ。大体出るとこって、いったいどこへ出るって言うんだ」


    「選抜とか」


    　何のだよ。


    「夕方、誰かに襲おそわれてこの怪我をさせられたとき、思わずお前を着て戦ってるような錯さつ覚かくに陥おちいって、ミスっただけだ」


    「ふうん。そもそもの話をするけれど、誰かと戦おう、なんて考えることがもう間違ってるよ。襲われたら真っ先にすることは、逃げることさ。もうこれも君に何度も何度も何度も言って、もう口が『何度も』の形になってしまっているんだけれど」


    「何度も、の形になっちゃうのかよ」


    「いちいちうるさいんだよ歩は。とにかく君が怪我してるってことを踏まえて今回の作戦会議だ。赤あか糸しとボンに任せて逃げよう。以上、会議終わり。そうと決まれば早速、赤糸とボンの後ろにコソコソと隠れよう。さ、早く」


    「そんな作戦あるか」


    「これも何度も言うけれど、僕たちは、もう二度とやられるわけにはいかないんだ。それは、おしまいを意味するからね。それはいくら愚おろかチャンピオンの君でも理解できるだろう？」


    　確かに俺おれとサイクは一度死んで、蘇よみがえった。


    　もう、二度目はない。


    「じゃあサイク、作戦会議その２だ。死なずに勝って、ここを出る。以上、会議、終わり」


    「そんな作戦ないよ！」


    　サイクの抗議を無視して俺は病室を出る。


    「作戦会議その３だわ」


    　からん、と乾いた音を一つさせて、廊下の壁に寄りかかり、巨大な髑どく髏ろのキグルミに身を包んだ赤糸が言った。


    「ただちに明あ日す香かの元へ行って、こんな馬ば鹿かなことはやめさせる。以上、会議終わりなのだわ」


    「聞こえてたのか」


    「二人とも、自分たちの声のボリュームを一度認識したほうがいいのだわ。作戦会議っていうのは、外まで筒抜けだと途端に効果をなくすものなのよ」


    　赤糸は壁に預けていた重心を戻しながら注意を促うながす。


    「こんばんは、サイク。私とボンの後ろにコソコソ隠れられても邪魔なだけなのだわ」


    「僕だってそんな作戦は遂すい行こうしたくないよ、赤糸。でも僕の言い分も聞いてほしいな。この愚かチャンピオンはなんとまあ、怪け我がをしやがってるって言うんだ」


    「その愚かチャンピオンの愚かな言い分なら聞いたのだわ。私もほとほと呆あきれ果てたのだけれど、なんとかしてやってくれるととても助かるのよ」


    　せめて名前で会話してほしい。


    「薬を与えて治療をしてくれたんだね、赤糸は。感謝するよ。こんな愚かキングダムのためにわざわざ」


    　とうとう王国になっちゃったよ、俺個人で。


    「どういたしましてなのだわ。怪我を言い訳に、こっちの足を引っ張られてむかつくのは私だもの。さて、愚か者の話をいつまでもしていても、何も生まれはしないわ」


    「賛成だね。愚か者に何をかけたって、愚かにしかならない」


    　最終的に俺という人間はゼロと同じ概念になってしまった。


    「では、作戦３どおり、直接最上階を目指すのか」


    　赤糸の頭上でボンが静かに落ち着いた声を出した。


    「そうね、ボン。早速そうしたいのだけれど、その前に、まず凜りんを捜しましょう。明日香と会う前に、凜りんと話をしておいたほうがいいわ。歩あゆ、凜はまだ『時間の外』には来ていないのよね。だったら、あなたが呼び出してちょうだい」


    「俺おれが？」


    「そう。これは歩の役目だわ。歩が、凜にお願いをするのよ」


    　スマートフォンを取り出し、サイクの口の中で竜りん胆どうの番号を表示させた。


    　俺は竜胆に、夜にかかってくるクラスメイトからの電話には出るな、と言っていた。


    　そして今、俺は自分から竜胆に電話をかけて、『時間の外』へ呼び出そうとしている。矛む盾じゆんしている。一瞬そう思ったが、もはや事情が違うのだ。


    　発信ボタンを押すが、コール音が鳴り続けるだけで、電話の持ち主には繫つながらなかった。俺は電話を切って首を振った。


    「もう既にほかの誰かの電話に出てしまったのかしら」


    　竜胆が仁に科しなからの電話に出るとは思っていなかったが、もし今夜、俺よりも先に電話をかけたのが明あ日す香かだったら──あいつは、その呼びかけに応じてしまったかもしれない。


    「よし、歩、視みてみよう」


    　サイクが高く透き通った声で言った。


    　俺とサイクは全身の意識を廊下の上から徐々に広げ始める。俺の意識とサイクの意識が、寸分違たがわず重なり合っていくのが頭の芯しんで理解できていく。やがてすぐに俺の心とサイクの心が、同じ体の奥底で、同時に扉とびらを開き、『出会』った。


    　次の瞬間、俺の額ひたいにあるサイクの瞳ひとみが捉とらえる視界は、現在いる廊下の壁を突き抜け、左右に並ぶ病室のすべてを通過し、床ゆかと天井すらも同時に越えて、自分たちを中心に巨大な球体のように広がった。上下に４フロアほど広げた巨大なレーダーの中には、誰の姿も見えなかった。


    《サイク、もっと広げよう》


    《オッケー。今日きようは調子がいいね》


    　より深く額の瞳に集中する。視界の球体をさらに２フロア分広げたとき、視界の端に何かが動くのが見えた。


    「──誰かいる」


    　俺は集中を切らさないように注意しながら言った。


    「それは凜なのかしら」


    「わからない。視界を広げすぎると、その分精度が悪くなるんだよ。ピントがぼやける。でもあれは──一人じゃないね」


    　サイクが答える。


    「二人──いや、三人いる。さらに増えた。四、五──人間だけじゃない。キグルミも一緒だ。サイク、六階下のフロアにピントを合わせよう。ほかの範囲の情報を全部遮断すればたぶん可能だ」


    「わかった、歩あゆ。やってみよう──待って」


    　サイクの声に緊張感が伴ともなった。


    「後回しだ。ボン、赤あか糸し、何かが二体、まっすぐにこっちに向かってきている。キグルミを着ている──明確な敵意の色だ」


    「方向は」


    　赤糸が空中に片手を広げて訊きく。


    　同時にボンのマントの中の骨が一斉に動き、赤糸の手の中に一瞬で骨でできた巨大な鎌かまを作り上げる。


    「「真下だ」」


    　俺おれとサイクは同時に答えて、レーダーを遮断する。


    　次の瞬間、床ゆかのリノリウムが大きく盛り上がったかと思うと、二本の巨大な角つのが突き出た。直後に、形状の違う二本の巨大な角がさらに突き出たかと思うと、凄すさまじい轟ごう音おんと共にリノリウムは引き裂かれ、無理やり突き破られた巨大な穴から二つの巨大な塊かたまりが飛び出してきた。


    　俺とサイク、赤糸とボンはそれぞれ、床に開けられた穴を挟んで、廊下の端と端に分かれる形になってしまった。


    「早速作戦１、失敗だよ」


    　サイクが頭上で残念そうな声を出す。


    「じゃあ作戦２、だ。言いようによっちゃこれ、挟み撃ちだぞ」


    「ものは言いようだね」


    　サイクの左腕の中で拳こぶしを握り、三本の黒い爪つめを伸ばす。


    　立ち込める粉ふん塵じんの中から、四つの巨大な瞳ひとみがぐるぐると、こちらと向こう側へ飛ばされる。


    「やろうぜ。やろうぜ。いつまでもやろうぜ、なあ、緑のチビ助。まずはお前からだあ。俺とお前、どちらかの骨が全部砕けて中の人間の頭ず蓋がい骨こつが割れて中身が地面にぶちまけられるまで、力比べだよ、なあ、やろうぜ。うおおおおおお」


    　赤い瞳がこちらを見下ろしながら、野太く下品な濁だみ声ごえで言った。次の瞬間、ブフ───ッという音と共にあたりを覆おおっていた粉塵が撒まき散らされ、視界が晴れる。


    　２メートル以上はある巨体は、丸太のような腕と足を持っていた。


    　岩石のような拳で何度も自分の額ひたいを殴りつけながら、そいつは赤い瞳の上にある二本の角を、ぶるるる、と震わせる。


    　それは、巨大なバッファローのキグルミだった。何度もブフ───ッと鼻息を漏もらしている。


    「こっちには髑どく髏ろがいるぞ。マントも鎌も全部骨でできてやがる。おい、こいつのほうが、そっちのチビより随分強そうだ。こいつはきっと、いくらでも殺してきたに違いないぞ」


    　バッファローの後ろで、黒い毛皮を持つ青い瞳がそう言った。


    「なんだと？　なあ、そいつをよく見せろ。場合によっちゃ、俺がそっちと先にやってやるぜ。頭ず蓋がい骨こつ勝負なら負けねえぜ、なあ」


    　そう言いながらバッファローは背中にいた青い瞳ひとみと場所を入れ替わる。


    「おい、どうだ。やっぱりこいつは弱そうだ。相手にもならないぞ、おい。瞬殺だ」


    　やはり２メートルは優に超す身長のそいつは、頭上の歪いびつに曲がった二本の角つのをゆっくりと回す。一度背中の翼を広げて、残りの粉ふん塵じんを吹き飛ばす。


    　それは、山や羊ぎの頭を持つ悪魔のキグルミだった。体の前で両手の蹄ひづめを何度か打ち鳴らす。


    「おい赤あか糸し、どうやら二人とも、力比べをしたいみたいだぞ、どうする」


    　俺おれは、牛と山羊の頭のキグルミの向こうにいる赤糸に声をかけた。


    「そうね歩あゆ、床ゆかにこんな大きな穴を開けるくらいの二人だものね──時間がないのだわ」


    　巨体の陰から赤糸の声が返ってきた。同感だ。


    「歩？　歩だと？」


    　俺を見下ろす山羊の後ろから、バッファローの中の人物が声を出した。


    「おい、宝ほう土ど、やっぱ代われ。こいつ、大おお垣がい内と、歩なのか」


    　バッファローは山羊と再び場所を入れ替わりながら、キグルミの口を開けた。


    「本当だ。よく見りゃ、大垣内歩じゃねえか。ちょうどいいや、お前、俺とやろうぜ」


    　その口の中には、クラスメイトのにきび面づらがあった。


    「えーと、どちらさん？」


    　バッファローの口の中でそいつは口を歪ゆがませると、


    「田た岡おかだよ。田岡国くに栄えいだ」


    　と言った。


    　ああ、確かに、そんな名前だった。


    「よろしくな。そんで、さよならだ」


    「個人的にはもうちょっと、せっかくのこの出会いを愉たのしんでもいいと思うんだけどな」


    「そうもいかねえよ。俺は、お前が嫌いだからな」


    「いいぞ田岡、やっちゃえやっちゃえ」


    　宝土、と呼ばれた山羊の頭のキグルミの中の女子が楽しそうに[image: ]あおった。


    　えーと確か、宝土ってことは、宝土海かいか。確かそんな名前の──背の高い女子柔道部員がいたな。なるほど。てことはこいつら、運動部系の肉体派コンビというわけだ。


    「俺、田岡くんと話したことあったっけ？　嫌われる理由が見つかんないんだけど」


    「そりゃお前にはないかもしれんな。俺が一方的にお前のことを嫌ってるだけだから」


    　田岡はにきび面をにやにやと歪ませる。


    「あ、そう。でも何したか知らないんだけどそういうことがあったんなら、昼間の学校で言ってくれると助かるな。今それを言われても、話し合いで解決させる自信がないんだけど」


    「心配しなくても話し合いなんかするつもりは、はなからねーよ。俺、お前を殺してやるんだからな」


    　あー、そういうこと言っちゃうんだ。ここで、キグルミを着てそういうこと言うってことは、それは冗談じゃないってことだよな。


    「サイク、どうする。殺されるんだってさ」


    「勘弁してよ。歩あゆたちの世界でのいざこざをこっちに持ち込まれても困るんだけど。完全にとばっちりじゃないか」


    「とばっちりじゃねえよ、なあ、緑のチビ助」


    　バッファローのキグルミが野太い濁だみ声ごえで言った。


    「キグルミ同士が出会うってことは、殺しあうってことなんだぜ？　中の人間の事情なんて知ったこっちゃねえよ。なあ、これは俺おれとお前との話でもあるんだぜ。なあ、やろうぜ。どちらかが死ぬまで頭ず突つき合戦。うおおおおお。力比べだあ」


    「ミノーの言うとおり。ここじゃ、普段言えないこと言ったって殺しあったって許されるんだ。だから、大おお垣がい内と。お前も気兼ねなく──来いよ」


    「ミノーだって。変な名前」


    　サイクが笑いを堪こらえながら言った。


    「きっと焼き肉の部位からきてるんじゃないか。あいつを焼いても不ま味ずそうだけど」


    「ミノタウロスからきてるに決まってんだろ！」


    　田た岡おかはにきび面づらを真っ赤かにしながら怒鳴った。


    「まあ、名前なんてどうだっていいんだけどさ」


    　サイクはミノーに言う。


    「これから僕と歩に倒される奴やつの名前ってのを知っておくのも、悪くないと思ってさ」


    　その一言が決め手だった。


    　ミノーは口を閉じて田岡の顔を隠すと、頭を低くして一直線にこちらへ突っ込んできた。


    　俺もサイクの口を閉じて自分の顔を隠し、左手の爪つめをさらに伸ばすと病室のドアに突き刺す。


    　瞬時に爪を、ドアに引っかけたまま引っ込めてこちらへ寄せると、ミノーの目の前に翳かざし、そのまま横に避けて壁に身を寄せ、タイミングを計って壁を思い切り蹴ける。


    　その反動を利用して、病室のドアに二本の角つのを突き立てたまま、なおも直進を続けるミノーの横よこ面つらを、思い切り蹴り飛ばした。


    　横からの衝撃でコースをずらされたミノーは、そのまま病室のドアが並ぶ壁に激突し、壁を次々と抉えぐりながらしばらく進んでやがて停止した。


    「……死んだかな？」


    「あれくらいで死ぬようなら、頭突き勝負だなんて挑いどんでこないだろ。ねえ田岡くん。時間がないんだ。とっとと起き上がろうぜ」


    　俺は、紙みたいにクシャクシャに折り重ねられてしまった廊下の壁の手前で、倒れたままのキグルミに声をかけた。


    「うおおおおお……力比べだって言っただろ、なあ」


    　野太い濁だみ声ごえがして、ミノーは立ち上がった。


    「マタドールだよ。知らないの？」


    　サイクが高く透き通った声で答える。


    「つまりは、怒らせたもん勝ちってわけさ」


    「うおおおおおおお。卑ひ怯きようだぞてめぇ、頭ず突つき合戦しようぜ。力比べだぜ、なあ！」


    「卑怯もお経もあるもんか」


    　また古い言い回しを知ってるなこいつは。


    　俺おれはサイクの口を開けて顔を出す。


    「なあ田た岡おかくん。ミノーの言うとおり、頭突き勝負してやってもいいけど、代わりになんでそんな俺のことが嫌いなのか教えてくれよ。今後の参考にするからさ」


    　ミノーの口が、がぱっと開き、田岡のにきび面づらが再び顔を出して唾つばを吐いた。


    「じゃあ、教えてやるよ。どうしてお前みたいな、根暗で目つきの悪いボッチ野や郎ろうがモテるんだよおおお！」


    「……は？」


    　いや、本気で意味がわからない。こいつは何を言ってるんだろう。


    「逆さか木き原ばらも三み月けも竜りん胆どうも柄え州すも、クラスの可愛い子はどうしてお前ばかり相手にするんだ！　俺なんてずーっと部活も頑張ってるのに、それなのに、生まれてこのかた、手紙の一枚ももらったことがねえんだ！」


    「そ、そうですか」


    　いや、こいつは誤解をしている。確かに今名前のあがった女子は俺に話しかけてくれるが、別にそれがモテてるというわけではない。それを伝えたところで無駄だとは思うが。


    「俺は、竜胆のことが好きなんだ！」


    　いや、知らんがな。


    　田岡はそう叫ぶとミノーの口を閉じ、再びこっちへ全速力で走ってくる。


    　俺はサイクの口を閉じて自分の顔を隠すと、正面を見み据すえたままで、サイクの瞳ひとみを使い、真後ろの赤あか糸しと宝ほう土どの様子を視みる。


    　ボンは、何百本もの骨の楔くさびをマントから放射状に伸ばし、壁や天井や床ゆかに打ちつけていた。赤糸の手に握られた巨大な鎌かまが宝土のキグルミを攻撃しようとして、空ぶりをした。


    　次の瞬間、山や羊ぎの蹄ひづめによる強力な蹴けりが、ボンの体にヒットする。その勢いで赤糸は後ろへ吹っ飛ばされていく。山羊の頭のキグルミを両手で摑つかんだまま、打ちつけられた楔を伸ばしながら。


    　サイクの目の前には、ミノーの巨大な二本の角つのが迫っていた。


    　次の瞬間、俺おれはサイクの口を開き、ミノーの角つのをくわえると、同時にジャンプをして体を空中で反転させ、ミノーの首の後ろへ跨またがった。


    「どこ行きやがった！」


    　ミノーの野太い濁だみ声ごえが叫ぶ。


    「ロデオの術だ！」


    　サイクがミノーの角をくわえたまま、快かい哉さいを叫んだ。


    「降りろこの野や郎ろう！」


    　田た岡おかがミノーの口を開けて怒鳴る。


    「前を見たほうがいいぞ田岡くん」


    「え？」


    　急停止できずにいる田岡とミノーの目の前に、ボンに足を摑つかまれたまま、伸びきった骨の楔くさびの反動を利用して、こちら側へまっすぐに勢いよく飛んできている、山や羊ぎの頭があった。


    「止まれミノー！　馬ば鹿か！」


    「ヒンザー！　馬鹿そっちこそ止まれ！」


    「このあたりかな」


    　俺はそう言いながらミノーの角を握って、少し下へ傾けた。
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    「舌を嚙かまないように」


    　ボンの落ち着いた声がした。


    　ごしゃっ。


    　やがて鈍にぶい音がして、二体の獣けもののキグルミは、お互いの頭をノーブレーキでぶつけ合った。


    「っうおおお……」


    「……がっ」


    　バッファローのミノーと、山や羊ぎの頭のヒンザーは、そう短く言って、その場に崩れ落ちた。


    「今度こそ死んだかな」


    「いや、まだだ。自信があるだけあってよほど頑丈なのだな」


    　サイクとボンが言った。


    「歩あゆ。きっと、そろそろだわ」


    「そうだな」


    　俺おれは赤あか糸しの言葉に返事をしてミノーの背中から降り、複雑に絡まりあった四本の角つの目がけてサイクの左手の爪つめを伸ばす。三本の爪で角を引っかけると、気絶した二体のキグルミを持ち上げようとする。


    「手伝おう」


    　ボンはそう言って巨大な骨の鎌かまで、持ち上げるのを手伝ってくれた。俺と赤糸はそうして、ミノーとヒンザーの体を、そいつらの開けた巨大な床ゆかの穴の上に翳かざす。


    「もう少し下なのだわ」


    　赤糸の言うとおりにミノーとヒンザーの体を穴の中へと入れていく。ちょうど下半身が穴の中を通過したあたりで、降下を止めた。


    「……汚えぞ。頭ず突つき勝負しろ、なあ……」


    「勝負できただろ、ちゃんと。お仲間とさ」


    　途切れ途切れに抗議をするミノーに、サイクは涼しい声で答えた。


    「……何を、するつもりなんだ……」


    「じきにわかるのだわ」


    　ヒンザーに赤糸が答えたのと、同時だった。


    　廊下に撒まき散らされたコンクリートの破片の数々が、ひとりでに、カチャカチャと穴の中へ戻り始める。


    　下の階に落下した破片や曲げられた鉄筋や破られたリノリウムも、宙に浮かび上がって、元あった床の姿へと、自動修復を始めた。


    「……な、なんだこれは……」


    　宙ちゆう吊づりにされたヒンザーが驚いた声を出す。


    「こっちのほうが少し『時間の外』には前からいるもんでな。お前らみたいな頑丈にできた奴やつを二体同時に、相手するのなんて疲れる」


    　俺おれは、みるみるうちに体の周りの穴を埋められていく二人を見ながら言った。


    　程なくして、ミノーとヒンザーの体は、完全に床ゆかから生えているような形になった。俺は二体の角つのからサイクの爪つめを引っ込め、赤糸もボンの鎌かまを外した。


    　床に埋め込まれた二体の体積と同じ分量の、床に収まりきらなかった瓦が礫れきが積まれた。


    　俺はミノーの口を覗のぞき込み、田た岡おかの顔を見る。


    「なあ田岡くん、聞こえるか？　おーい」


    　田岡はミノーの口の中で、うーん、と唸うなった。


    「キグルミが頑丈だと中の人も頑丈なのね。呆あきれるのだわ」


    「この場合、キグルミが頑丈だったおかげで、中の人間も無事だったのだろう」


    　ボンが赤あか糸しに冷静な指摘をした。


    「なあ田岡くん。聞こえるかな？　君らさ、ここに来る前、仁に科しなに会った？」


    「に……しな？」


    「仁科永えい樹き。クラスメイトの。もしくは、ピエロのキグルミでもいいけど」


    「……知らねえよ、あんな根暗デブ……」


    「じゃあ別に、仁科やピエロに何かされて俺たちを襲おそったってわけじゃないんだな？」


    「……思い切り、暴力を振るってみたかっただけ、よ……」


    　宝ほう土どが弱々しい声で言った。


    「……キグルミが、ここでなら、好きなだけ、思い切り暴力が振るえるって言うから……ね」


    「じゃあ……二人とも、普段できないことがしたかっただけ、ってわけだ」


    「……そうよ、悪い？」


    　そう言ってこちらを睨にらみつける宝土の顔を、赤糸がヒンザーの頭を脱がせて剝むき出しにした。


    「思い切り暴力が振るいたいのなら、宝土さん。今度ウチに来るといいのだわ。私の家にはそういうのが得意な家人が何人もいるのよ」


    「……やだよ、バーカ。ここじゃなきゃ、殺せないだろ」


    　宝土はそう言って赤糸の顔に唾つばを吐きかけた。


    「む──────ん」


    　赤糸はそう不気味に唸って立ち上がると、ヒンザーの頭を再び宝土の頭に被かぶせ、ヒンザーの巨大な顔を何度も思い切り踏んづけはじめた。


    「何よ！　人が親切に言ってあげてるのに！　その態度はなんなのだわ！」


    　埋められて無抵抗になった奴やつの頭を踏みつける前に、キグルミの頭を被せてやるのは優しい──が、ちょっと踏みすぎだ。


    「もういい赤糸！　ストップストップ！　宝土、もう気絶してる！」


    「この人にとって武道は、何の精神鍛たん錬れんにもなってないのだわ！」


    　田岡にとっても同じだった。こいつにとってもラグビーが何の成長にもなっていない。


    「行こう、赤あか糸し。とりあえず下だ。何人か、まだ固まっているみたいだ」


    「それは、敵ではないのか」


    　ボンがもっともな疑問を呈ていする。


    「んー。とりあえずは大丈夫っぽい。さっきもう一度、今度はピントを合わせながら視みてみたけれど、どうやら何人かいるうちの一人は、三み月け音ね子こと、ラビイだよ」


    　サイクが答えた。


    「すぐに向かおう。合流したほうがいい」


    「……本当はいたずらに人数が増えるのって滅茶苦茶嫌いなのよ」


    「この場合仕方ないだろ。それに、音子と一緒に竜りん胆どうもいるかもしれない」


    「サイクは、凜りんがいるかどうかまではわからないのかしら？」


    「その、凜って人を見たことがないからね。僕が情報のピントを合わせられるのは、一度出会った人に限るよ。それ以外は、ぼんやりとしたシルエットだ」


    「むーん」


    　赤糸は両方の掌てのひらを頰ほおに当てて俯うつむく。


    「でもサイクは四、五人と言ったわ。たとえ凜がいたとしても人数が多すぎる」


    「たぶん、そのうちの二人は、東ひがし村むらと中なか岡おかじゃないかな」


    「知っているの」


    「最近その二人は音子と仲がいいだろ。結束している可能性は高い。それに、またこういうことがあった場合、人数は多いほうがいい」


    　俺おれは床ゆかに肩から下を埋め込まれ、気絶している田た岡おかと宝ほう土どを指さした。


    「……歩あゆ。この際だからはっきりと言っておくけれど、私は一度だって、三月音子さんをチームの仲間だと思ったことは、ないのだわ」


    「え」


    「前も言ったことだけれど、歩。チームの人数は少なければ少ないほど、結束も伝達も確実なものになるのよ。そして、今の、私とボン、歩とサイク、というこのチームはとてもシンプルでいいチームだと考えているの。現在のところ、この人数が増えることを私が許可した覚えは、ないのよ」


    「でもお昼ご飯とか一緒に食べてたし」


    「あれは、あくまでも、歩と三月音子さんのチーム、と私が捉とらえているだけだわ。私と歩は共同経営者だけど、私にとって三月音子さんは、歩と提携を結んでいる関連企業みたいな認識なのだわ。だから、歩が責任をもって三月音子さんの面倒を見ようとするのは勝手だけれど、こちらとの業務に支障が出ないようにしてほしいのだわ」


    　そうだったのか。


    　赤糸にとって音子がそんな認識だったとは知らなかった。俺たちはもうすっかり、同じチームだ、と思い込んでいた。もちろん、それを直接赤あか糸しに確認しなかった俺おれも悪いんだけれど。


    「……で、どうなのかしら。約束できるの？」


    「わ、わかった。約束する。音ね子こは俺が責任もって面倒を見る。何かあったら、俺が責任を取る」


    「できるのよね？　もし、三み月け音子さんの周りにいる人が全員、私たちに[image: ]きばを剝むいてきたらどうするの？」


    「そ、そのときは、責任もって俺が、全員の相手をします」


    「馬ば鹿か歩あゆ！　できもしないこと言うな！」


    「サイクもそう言ってるわ。一人で相手なんかできるのかしら？」


    「……できないかと思えます」


    「そう。で？　だったらどうするの？」


    「はい。そのときは、赤糸さんと、ボンさんにも、お手伝い願えたら、嬉うれしく思います……」


    「ですって、どう思う、ボン？」


    「い、いや、私は、頼まれなくともできる限りの協力はするつもりでいたが……」


    　ボンが戸惑った声を出す。


    「ありがたき幸せに存じます。勿もつ体たいなきお言葉でございます」


    「人にお願いをするときはどうするのだったかしら？」


    「はい。土下座させていただきます」


    「よせ、歩！　そこまですることはない！」


    　ボンが慌あわてて、既に片かた膝ひざを廊下についていた俺を止めてくれる。


    「そこまでしろっていうのはさすがに冗談だわ。でも、優先順位をはっきりさせておきたかったのよ。歩、聞いて。この先、こういうことがきっとまた何度も起こるわ。一瞬の迷いが命を落とすことになるかもしれない。その瞬間に迷わずに行動できるかどうかは、心で決めた優先順位を決してブレさせないこと、だわ」


    　赤糸は、サイクの膝についた埃ほこりを払いながらそう言った。


    「わかった。優先順位は、まず、俺とお前だ」


    「次に凜りん。そして明あ日す香か、よ。それだけ考えておけば大丈夫だわ」


    　そして赤糸は、ごめんなさい、と言った。


    「……少しだけ意地悪をしたくなったのよ。何も本気で私だって三月音子さんが簡単に敵になるとは思っていないわ」


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    



    「じゃじゃーん！　何を隠そう、この二人こそが、私の信頼のおける仲間であるところの、大おお垣がい内と歩あゆくんと逆さか木き原ばら赤あか糸しさんっす！」


    　俺おれと赤糸は、ロビーに並ばされ、横に立つ三み月け音ね子こに、紹介をされていた。


    「……はあ」


    「へーほんとに着てるんだぁ」


    「待って。あたし逆木原のこと誤解してたかもしんないわ」


    「つーか、ノリノリじゃねーか？」


    「かっこいいなあ、あれ」


    　俺と赤糸の前では、五人のクラスメイトが思い思いの眼まな差ざしでこちらを見ながら好き勝手な感想を言い合っていた。


    　そこには、やはり音子のほかに東ひがし村むらと中なか岡おかの姿もあった。


    　そしてさらに三人。


    　音子の友人で水泳部の中岡里り英え、ギャルの大おお野の香か苗なえ、同じくギャルの千ち木ぎ良ら汀てい子こ、ヤンキーの浜はま島じま蓮れん斗と、やはり音子の友人で空手部の東村美み鈴れい、の五人だった。


    「ほらほら！　みんなぼさーっとしてないで拍手！　拍手するっすよ！　わー、ぱちぱちぱちぱち」


    　音子は左右に移動しながらクラスメイトたちの拍手を[image: ]あおった。


    　それにつられて一人二人と拍手の数は増えていき、最終的には音子を含んだ六人全員の大だい喝かつ采さいとなる。


    「というか、クラスメイトだから全員知っているわ」


    　赤糸がそう言うと、全員が口々に「確かに」「今さらねえ」「よく知る仲だもんなあ」と納得した。


    「と、まあともかく！　私のラビイが言ったとおり、こうやって二人は私たちの元に来てくれたっす！　これでもう、うー、怖いもんなしっすよ！」


    　音子が再びノリノリで[image: ]り、それに乗っかる人々。いや、だから。いったいなんなんだこの祝祭空間は。


    「なあおい音子。怖いもんなしはいいとして、これはいったい、どういった理由の集まりなんだ？」


    「そもそもは、『時間の外』に呼び出されたあと、私がひがしーとりっちゃんに電話をかけて、来てもらったんす。そしたら、途中で千木良さんと大野さんと浜島くんと合流したらしくって」


    　ひがしーとりっちゃんってのは、東村と中岡のことか。


    「電話で呼び出したって、お前それ、すぐに二人とも信じてくれたのか」


    「信じてくれたっすよ？　そもそも、前に『時間の外』の話は二人に話してたし」


    「……お前のその吹っ切れたあとの屈くつ託たくのなさにまだついていけないぞ、俺は」


    　結局やはりこいつも、あの十と四よさんの妹なのだ、とようやく実感できた。


    　それにしたって、つい先日まで「こんな世界壊れちまえ」と言っていたときとは差がありすぎるが。


    「みんなそれぞれ自分のキグルミには出会えてたっすが、その後どうしていいかわからなかったので、私がいろいろと説明してたっす。あ、もちろん、私にはよくまだわかってないこととかは、ラビイが説明してくれたっす」


    　音ね子この頭上で、機械でできたキグルミのラビイが、蒸じよう気きを吐き出した。


    「こんばんは、歩あゆ。サイク」


    「はいこんばんはー」


    　ラビイの説明によると、合流した六人はとりあえず、固まって動かないでいるほうが安全である、とラビイに諭さとされた。『時間の外』の初心者が好き勝手に行動するよりも、経験値の高い赤あか糸しとボン、レーダーの特性を持つ俺おれとサイクが自分たちを見つけてくれるのを待つほうが、生存の確率は高い、と。


    「ワタシと音子の二人だけならば、そんなことはしなかったのですが」


    　そうラビイは小さく付け足した。


    　とにかく、そのラビイの判断により、六人は二階のロビー付近に身を寄せ、いろいろとこの空間について話し合いを広げているうちに、すっかりと意気投合した、ということがわかった。


    「おおよその状況は理解できたのだわ」


    　赤糸は骨でできたボンのマントから、からん、と乾いた音を一つさせた。


    「それで、どうして三み月け音子さん以外は、まだキグルミを着ていないのかしら？」


    「ワタシは着るべきだ、と言ったのですが──」


    「あ、あははは。いやー……」


    　ラビイと音子は言葉を濁にごす。


    「何？」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せる。


    「どんな理由であれ、ここではキグルミと出会えたのなら、即座に着るべきだわ。それだけで、とりあえず敵に対抗はできるし、最悪一度だけなら死んでも大丈夫だもの」


    「もちろんそのことは説明したのですが」


    「えーと、なんつーか、皆、着るのが、恥ずかしいって言うんす」


    「「はあ？」」


    　俺と赤糸は声をそろえて、即座に五人のクラスメイトを見る。


    「……着てる」


    「マジで着るのかぁ」


    「逆さか木き原ばらでもああいうの、着るんだな」


    「つーか、どうしても着なきゃ駄目か？」


    「わー、かっこいいなあ、あれ」


    　彼らはどこか照れくさそうに、自分たちの腕の中のキグルミと、俺おれと赤あか糸しと音ね子この姿を見比べながら話をしていた。


    「恥ずかしがってる場合ではないわ。ラビイが説明してくれたと思うけれど、キグルミというのは武器であり防具であるのよ。生きてここを出たいのであれば、着ない、と言う選択肢は取るべきではないのだわ」


    　赤糸は腕組みをして毅き然ぜんとした声を出す。


    「……そう言われても、ねえ」


    「これ着るのかぁ」


    「あたしは着てもいいって言ってるよ？」


    「つーか、どうやって着るんだこれ」


    「ねえねえ、赤糸さん。私のと、交換しない？」


    　再びざわつくクラスメイトたち。


    「もういいのだわ」


    　赤糸はそう言うと空中に掌てのひらを広げ、ボンのマントから巨大な鎌かまを作りだして握った。


    「そこに並びなさい。全員まとめて骨にしてやるのだわ！」


    「待て！　落ち着け赤糸！　いいから皆、着よう？　ここは一つ、経験者の意見を尊重しないか？」


    　俺は赤糸を後ろへ下がらせながら言った。


    「これだから人数が増えるのは嫌なのだわ……」


    



    　中なか岡おか里り英えは、蛾がのキグルミだった。灰色の体に模様のついた黄色の羽を持つ。モス、と名づけられた。


    　大おお野の香か苗なえは、中世の拷ごう問もん器具のようなキグルミだった。鉄てつ格ごう子しの頭には[image: ]きばの並ぶ口と、黒く長いマントの中には何本もの鎖くさりを持つ。ミザリーと名づけられた。


    　千ち木ぎ良ら汀てい子こは、蟷かま螂きりのキグルミだった。硬質な緑色の体と巨大な二本の鎌の腕を持つ。マンディンゴと名づけられた。


    　浜はま島じま蓮れん斗とは、カブトムシのキグルミだった。焦げ茶色の頑丈そうな体と、巨大な一本の角つのを持つ。キングダムと名づけられた。


    　東ひがし村むら美み鈴れいは、スフィンクスのキグルミだった。包帯に覆おおわれた獣けものの体と、金色の頭部を持つ。ツタンと名づけられた。


    



    　初めは照れていたが、実際にキグルミを着てそれぞれ名前をつけてみると、皆ノリノリだった。お互いの姿を見ながらキャッキャと騒いでいる。


    「ええと、ラビイからも説明があったと思うけれど、キグルミにはそれぞれ特性がある。それがどういうものなのかを知っておくことはこの先の明暗を分ける重要な要素だから、各自、自分のキグルミと会話して把握しといてくれ」


    　みんなは、「はーい」と返事をする。俺おれは引率の先生か。


    「もう一度確認をしておくわ。この先私たちは、固まって進むのだわ。目標は、最上階。私たちの敵の『翼』は、そこにいるはずだわ。全員でそこにたどり着いて、一気に叩たたく。それが最優先事項で、そのこと以外は考えなくてもいいわ」


    「でもよー、ほかにも敵がいるんだろ？　そいつらが襲おそってきたらどうすりゃいいんだ？」


    　浜はま島じまがキングダムの手を挙げて質問する。


    「誰が来ても、目標は変わらないわ。最上階にたどり着くまでの障害は、それが何であれ、全員で駆く逐ちくしていくだけよ」


    「問答無用でぶっ叩くってわけだな。シンプルでいいじゃん。好きだよ、そういうわかりやしーの」


    　千ち木ぎ良らがマンディンゴの鎌かまを振りまわす。


    「私たちは全員で一個の生き物、と認識してくれたほうがいいわ。それでも、小さなチームは組んでおくべきね。細かな連携はその中で取ってくれたらいいのだわ」


    　赤あか糸しはそう言ったが、既に浜島、千木良、大おお野ののヤンキー＆ギャル組と、東ひがし村むら、中なか岡おか、三み月けの地味系女子組、そして俺と赤糸と、自然と分かれている。


    「今のところ俺たちが把握してるほかのキグルミは、『翼』以外に仁に科しな永えい樹きのピエロ、郷ごう田だ勇ゆう気きの狼おおかみ、柄え州す巴ともえの人形だ。ほかに田た岡おか国くに栄えいの牛と、宝ほう土ど海かいの山や羊ぎがいたけど、俺と赤糸で倒した」


    「すごーい。倒しちゃったんですか」


    　東村が感心したような声で言った。


    「田岡ってラグビー部のか？　あいつ、敵だったのか」


    　浜島が意外そうな声を出す。


    「あいつ、別にいい奴やつだったけどな」


    「そんなこと言ったら宝土だってそうだよ。真ま面じ目めちゃんだったぜ、あの子も」


    　大野が同調した。


    「いくらいい奴でも、襲ってくる以上は、敵なのだわ。どっかの誰かさんみたいに、いちいち説得してお話し合いで解決していこうなんて考えないことよ」


    　赤糸は俺の肩に手を置いて言った。


    「私たちの目的は敵を減らすことじゃなく、最上階を目指すこと。それは揺るがせないのだわ」


    「でもなー、田岡が。えー、俺あいつに金貸してもらったことあるんだけどなー」


    　浜島よ、それは本当に借りたんだろうね。そして、きちんと返したんだろうね。


    「まーまー浜島。要するに、いい奴に見えてたってだけで、本当のところはそうじゃなかった、ってだけだよ。つまりは、ここじゃ、そういう表の顔と裏の顔が、引っくり返っちゃうような、そういう場所だってことだ。そうだよね大おお垣がい内と？」


    　千ち木ぎ良らは、あっけらかんとした口く調ちようで本質をついた。


    「まあ、うん。そういうこと」


    「そっか。まあいいや。とにかく、襲おそってきたらぶっ飛ばせばいいってだけだもんな？」


    「あんた襲ってこなくてもぶっ飛ばしそうだけどね」


    　そんなことを言ってヤンキー＆ギャル組は、あっはっは、と笑いあう。


    　こういう状況だと、彼らみたいな、普段から表の顔も裏の顔もない人種が頼もしく見える。


    「郷ごう田だの狼おおかみと、巴ともえの人形が来ても、とりあえず手を出さないでくれ。恐らくだけど、向こうから攻撃してくることはない」


    　俺おれは赤あか糸しの顔を見る。その表情は何も語らなかった。


    「それより厄やつ介かいなのは仁に科しなのピエロだ。何というかこいつは、怪しげな幻げん術じゆつを使う」


    「ゲンジュツってなに」


    「魔法みたいなものだよ、大おお野のさん」


    　東ひがし村むらが説明した。


    「えー？　魔法使いがいるのかよ。ずるくね」


    「魔法といっても、それ自体に攻撃力はない」


    　赤糸の頭上でボンが落ち着いた声を出す。


    「奴やつの特性は、あくまでも、人格を操あやつる卵だ。恐らく、その魔法は、相手に卵を埋め込むための手段にすぎない」


    「でも、このあいだあいつ、自分の体を爆発させたぞ。あれは攻撃じゃないのか」


    　俺はボンに言った。


    「特性の組み合わせにすぎません」


    　ラビイがボンの言葉を繫つなぐ。


    「ほかのキグルミの攻撃を自分の幻術に組み合わせることによって、まるで自分が不思議な技を使って攻撃をしたように見せているだけでしょう」


    「つまりは、はったりってわけだ」


    　サイクが結論づけた。


    「そういうことよ。仁科とゼムは、一人では何もできないから、卵で操った兵隊を使って自分を大きく見せているだけにすぎないのだわ。それさえ頭に入れておけば、恐れることはない」


    「つまり、仁科が来たら、近くに仲間もいるってわけだ。そっちを先に叩たたいちまえばいいんだよ」


    　千木良が仁科対策をまとめた。


    　普段の学校生活ではわからなかったが、こいつは頭がいい。


    　成績がどうかは知らないが、理解が早く、的確な言葉でそれを他人に伝えることができる。浜はま島じまや大おお野のたちと教室の後ろのほうでいつもゲラゲラと楽しそうにしていたが、彼らなりの秩序を保っていたのは千ち木ぎ良らなんだろう。


    　いつのまにか俺おれよりもサブリーダーらしくこの場を纏まとめている。いや、別に俺はサブリーダーに就いたつもりもなかったけれど。


    「もし、万が一、離れ離れになってしまった場合、とりあえず第一の目的地として九階のナースステーションをそれぞれ目指しましょう。そこで全員が落ち合うまでは待機」


    「どうして九階なの？　そこって、安全なの？」


    　東ひがし村むらが不安そうに赤あか糸しに訊きいた。


    「安全な場所なんてどこにもないのだわ。九階である根こん拠きよは、なんとなく、よ」


    「……なんとなくって」


    　中なか岡おかが呟つぶやく。


    「ええと、つまりは、九階くらいがとりあえずの目的地としては妥だ当とうだと思うんだけど。どうかな？」


    　俺はあたりを見回すが、誰も答えなかった。


    「なあサイク？　お前もそう思うよな」


    　頭上の声は何も応こたえない。おい。なんか言え。


    「……まーまー。あたしたち初心者にとっちゃ何階でも一緒じゃね？　逆さか木き原ばらが九階って決めたんなら、九階だ。それでいいじゃん」


    　千木良が軽い声で中岡のほうをバンバンと叩く。中岡も「そうね」と同意した。


    　やっぱりこいつのほうが場を仕切るのに向いている。


    　いいんだいいんだ、別に。俺は自分がそういうタイプじゃないってわかってるし。ふん。


    「それじゃあ出撃よ。私たちは、勝ってここを出るために、行くのだわ」


    　赤糸のその声で、俺たちはいよいよ進み始める。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    



    　エレベーターは使わずに階段を上っていく。


    　先頭は赤糸とボンで、最後尾は音ね子ことラビイが請け負った。俺とサイクは、赤糸の後ろで、額ひたいの目を使いながら進む。


    　浜島は天井をぶち破りながら一気に進もうぜ、と提案したが、余計な音は出したくないと言うことで却きやつ下かされた。


    　とりあえず九階にたどり着くまでに余計な戦闘は避けたい。


    　ほかのメンバーはぼそぼそと、自分たちのキグルミと会話していた。その声以外は何も聞こえない。サイクも集中しているため珍しく静かだ。こいつみたいなお喋しやべりなキグルミがいなくて助かった。


    　それよりも赤あか糸しは、なんとなく九階のナースステーションだ、と言ったが気づいているだろうか。そこは以前、俺おれがあいつの破れてしまったタンクトップ姿を見た場所だ、ということに。まあ、もちろんわざわざそんなことは言わないんだけれど。


    《歩あゆ、集中してくれよ》


    《すまん》


    　サイクに注意されてしまった。


    　そのとき、地鳴りのような音が頭上で鳴り響き、階段が少し揺れた。


    「敵か？」


    　浜はま島じまが緊張した声で言った。


    「動かないで。──もう収まったわ」


    　赤糸の言うとおり、音と振動はすぐにやんだ。


    「歩、サイク」


    「視界には、誰も入ってこなかったよ。少なくとも、近くに僕たち以外の姿は見えない」


    「どこかで、誰かが戦闘してるのかもしれません。どうします？」


    　最後尾でラビイが言った。


    　地鳴りのような音は、頭上から聞こえた。


    　この先に、何かが待ってることは違いないが──。


    「少なくとも、俺とサイクの視界には、何者の姿も見えていない」


    「それなら──進みましょう」


    　赤糸は、そう判断をした。


    



    　踊り場の壁に６と７の、二つの数字が示されていた。


    　そこまで階段を上って、赤糸が立ち止まる。


    「──これ以上は、進めないのだわ」


    「どういうことだ」


    　赤糸は道を譲ゆずり、その先の光景を後続の俺たちに示した。


    　七階から先へと上がる階段は、何本もの太い柱によって、封ふう鎖さされていた。


    「何、これ」


    　大おお野のが後ろから言った。


    「柱──だね。神殿の遺跡ってやつで見たことある」


    　千ち木ぎ良らが言うとおり、それはギリシアなどの古代の建築に用いられたような巨大な石の柱だった。


    「構わねーよ。壊して進んじゃおうぜ」


    「賛成しないな。これは明らかに何者かの特性だ」


    　浜はま島じまとキングダムが会話をする。


    「さっきの地鳴りの正体は、これか」


    　俺おれは誰もが気づいていることを口にした。


    「だね。誰かが、これ以上進めないように、これをおっ建てたんだ」


    　サイクも補足してくれる。


    「……じゃあどうするの？　戻る？」


    　中なか岡おかが言ったそのときだった。


    　再び地鳴りがして、階段が細かく揺れた。それはすぐにやんだが、


    「やられました」


    　最後尾でラビイが落ち着いた声で言った。


    「退路を断たれてしまいました」


    　さっきまで登って来た下へと続く階段も、既に柱で塞ふさがれてしまっていた。


    「鬼さんこちらってやつだ」


    　千ち木ぎ良らが口笛を吹いた。


    「……これは明らかな罠わな」


    　東ひがし村むらが重苦しい声で言った。


    「かんけーねーよ。やっちまおうぜ」


    　浜島が威勢よく言う。


    「でもサイクのレーダーに敵の影は映ってないんでしょ？　その性能を信じるのであれば、これは罠なんかじゃなくて、ただ手当たり次第にバリケードを築いてるだけかもしれないよ」


    　大おお野のの頭上でミザリーが言った。


    「その可能性もあるな。で、どうするリーダー？」


    　千木良の頭上でマンディンゴが赤あか糸しに訊きいた。


    「そーそー。こいつの言うとおり。あたしらは逆さか木き原ばらに従うだけだよ」


    「私たちは最上階を目指す。行ゆく手が塞ふさがれたのなら、[image: ]う回かいするだけよ」


    「じゃあエレベーター使うっすか」


    「何もこれ以上狭いところに閉じ込められに行くことはないのだわ。歩あゆ」


    「ああ、ほかにも階段はある。そこを目指そう」


    　俺とサイクのレーダーにはまだ何の姿も入り込んではいない。それは確実だ。


    「それじゃあ、行きましょう」


    「決まったな」


    　千木良はマンディンゴの鎌かまを磨といだ。


    「初めての戦闘になるかもしれないけれど──」


    　赤あか糸しの言葉に、中なか岡おかが身を震わせた。


    「──それでも、やることは変わらないのだわ。倒して、上へ進む。以上よ」


    「わかりやしーな」


    「では、開始しよう」


    　ボンが落ち着いた声で言って、俺おれたちは七階のフロアへ足を踏み入れた。
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    　薄暗い廊下は、静かだった。


    　蛍けい光こう灯とうと非常灯の明かりだけが、中央に開かれたロビーとそばのナースステーションを照らしていた。


    　俺とサイクの視界にも、誰の姿も見えない。


    「もうひとつの階段は、この先だ」


    　俺は左右に長く伸びる暗い廊下の、右奥を示す。


    「ここで一度だけ、サイクのレーダーを広げてほしいのだわ」


    「わかった」


    　赤糸の提案どおり、サイクの視界を極端に広げる。以前なら移動しながら索さく敵てき範囲を広げるのは不可能だったが、今の俺たちならできる。


    「やるぞ、サイク」


    「オッケー」


    　額ひたいに神経を集中させて、心を奥底へと沈めていく。


    　俺の意識とサイクの意識が、寸分違たがわず重なり合っていくのが頭の芯しんで理解できていく。やがて俺の心とサイクの心が、同じ体の奥底で、同時に扉とびらを開き、『出会』う。


    　次の瞬間、俺の額にあるサイクの瞳ひとみが捉とらえる視界は、一気に広がった。


    　真上にも真下にも姿は見えない。クリア。ずらりと並ぶ病室の中にも姿は見えない。クリア。そして長く続く廊下の奥に──そいつはいた。


    「後ろだ！」


    　俺は叫んだ。


    　その声で全員が背後に伸びる廊下を振り返った。


    　同時に激しいエンジン音が鳴り響き、廊下の奥から眩まぶしい光が俺たちの姿を照らす。一瞬で前が見えなくなる。


    「直視するな！　我々の目を使え！」


    　ボンが叫び、俺たちはキグルミの口を閉じる。


    　視界は真っ暗になるがすぐに目の前にサイクの見ている風景が開ける。一瞬外の音も遮断されるが、それもサイクが聴覚を調整し、すぐに戻る。


    　後方の廊下から、ヘッドライトでこちらを照らしながらものすごいスピードで巨大な三輪バイクが突っ込んできた。ヘルメットに着いた巨大な目が、俺おれたちを捉とらえている。


    「行こう軍ぐん！」


    　音ね子こが叫ぶと同時に、白衣の中から青い光が瞬またたき、軍服に身を包んだ黒い獣けものが飛び出す。


    「駄目だ。カーターでは勝てない」


    　ラビイが沈んだ声で言う。


    　次の瞬間、一直線に突っ込んだ黒い軍服の獣は、あえなく三輪バイクに跳ね飛ばされ、消滅する。


    「持ち上げてやんよ！」


    　浜はま島じまとキングダムが自みずからの角つのに角度をつけながら音子の前に躍おどり出た。同時に大おお野のとミザリーがその横につく。ミザリーの口から大量の針が発射され、三輪バイクのヘルメットにガカカカカ、と突き刺さるが、三輪バイクは止まらない。


    「はっはあ！　効かねーよ、こんなちっちぇえ針じゃあ！」


    　三輪バイクは高らかに笑うが、大野とミザリーは落ち着いていた。


    「馬ば鹿かだね。刺さってからなんだよ、あたしの針は」


    　大野の頭上でミザリーが言った瞬間、三輪バイクは急に細かく蛇だ行こうをしたかと思うと、そのまま廊下の壁に自分の体を押しつけた。


    　勢いは止まらず、火花を撒まき散らしながら突進してくる。


    「な、何だこれ！　ううううるっせえええ！」


    　三輪バイクが喚わめく。


    「耳塞ふさぎたいでしょ？　キグルミに音を遮断してもらいたいでしょ？　でも無理だぁ。私のミザリーの針は、直接脳内に大音量を撒き散らすのよぉ」


    　大野は笑った。


    「よっしゃ！　舞ええええい！」


    　浜島とキングダムは三輪バイクの下に一気に角を突っ込むと、そのまま思い切り上体を跳ね上げた。三輪バイクは勢いよく天井にぶつかり、蛍けい光こう灯とうを破壊しながらなおも進んだが、やがて落下を始める。その姿を、ジャンプした千ち木ぎ良らとマンディンゴが捉える。


    「はい、ごくろーさん」


    　そう言って両手の鎌かまを勢いよく振り下ろし、火花を散らして三輪バイクのボディに突き立てた。ヘルメットの口がぱか、と開き、中からクラスメイトの顔が覗のぞく。


    　稲いな栄えい芳よし花か、だ。


    　そして三輪バイクの体の真ん中からひとつ、ピエロの顔が描えがかれた緑色の卵が姿を現した。


    　千ち木ぎ良らは、そのまま体を捻ひねって稲いな栄えいをナースステーションへ投げ飛ばした。激しい音がしてカウンターや仕切りのガラスが破壊される。


    「あれ、これってひょっとして、いけたんじゃね？」


    　大おお野のがキグルミの口を開けて顔を出し、そう言った。


    「まーな。見事な連携ってやつ──」


    　浜はま島じまがそれに応こたえかけて、言葉を切る。


    「──大野。お前、それ、何だ」


    「あ？　何がだよ浜島。私は別に何も──」


    　全員が大野を見た。彼女の下半身は、巨大な植物に、喰くわれていた。


    「──いつの間に──なんだこれ、足が抜けない」


    「ハエトリソウだ」


    　東ひがし村むらがぽつりと言った。


    「そこらじゅうにいるわ！」


    　赤あか糸しが叫ぶ。


    　足下には、緑の蔓つるや葉が張り巡らされていた。いくつもの巨大なハエトリソウの口がゆらゆらと蠢うごめきながらこちらを狙ねらっていた。


    「しくった、バイク野や郎ろうは囮おとりか」


    　千木良が悔くやしそうに言った。


    「大野！　今助けてやるからな！」


    　浜島が大野に近づこうとした。


    「動かないで！」


    　赤糸が言ったが、それよりも一瞬早く、浜島とキングダムの体を、一本の矢が貫つらぬいた。


    「──ああ？」


    　浜島は自分の背中から胸へと突き出た矢じりを見て、そう言うと、その場に倒れこんだ。


    「浜島！　起きろよ！　目覚ませ！」


    　大野が叫びながら身を[image: ]よじるが、完全に挟まれた下半身は抜けそうになかった。


    「くそったれ」


    　千木良は小さくそう言うと、


    「落ち着け大野！　まだ一回だ！　まだ死んでない！　浜島はまだ戦える！」


    　と叫んだ。


    「歩あゆ」


    　赤糸に言われて、俺おれは応える。


    「視みえてるよ、今、ここには四人いる。あっこでのびてるバイク野郎以外に、四人──敵に、囲まれてる」


    　わざわざ言わなくても皆わかっていただろうが、あえて口にした。それが俺おれの役割だ。ハエトリソウの奴やつと、浜はま島じまに矢を打ち込んだ奴と、ほかに二人、いる。


    「稲いな栄えいは、卵を埋め込まれていた」


    「ええ、仁に科しなだわ」


    　そのとき、稲栄がバイクで突っ込んできたのとは反対側の廊下から、小さなプロペラ音が聞こえてきた。音の方向へ視線を飛ばすと、小さなプロペラ機が一機、こちらへ突っ込んでくるのが見えた。


    　ミニチュアサイズのプロペラ機は闇やみの中からその姿を現すと同時に、機き銃じゆうを撃ってきた。赤あか糸しの背中からボンのマントが広がり、その攻撃を防ぐと同時に骨を一本伸ばしてその胴体を突き刺す。それは、小さなゼロ戦だった。


    　次の瞬間、廊下の奥からプロペラの音が一斉に広がり、何十機ものゼロ戦がこちらへ飛んでくるのが見えた。


    　俺たちは、ほぼ同時に動いた。


    　俺はサイクの爪つめを伸ばし、千ち木ぎ良らはマンディンゴの鎌かまで、床ゆかに張り巡らされたハエトリソウと、その蔓つるを断ち切っていく。


    　赤糸がボンのマントでゼロ戦の機銃を防ぎ、中なか岡おかのモスと東ひがし村むらのツタンが頭上を通り過ぎていく何機かを打ち落としていく。


    　音ね子ことラビイが倒れたまま動かない浜島の体を拾い、千木良がハエトリソウから解放された大おお野のの体を支えた瞬間、地鳴りと共に床から壁から天井から一斉に太い柱が何本も突き出し、視界を遮った。


    「赤糸！　分断された！」


    　前後に出現した柱によって、俺と赤糸は廊下に閉じ込められた。音子や千木良たちの姿は見えなくなってしまっている。


    「見たらわかるのだわ」


    　赤糸が悔くやしそうにそう言った瞬間、サイクが頭上で叫んだ。


    「上から来る！」


    　俺と赤糸が天井を見上げると同時に、巨大な柱の先端が真下に突き出してきた。


    　赤糸は飛び上がるとボンの鎌でそれを受け止めたが、その勢いは止まらなかった。俺は赤糸とボンの体に右手を回すと、同時にサイクの爪で床を切り裂いた。


    　そのまま柱の勢いによって一気に下のフロアまで押されるが、柱と床に押しつぶされる前に左手の爪で目の前を切り開いていく。


    　４フロアほど下に押し戻されて、柱の侵攻はようやく止まった。


    「ありがとう、歩あゆ。もう離してくれて構わないのだわ」


    　赤糸に言われて俺は彼女から離れた。


    「……滅茶苦茶だわ」


    　赤あか糸しはもう動かない柱を蹴けり飛ばして言う。


    「三階まで戻されたうえに、バラバラにされちまったな」


    「のんびりしてられないのだわ。上へ向かいましょう」


    「待て、赤糸。──誰か来る」


    　ボンが落ち着いた声で言った。


    　階段の横のエレベーターのランプが動いていた。


    　その表示は１から２へと移動する。


    　俺おれと赤糸はエレベーターのドアから距離を取って柱の陰に隠れた。


    「……ここで降りてくるか」


    　俺は声を殺して言う。


    「僕たちみたいに下に降ろされた、音ね子ことかかも」


    「彼女たちならエレベーターは使わないと思うわ」


    　赤糸は両手に白い鎌かまを握ったままサイクに小さく言った。


    　やがて表示のランプは３を示し、短く軽い電子音がロビーに響いた。


    「……降りてくるじゃねえか」


    　やがてドアが開くと、ガシャン、と言う音を鳴らして三体のキグルミが降りてきた。


    　それは、盾たてと槍やりを手にした銀色に輝かがやく甲かつ冑ちゆうと、二丁拳けん銃じゆうを携たずさえてカウボーイハットを被かぶった、人間型のキグルミと、くすんだ黒色の蠅はえのキグルミだった。


    「ほら見ろ、な？　間違ってねーんだよやっぱ。なんかすげー音がしたって言っただろ？」


    「ほんとだ。なんだこれ。柱か？」


    「ふむ。確かに。つくづくここは予測不可能な空間だな」


    　その声には、聞き覚えがあった。あれは。


    「しかしまー、何だよ藍あい羽ば、この馬ば鹿かでかい柱は」


    「天井を突き破っているね。どうやら、これもキグルミの特性ってやつらしいよ」


    　ガシャガシャうるさい銀色の甲冑のキグルミを着ているのは、藍羽義よし則のりだった。


    　放課後俺に話しかけてきて、赤糸と結婚したいとか言っていた二枚目だ。


    　あとの二人は確か。俺は柱の陰から顔を確認する。


    　カウボーイハットのガンマンのキグルミを着ているのが宇う田だ川がわ広ひろ明あきで、蠅のキグルミが藤ふじ村むら豊とよ太た郎ろう、という名前だったはずだ。


    「しかしこっからどうすりゃいいんだっつうの。外にも出れねーしよー。俺見たいテレビあったのによー」


    　蠅のキグルミの藤村が床ゆかに座り込んで文句を言った。


    「藤村くんはキグルミの言うことを聞いてなかったのか？　ここでは、時間が進んでいないらしいぞ。だからテレビだってあとから観られるさ」


    　藍あい羽ばは甲かつ冑ちゆうをガシャガシャ鳴らしながら爽さわやかに笑った。


    「だー。何でお前らって、そう簡単にこの不条理な状況を受け入れられているわけ？」


    　藤ふじ村むらは床ゆかに寝っ転がりながらぼやいた。


    　俺おれは赤あか糸しの顔を見た。


    　赤糸は静かに首を振る。動くな、という意味だ。


    　藍羽と宇う田だ川がわは、物珍しそうに天井から逆さに突き出した柱を眺めていた。


    　次の瞬間。巨大な柱が、ぱん、という軽い音と共に真っ赤かな液体になってはじけた。


    「うわっ！」


    　藍羽と宇田川と藤村はバケツをひっくり返したかのように天井に開いた穴から落ちてくる大量の液体を頭から被かぶる。それは一気に廊下を流れ、俺たちが身を潜ひそめている柱のそばまで到達して、俺と赤糸の足を濡ぬらした。


    　最初それは、血液かと思った。


    　前に見た有名なホラー映画のラストシーンを想像したからだが、大量に流れ落ちたそれは、血液ではなかった。


    「なんだこれ！　トマトジュースだ！」


    「……本当だ。俺トマト嫌いなのに大量に飲んじまった。おえー」


    「なんてことだ。この僕が汚されてしまったじゃないか」


    　三人はキグルミごと真っ赤に染められていたが、どうやら無事なようだった。俺は思わず安心するが、赤糸の顔は強こわ張ばったままだった。


    「来たわ。ピエロよ」


    　赤糸の言葉で俺は視線を三人へ戻す。


    　その途端、床に広がっていた大量のトマトジュースは巻き戻されたように一斉に引き、柱へと姿を戻したかと思うとすぐにまた液体に戻り、また柱へと戻ったかと思うと、最終的に巨大な三つのトマトとなって、天井からぶら下がった。


    　その悪夢のような光景を、藍羽と宇田川と藤村は、ぽかんと口を開けて見上げるだけだった。


    「……そういう仕組みだったのね」


    　赤糸が、小さく呟つぶやく。


    　藍羽も宇田川も藤村も、馬ば鹿かみたいに大きく口を開けてトマトを見上げたまま、動かなかった。彼らの目の前で頭上のトマトはやがて段々と小さくなっていく。


    「どうして動かないんだ。逃げないと」


    「あれは、動けないんだよ、もう」


    　俺の疑問にサイクが答えた。


    　三つのトマトはさらに縮小し、やがて三つのカラフルな卵になると、ゆっくりと天井から降りてきて、藍あい羽ばたちの口の中へと吸い込まれていく。卵は喉のどをゆっくりと嚥えん下げされていき、やがて藍羽たちはその場に倒れこんだ。


    「卵は埋め込まれた」


    　ボンが重い声で言った。


    「……あのおかしな手品に見とれてしまい、文字どおり心を奪われたら、その時点で既にピエロの攻撃は終わってる、というわけなのね」


    「どうする？　今ならまだ、あいつら助けられるかもしれない」


    「いいえ。もう遅いわ。それよりもここからどうやって離れるか、よ。仁に科しなは、既にどこかにいるのよ」


    「いいや、もういないよ」


    　その声は、廊下の奥から聞こえた。


    　咄とつ嗟さにその方向を見る。


    　廊下の暗くら闇やみから音もなく巨大な赤いボールが転がってくる。その上に、派手な柄のオレンジ色の服を着たピエロのキグルミが立っていた。


    「仁科！」


    　俺おれは叫んだ。


    「だから仁科じゃないんだって」
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    　ピエロはそう言うとボールの上から音もなく飛び降りた。


    「それじゃ問題。いったい俺おれは誰でしょー？」


    　そう言いながらピエロは、自分の口に白い手袋をした両手を突っ込むと、ゆっくりと上下にこじ開けていく。


    「じゃーん」


    　口の中にいた人物は、そう楽しそうに言った。


    　その声は。その顔は。


    「ボクだよ、歩あゆ。ビックリしたかな？」


    　そう言って綺き麗れいに切りそろえられた前髪をさらり、と揺らして、ピエロの口の中で竜りん胆どう凜りんは笑った。


    　俺は思わず、その笑え顔がおから目が離せなくなる。


    「……ああ、ビックリしたよ、竜胆」


    「違うわ、歩。それは凜じゃない」


    「いいや、ボクは竜胆凜だよ、逆さか木き原ばら赤あか糸し。ボクは、可か哀わい想そうなことに、デブの仁に科しなにとっ捕まって、滅茶苦茶に陵りよう辱じよくされて、もう心がズタボロさ。恥ずかしくって死んじゃいたいくらいに。ねえ逆木原、大おお垣がい内と」


    　竜胆はにこやかに笑いかけながらこちらへ歩いてくる。


    「──一緒に死んでくれるかい」


    　そう言いながら、両手で俺の手をしっかりと握った。その口と目から、白い閃せん光こうが瞬またたく。


    「そいつは爆弾だ！」


    　サイクが叫ぶと同時に、赤糸が俺の手を握る竜胆の手首を鎌かまで切り落とし、胴体を蹴けり飛ばす。ボンがマントを広げ俺たちの目の前を覆おおうのとロビーが強烈な光に包まれるのは、同時だった。


    　直後に凄すさまじい轟ごう音おんと熱風が俺と赤糸を襲おそう。


    　真っ白な爆圧が、床ゆかと壁と天井を歪ゆがませながら焦がし、観葉植物やベンチや公衆電話や自動販売機は吹き飛ばされながら墨になって消える。


    　やがてあたりが爆心地周辺をブスブスと燻いぶらせる音だけになり、ボンは俺と赤糸を包む骨のドームを開いた。


    「二人とも、無事か？」


    　ボンは背中のマントから炭になってしまった骨を落とした。


    「それより、歩。あなたこそ大丈夫なの。卵なんか埋め込まれていないでしょうね」


    　赤糸が俺の頰ほおをつねる。目が怒っていた。


    「痛い痛い痛い。大丈夫だ。あんなまやかしに心奪われるわけない。平気だ」


    「そのわりには、随分と凜に見み蕩とれていたみたいだけれど」


    「驚いてたのは確かだ。竜りん胆どうが、俺おれに対してあんなふうに──可愛く笑うはずがないからな」


    「……それもそうね」


    　赤あか糸しは俺の頰ほおから指を離す。


    「二人とも。爆弾野や郎ろうが逃げるよ」


    　サイクの声で視線を飛ばすと、巨大な赤いボールが風船となり、今まさに天井へ開いた穴へと吸い込まれていくところだった。風船の上には倒れたままの藍あい羽ばたちが乗せられ、その下には外国の街並みに建てられているような、街灯の形のキグルミがいた。


    「それじゃーな、お二人さん。また遊んでくれよ」


    　街灯のキグルミは笑いながら、風船から伸びる紐ひもを摑つかんだまま、浮かんだ。キグルミの口が開き、中から眼鏡めがねをかけたクラスメイト──野の上がみ恵けい都と──の歪ゆがんだ笑え顔がおが見えた。


    　風船の上昇はふいに速度を上げ、野上も穴の中へ消えていこうとする。


    「また、はねえよ」


    　サイクの左手の中で拳こぶしを強く握り、三本の黒い爪つめを伸ばすと同時に俺は走り出した。


    「歩あゆ！　追っては駄目！」


    　背後から赤糸の声がするが、俺は別に、追うつもりなんてまったく頭になかった。


    　追いかけるなんて悠長なことはしない。こいつは、今ここで倒す。


    《一回で決めよう》


    　頭の中でサイクが言った。ああ、サイク。ちょうど今俺もそう思ってたところだよ。


    　俺は床ゆかを蹴けって跳躍し、上昇する街灯のキグルミの姿を額ひたいの目で捉とらえる。


    　その瞬間、サイクの心と俺の心が完全に『出会』った。


    　音が消え、俺とサイク以外のすべては、スローモーションで動く。


    　野上は、手にしたランプを顔の前に翳かざす。中から、テニスボール大の銀色の玉が三つ、転がり出てくる。


    　そのままランプを横に振り、銀色のテニスボールをこちらへ投げつける。


    　サイクの爪がその銀色へ向かう。それを見て、野上は笑った。


    　俺はサイクの爪と銀色のテニスボールの距離を一瞬で把握し、ちょうど空中で三つが横並びになったタイミングで左手を伸ばす。突き刺すことも、切り裂くこともせずに、そのまま丁てい寧ねいに三本の爪の背に、三つの銀色をのせた。


    　微み塵じんの刺激も与えず、静かに、慎重に、三つの銀色の玉を爪の背で転がしながら、さらにサイクの爪をまっすぐに伸ばし、野上のキグルミの体を突き刺す。


    　野上は、もう笑っていなかった。そこにあるのは、今から俺に何をされるかを、把握してしまった顔だった。


    　俺はサイクの爪を引っ込めると、掌てのひらにある柔らかな肉球で、三つの銀色の玉をそれぞれ、野上の体に開いた三つの切り口に、優しく押し込めた。


    　次の瞬間、俺おれとサイクの体は、後ろから飛んできた赤あか糸しとボンによって空中で抱えられる。


    　野の上がみは、恐怖に顔を歪ゆがませると、自分で生み出した三つの爆弾を傷口から取り出そうとして、風船から垂れていた紐ひもから手を離し、落下を始めた。


    　抱えられたまま着地した俺の体を、ボンのマントが再び覆おおい隠す。


    　野上の体が地面に到達する前に、傷口から三本の光が放たれた。


    　直後に世界は音と速度を一気に取り戻した。


    



    「無謀なことはやめてほしいのだわ」


    　赤糸は、野上と街灯のキグルミをボンの鎌かまで白い二本の骨にしてから言った。


    「爆弾に刺激を一切与えないまま、相手に押し返すとは──驚いた」


    　ボンが二本の骨となった彼らの命をマントの内側へとストックする。


    「すまない」


    　俺は素直に謝る。


    「でも、どうしても許せなかったんだ」


    　爆破される瞬間の竜りん胆どうの顔が思い出された。


    「……それは私も同じだわ。いくら偽にせ物ものとわかっていたとしても、凜りんの手首を切り落とすなんて──耐えられなかった」


    　それでも、赤糸はそれをした。こいつは竜胆じゃない、と頭でわかっていても、その手を摑つかまれ、すぐには動けなかった俺を助けるために──幼おさな馴な染じみの手首を切り落とした。


    　もう二度と、赤糸にあんな真ま似ねはさせない。


    「風船には逃げられちゃったね」


    　サイクが、既に自動修復が始まっている天井を見上げて言った。


    「だが、爆弾を生み出す者を仕留められたのは大きい」


    　ボンが落ち着いた声で言う。


    「そうね。仁に科しなの、ゼムの特性と組み合わさったときに一番厄やつ介かいだったのはあいつだったから──行きましょう。皆が九階で待っているのだわ」
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    　中央の階段は使わず、病院の東の端に位置する階段を俺たちは駆かけ上がる。


    　幸い、そちらには柱によるバリケードは築かれていなかった。


    「あれも、建物の自動修復と同じで、時間が経たつと消滅してしまう類たぐいなのかもしれないわ」


    　恐らく赤糸の言うとおりなのだろう。もしいつまでも残るのだとすれば、そいつのキグルミは膨ぼう大だいなエネルギーと集中力を使うことにことになる。サイクの特性のレーダーも、無む尽じん蔵ぞうにいつまでも広げていられるわけではない。


    「……歩あゆ、さっきから何をにやにや笑ってるのかしら。滅茶苦茶、奇怪よ」


    　赤あか糸しは前を走りながらこちらを見ずにそんなことを言った。どうやら俺おれは笑え顔がおになっていたらしい。


    「ああ、いや、なに。ちょっとだけ──嬉うれしかっただけだ」


    「ますます奇怪だわ。今の状況のどこにも、何も喜ばしいことなんて見当たらないのだわ」


    　確かに、それはそうなんだが。


    「さっき、皆が九階で待ってるって言ったろ」


    「──言ったかしら。それがどうしたの」


    「なんだかんだ、音ね子こや千ち木ぎ良らたちのことを同じチームの仲間だって思ってるんだな、って」


    「むーん」


    　赤糸は走りながら両の掌てのひらを頰ほおに当てて俯うつむいた。


    「ねえ。一応報告しておくんだけど──」


    　階段の表示が７と８の両方を示しているあたりでサイクが言った。


    「──この先で、誰かが死んでる」


    「え？」


    　俺と赤糸は足を止めた。


    「八階の廊下だ。二人、もう既に絶命してしまってるのが、視みえた」


    「──それが誰かは、わからないの」


    「無理だね。誰かが死んでしまっている、ということしかわからないよ」


    　サイクのレーダーは、生きているものに反応する。


    　そいつを以前に視ていれば、それが誰かもわかる。要するに、そいつの息遣いや体温、その他細かな情報をインプットして「それが誰か」を判断しているのだ。情報がインプットされていなければ「誰かがいる」というレベルでしかわからない。そしてそれは、情報をこちらへ送らない──死んでしまった者にも同じことが言えた。


    　誰だ？　誰が死んでしまった？


    「どうする」


    　サイクが訊きいた。


    　赤糸は階段の上方を見上げる。


    　目的の九階までは、あと少しだった。


    「──死んでしまってるのなら、もう仕方がないわ」


    「……音子たちかも知れない」


    　俺は恐れていることを口にした。


    「ええ、そうね。でも、違うかも知れないわ。どのみち、もう死んでしまっているのよ」


    「赤あか糸し、お前、そんな言い方──」


    　ないだろう、と言おうとして──俺おれは黙った。


    　赤糸は、怒っていた。


    　思い切り眉み間けんに皺しわを寄せ、血が出るほどに下した唇くちびるを嚙かみ締め、皺を寄せた鼻を赤くさせて──泣いていた。


    　そうだ。


    　赤糸は、赤糸とボンは、クラスメイトを一人でも多く殺さないために、今まで戦っていたのだ。ボンの特性で骨にして生かしたまま戦線を離脱させ、争いのなくなったときに生き返らせる。今まで、そうやって頑張ってきたのだ。俺は、そんな赤糸に、協力して手を組むことにしたのだ。


    　それなのに──二人も死んでしまった。死なせてしまった。──俺も同罪だ。


    「すまない」


    「何も謝ることはないのだわ。クラスには三十人もいるのよ。全員を救えるなんてそんなおこがましい考え──とっくの昔に捨てていたわ」


    　赤糸はそう言って目め尻じりを拭ぬぐった。


    　確かに、死人が出たのはこれが初めてではない。俺も以前、山やま下したが『翼』に喰くわれて絶命するのは見ていた。


    「でも、誰が──死んでしまったか、知りたくないか」


    　俺のその言葉に、赤糸は再び下唇を思い切り嚙む。


    「……怖いのよ」


    「俺だって怖いけど、そいつらの顔を、俺たちは見てやらなくちゃいけない、と思う」


    　赤糸の体は震えていた。


    　その振動を収めるように、俺は赤糸の肩に手を回して自分に引き寄せた。


    　お互いのキグルミ越しに、体温が伝わるような気がした。


    　赤糸は、サイクの体に顔を押しつけて、しばらく泣いていた。やがて、息を大きく吸い込むと、絞り出すような声で、話し始めた。


    「──こんな、死者が出るような場所を作り出したのは、私の幼おさな馴な染じみなのよ」


    「知ってる」


    「明あ日す香かは外国で一人残されて、それで私を恨うらんで、こんな馬ば鹿かなことを始めたのよ。私のせいで皆巻き込まれて、それで死んでいくの。あの子は、本当は私を殺したいだけなのに」


    「そうかもな」


    「歩あゆはああ言ってくれたけれど、私にはもう、あの子と対等に戻れる自信なんて、ずっと前からないのよ。私はもう──何をすればいいのかわからないのだわ」


    　赤糸の涙は、サイクの柔らかな長毛に吸い込まれていく。そのおかげで涙が地面に落ちることは、なかった。


    　俺おれは赤あか糸しの体を包みながら思う。これこそが俺の役割だ。こいつの涙を受け止めてやるだけの、小さな存在。それでいい。それだけで十分だ。


    「砕けるな」


    　赤糸の背中を叩たたきながら言った。


    「俺がいる。だからそんな簡単に、砕けるな」


    　俺は赤糸の肩を摑つかんで体を離し、涙と鼻水でドロドロになった顔を見つめる。


    「……え」


    「俺だけじゃない。サイクもいるし、お前にはボンもいる。確かに俺たちは明あ日す香かに巻き込まれたかもしれないが、俺はまだ死んでいないぞ。現にこうして生きてる。だからお前に話しかけるぞ。大事なのは──お前がしなきゃいけないのは、これからどうするか、だ。これまでがどうだったか、じゃない。明日香と対等に戻れる自信がないんだったら、上回ってやればいいだけだ。あいつのゲームに付き合わされて死んでしまった奴やつの顔をしっかりと覚えて受け入れて、そいつらの分も纏まとめてあいつに返してやろう」


    　赤糸は俺から離れると、顔中を拭ぬぐい始めた。


    「……見くびらないことだわ」


    　何度も顔を擦こすりながら、ぐすぐす、と鼻声で赤糸は言った。


    「一応訊きくけど。何をだ」


    「……私のことをわかったような気にならないことね」


    「そんなふうに思ったことは一度もねーよ。恐らく、この先も、ずっとな」


    　赤糸は、真っ赤かな顔で一度だけ、嬉うれしそうに笑った。


    「ごめんなさいねサイク。あなたの体を濡ぬらしてしまったわ」


    「全然構わないよ。外側よりも、僕にとっては歩あゆが内側に入ってることのほうが我慢ならない」


    　悪かったな。


    「ボンも……不安にさせてしまったかしら。もう大丈夫よ、私は、もう二度と──砕けないのだわ」


    「それは頼もしいな、赤糸。では、聞いてほしいことがある」


    　ボンが静かに落ち着いた声で言った。


    「考えていたのだが、二つの死体のある場所が八階であれば、二つの死体は──ミノーとヒンザーである可能性が高いように思われる」


    　ミノーと、ヒンザー。ボンは、牛と山や羊ぎのキグルミの名前を告げた。


    　それを着ていたクラスメイトの名前では呼ばなかった。恐らく、赤糸のために──田た岡おかと、宝ほう土どの名前を避けたのだ。


    「そっか。あれは、八階だったね──ん？」


    　サイクは何かに気づいたようだった。


    「確認してみればわかる話なのだわ。行きましょう」


    「待って赤あか糸し──誰かいる」


    　サイクのその声で、俺おれも額ひたいに神経を集中させ、サイクと視界を、重ねた。


    　そこには確かに、誰かがいた。廊下の真ん中で、小さな人影がじっとしている。性別と顔まではわからないが、二つの命がそこにいることを捉とらえることはできた。


    「まだ、見たことない奴やつだ。人数は一人だけど──キグルミを着ている──どうする？」


    　サイクは、もう一度訊きいた。


    「顔だけ、拝みにいくとしましょう」


    　赤糸は手の中に巨大な白い鎌かまを作り出して、言った。
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    　暗く長い八階の廊下を俺たちは歩く。


    　東の端に位置していた階段口から、田た岡おかたちを埋めた場所までは、だいぶ距離があった。


    　静かに進みながらも、俺とサイクは額の視界に集中していた。


    「──まだいる。動いていない」


    　やがて、蛍けい光こう灯とうの薄暗い明かりの下、こちらに背中を向けて、ぽつんと廊下に蹲うずくまったまま動かない影が視界に入る。


    　そいつの周りだけ、塗りつぶされたように真っ黒に見えた。俺は思わず身震いをした。


    「私は逆さか木き原ばら赤糸だわ。あなたは誰なのかしら」


    　赤糸がボンの鎌を構えたまま、よく通る声で呼びかけた。


    「逆木原……赤糸……」


    　背中を向けたまま立ち上がる。そいつの腰のあたりで何かが生き物のように蠢うごめいた。


    「逆木原赤糸……か。クラス委員長の」


    　少し甲高い声でそう言いながら、そいつはゆらり、とこちらへ歩を進めた。


    「止まるのだわ」


    　赤糸に言われて停止したその場所は、蛍光灯の真下だった。


    　それは、狐きつねのキグルミだった。明るい茶色の頭の下は、漆しつ黒こくの着物で包まれていた。腰のあたりで、豊かな毛を持つふさふさとした尻しつ尾ぽが三本、同時に生き物のように動く。


    「そんなおっかない顔しなさんな。俺ぁ敵じゃない。戦う気なんて毛頭、ないよ」


    　そう言いながら狐はキグルミの口をぱかー、と開けた。


    　その中には、にこにこと細い目でこちらへ笑いかけるクラスメイトの顔があった。


    《狐の顔の下から狐が出てきたよ》


    　サイクが頭の中で言った。


    「──光みつ見み彰あきらくん、ね」


    「そうだよ。俺おれぁ確かに、そんな名前だ。おや、逆さか木き原ばらの後ろにいるのは、大おお垣がい内とくんじゃないかよ」


    　光見は漆しつ黒こくの着物の袖そで口ぐちを体の前で合わせて両手を組んだまま、にこにこと話しかける。


    「いや、誰とも出会わずにどうしようかと悩んでいたんだが、ようやく生きてる人間に出会えて人心地ついたよ。いや、なに、今まで出会えた奴やつと来たら、この狐きつねくらいなもんで、何をどうしたらいいかさっぱりわからなかったもんでね」


    「そこで何をしていたの」


    　赤あか糸しは、光見の軽妙な言葉に惑わされることなく訊きく。


    「だから、何をどうしたらいいかわからない、ということをしていたんだよ。いや、狐の奴に尋ねたところでわけのわからないことを喋しやべるばっかりでどうにも要領をえないし、はてどうしたもんか、と頭を抱えていた、というわけさ」


    　なあ、狐──と、光見は自分のキグルミに話しかけたが、狐は何も答えなかった。


    「誰にも出会わなかったと言ったわね」


    「ああ、言ったが──どうした」


    「そこで二人、死んでるはずだけど、彼らにも出会わなかった、と言うのかしら」


    「……驚いたな」


    　光見は、人さし指で顎あごをぽりぽり、とかいた。


    「そんなこと知ってるなんて──どういうからくりだい。ああ、それとも君らがあれをやったのかな。いや、おっかないね、どうも」


    「戯ざれ言ごとはいいのだわ。質問に答えなさい」


    「だからそんなおっかない顔しなさんなって。俺ぁ生きてる人間に出会えた、って言ったんだ。死んでる奴は勘定に入れねえよ。こっちだ。ついてきな」


    　光見は背中を向けて廊下を戻ろうとして、


    「おっと、背中からいきなりブスリ、なんてやめてくれよ。俺ぁまだ死にたくないからな」


    　と言って笑った。


    　俺と赤糸は光見の後ろをついていく。


    　だんだんと、田た岡おかと宝ほう土どを埋め込んだ地点が近づいてくる。薄暗くてよく見えなかったが、ぷん、鼻の奥を血の臭においが刺激した。


    「臭いが酷ひどいだろ。でもな、現場はもっと酷いことになってるよ。いや、あれはなんて言うか──デタラメ、うん。デタラメだな。人間があんなデタラメなことになってるのを俺ぁ初めて見たよ」


    　やがて、光見は足を止めた。


    「さて、ご対面だ」


    　そう言うと光みつ見みはくるり、と振り返り、右みぎ掌てのひらを袖そで口ぐちから出した。その上に、小さな火の玉が一つ現れ、あたりをオレンジ色に明るく染めた。


    　そこにあったのは、暴力による蛮ばん行こうと陵りよう辱じよくと蹂じゆう躙りんの結末だった。存在を根源から踏みじられた顚てん末まつが、血の海に浮かんでいた。


    　赤黒く飛び散った液体は、一切の音も出さないままに、その断だん末まつ魔まを天井に壁に床ゆかに、あらゆる場所で響かせていた。


    　鼻の奥に強烈な死の臭においが飛び込んできて、息が詰まる。俺おれは思わず目を背そむけるが、サイクの視界の中で、蒼あおざめながらも、そのおぞましい遺産から決して目を逸そらさない赤あか糸しの顔が見えた。


    　逃げるわけにはいかない。あいつに言ったんだ。死を覚え、受け入れろ、と。


    　俺はサイクの胸に手を当て、動どう悸きを落ち着かせる。気を抜くともどしてしまいそうだったが、何度も生なま唾つばを飲み込んで抑えこむ。クラスメイトの死を、受け入れなければいけない。


    　やがて呼吸が整い、俺は再びその死を直視する。


    　床に転がされた牛の体と山や羊ぎの体が目に入る。


    　その四し肢しは暴力的に引き千ち切ぎられ、不ぞろいな断面を見せて飛散していた。ヒンザーの胴体はほぼ分断されている。赤黒い肉から白い骨を覗のぞかせ、上半身と下半身がほぼ皮一枚で繫つながっているような状態のまま、ほぼ直角に曲げられていた。


    　ミノーの首は、少し離れた場所に転がっていた。恐らく無理やり捻ねじ切られたであろうことが、首の皮の様子でわかった。


    　そしてその顔面はぐちゃぐちゃに叩たたき潰つぶされていた。残された胴体には無理やり抉えぐったような深い傷があり、内臓と骨が露出している。同じような傷はヒンザーの上半身にも見られた。やはりこちらも体の中身がごっそりと抉り取られている。その結果、壁や天井のあちらこちらに飛び散った骨や内臓の一部が血の塊かたまりと共にへばりついていた。


    　これは。光見の言うとおり、この光景は──デタラメだ。


    「……田た岡おかと、宝ほう土どだ」


    　俺はようやく、それだけ言った。


    「どうやら、そのようね」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せて下した唇くちびるを嚙かんでいた。


    「田岡……田岡国くに栄えいと、宝土……海かいか。へえ、こいつら、そうだったんだね。で、それって、本当にそうなんだろうね？」


    　光見は片眉を上げて訊きいた。


    「ああ。間違いない。二人とも、俺たちのクラスメイトの田岡と宝土だよ」


    　俺は光見のにこにこ顔に答える。


    「でもそれ、どうしてわかるんだよ？」


    「どうしてって、それは、俺おれたちは以前にこいつらに──」


    「足りない」


    　ボンが突然言った。


    「──そう。骸がい骨こつさん、いや、そのとおり。足りないんだよ、こいつらには」


    　足りないだって？　何を言ってるんだいったい。


    「さて、そこで逆さか木き原ばらにされた質問に答えるけど──何をしていたの、ってやつな。いや、俺ぁこいつらの死体を見ながら、数えていたんだよ。足りないもんがあるな、ってな」


    「そう。手足の数が、足りないのね」


    　赤あか糸しが死体を見下ろしながら言った。


    　俺は乱雑に転がされた、田た岡おかと宝ほう土どの手足の数を数える。足りなかった。ミノーの右手と、ヒンザーの左足が、どこにも見つからなかった。


    「それもそうだけどね、もっとわかりやすいもんが一個、足りないじゃないか。それのほうがよほど重要だったんだよ、俺にとっちゃ」


    　そうか。ようやくわかった。


    　ヒンザーの首が足りない。宝土の頭を包んだそれが、ここには、転がっていない。


    「顔がわからなかったのね」


    　赤糸は叩たたき潰つぶされたミノーの頭を見ながら言った。


    「そういうこと」


    　そう言うと光みつ見みは、ふわり、と音もなく跳躍し、血ち溜だまりの向こう側へ着地した。火の玉もそれに合わせて移動し、廊下の向こう側だけがオレンジ色に染められる。


    「さて、そこで今度はこちらが──もう一度同じ質問だ。これやったの、本当に、君らじゃないんだろうね」


    「光見彰あきらくんこそ、これをやったのじゃないのかしら」


    「いや、そう思われても仕方ないね。お互い様だな。でも俺の狐きつねの特性はこの、ちんけな火の玉、だよ。見てくれ。こんな細腕でそんな芸当ができるとお思いかよ」


    　廊下の向こうで光見は、漆しつ黒こくの袖そで口ぐちから二本の手をひらひら、と振ってみせた。


    「それじゃあな」


    　光見はそう言うと、掌てのひらの上に浮かぶ火の玉に息を吹きかけて消した。


    　一瞬で廊下の向こう側は真っ暗になり、蛍けい光こう灯とうの明かりが視界にぼんやりと戻った頃には、もう光見の姿はなかった。
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    　九階は、地獄だった。


    　ようやくたどり着いた俺おれたちの待ち合わせ場所は、さらなる血の海と化していた。


    　到着したのは、俺と赤あか糸しで最後だった。


    　皆は、俺たちよりも先にここに来て、そして全員がそろうのを待ちながら、殺された。


    　病室の入り口で、俺は血ち溜だまりに沈められた東ひがし村むらと大おお野のの、キグルミごとデタラメに破壊された死体を見下ろしていた。


    　そばで音ね子こが、自分の体が血で汚れるのも構わずに大声で泣いていた。


    「どうして？　ラビイ！　ひがしーは、生き返るっすよね？　一度だけなら、死んでも復活できるんすよね？　そう言ったっすよね？」


    　音子は白衣と顔に東村の血がつくのも構わず、彼女の死体に顔を寄せて泣き続けた。


    「ジェネラル。残念ですがそれは叶かないません。全員、既にもう、二度、死んでいます」


    　ラビイが音子の頭上で、静かにそう告げる。


    「……認めないっす！　そんなの、絶対に認めないっす！　これで終わりだなんて、信じたくないっす！　……皆、全員そろったっすよ……早く目を覚まして……」


    　赤糸が静かに、向かいの病室から戻ってきた。


    「……間違いないわ。同じ奴やつよ」


    　音子に聞こえないよう、俺だけにそう言うと赤糸はベッドの上に飛び乗り、病室を見渡す。


    　その天井にも壁にも、人体を破壊した痕あとは──飛び散っていた。


    「私が……電話で呼び出したから……」


    　音子は、ぽつりと、そんなことを言った。


    「やめるんだ音子」


    　音子に近づこうとした俺を、赤糸が片手で制して、頷うなずいた。


    《ここは赤糸に任せよう》


    　サイクが、頭の中で言った。


    「生きて……。お願いします……。目を、開けて」


    「音子、俺たちがいるから。俺たちは、まだ、生きてるんだからな」


    　音子の背中にそう言って、俺は病室を出た。


    



    　向かいの病室には、浜はま島じまと中なか岡おかの死体があった。


    　赤糸の言うとおり、同じ手口で惨ざん殺さつされていた。手足や首を千ち切ぎられ、体を抉えぐられ、血の海に沈められて完全に絶命していた。


    「……三み月けの様子はどうよ」


    　病室の隅で、膝ひざを抱えて壁にもたれて座りこんだ千ち木ぎ良らが訊きいた。


    「今、赤糸が話している。もうすぐ落ち着くと思う」


    「そーか、もうすぐ落ち着くか、そーかそーか」


    　千ち木ぎ良らは、立ち上がって洟はなを啜すすった。


    「それじゃあ、あたしもいつまでもへこんでる場合じゃないな」


    「無理しなくていいんだぞ」


    「大丈夫だって大おお垣がい内と。あたしはこの世で一番、無理ってやつが嫌いなんだ。楽にしてーからな、何事も。それにあたしがめそめそしてるのって、似合わなくない？　むいてねーんだよ、そーいうの」


    　千木良は、あははは、と笑う。


    　俺おれには、笑うことができなかった。


    「なんだよ大垣内、ノリわりーな。まー、お前ってずっと難しい顔して、一人でヘッドホンでなんか聴いてる変な奴やつだったもんな。前から訊ききたかったんだけどさ、あんな面つらして何聴いてるわけ？　まさか音楽じゃねーよな。音楽はもっと、こう、楽しく聴くもんだもんな」


    「残念ながら音楽だよ。あれでも楽しく聴いてたんだ。俺はリラックスすると、自然とああいう顔になっちゃうんだよ」


    「マジか。難儀だな。よし、あたしが楽しいときの顔ってやつを教えてやろう。こうやって笑うんだ、こうやって、にかーっと。そんで、あっはっは、と笑うんだ。ほら、真ま似ねしてみ？」


    　千木良はそう言いながら、ぼろぼろと大粒の涙をこぼしていた。


    「あれ？　うまくできないな。おかしいな。待って、今すぐ、笑うから。笑ってみせるからな。楽しいときは、こうやってさ、にかーっと、さ」


    「千木良」


    「変だな。きもくね？　なにこれ。あたし今楽しいんだよ。楽しいから、こうやって、笑ってみせたいのに、おかしいな。涙が出てる」


    「千木良。無理は嫌いなんだろ。楽にしていいんだ」


    「うあ─────────────ん」


    　千木良は、ぺたん、と座り込むと、大声で泣いた。


    「大おお野の、浜はま島じま、何でもういないんだよ。哀かなしいよ。哀しいよう。寂しいよ。嫌だよう。あ─────────────ん」


    「汀てい子こ、泣くだけ泣け。そんで泣きやんだら、あいつらの仇あだ打うちだぜ。そうだろ、アンタ」


    　マンディンゴが、こちらを見て言った。


    「ああ、これ以上好きにはさせない」


    「よし。聞いただろ汀子。好きなだけ泣いたら、次にやることが山積みだぜ。まだまだ俺たちには次があるんだぜ。あいつらの分も含めて大忙しだ」


    　マンディンゴは、目を細めながらそう言った。


    



    「あたしたちは、柱でバラバラにされてから──」


    　ナースステーションの中。俺おれたちは思い思いの場所に腰をかけながら、千ち木ぎ良らと、マンディンゴの話を聞いていた。


    「あたしは、大おお野のを抱えたまま、廊下に一人放り出された。とりあえず九階を目指そうとしたけど、そこをハエトリソウの奴やつに襲おそわれた」


    「汀てい子こは戦おうとしたんだが、大野とミザリーを抱えてたから無理があった。そこへ、東ひがし村むらが現れて、大野とミザリーを預かってくれたんだ」


    「で、結局、あたしとマンディンゴは、ハエトリソウの奴を倒した」


    「楽勝だったよな、汀子」


    「ああ、楽勝だった。中身は、津つ野の田だだったよ。こいつは、とどめを刺そうって言ったんだけど、あたしが反対した」


    「一度だけじゃ倒したことにはならねーのにな」


    「一回負けたのに、それでもまだかかってくるような馬ば鹿かなら、思い知らせてやるのもいいんだけど、まーとにかく、あたしは津野田をほっといて、先に進んだ」


    　そこで千木良は、音ね子ことラビイに話を渡した。


    



    「私は浜はま島じまくんを抱えたままとにかく走ったっす。そしたら、近くで誰かが戦ってる音が聞こえて、そっちに向かったっす」


    「戦っていたのは中なか岡おか里り英えと蛙かえるのキグルミでした」


    「蛙のキグルミは浜島くんの体に矢を刺した人で──蒲かん原ばらくんだったっす」


    「中岡里英のモスの特性は、毒粉でしたが、蛙のキグルミの特性もまた、毒の矢でした。二体はキグルミの毒に耐性があったため、どこまでも戦闘は平行線でした」


    「りっちゃんは飛び道具がない分、不利だったっす。だから、私とラビイが加勢したっす」


    「結果、あえなく蛙は撃退できました。ですが、」


    「気がつくと、りっちゃんと浜島くんは、いなかったっす」


    　中岡が浜島を運んで先に九階へ行ったのだろう、と音子とラビイは判断した。そして音子と千木良は途中で合流し、共に九階へ向かった。そこで──変わり果てた彼らの姿を見たのだ。


    　俺と赤あか糸しがたどり着いたのは、それからしばらくしてからだった。


    



    　俺は、音子と千木良に、八階で見た田た岡おかと宝ほう土どの死体のことと、そこで出会った光みつ見みのことを話した。


    「東村美み鈴れいさん、中岡里英さん、大野香か苗なえさん、浜島蓮れん斗とくんと、田岡国くに栄えいくん、宝土海かいさんを殺したのはほぼ同じ人物で間違いない、と考えるわ」


    　赤糸がこう言い切ってしまえるのには理由があった。東村と大野の殺されていた病室の、ベッドの下から、足りなかったはずの宝ほう土どとヒンザーの首が見つかったのだ。


    　それにより、犯人が八階で宝土の首を持ち去ったあと、九階に上がって東ひがし村むらたちを殺し、そこに宝土の首を置いていった、と予想ができた。なぜそんなことをしなければいけなかったか、は[image: ]なぞのままだったが。


    「でもさ、仁に科しなたちはあたしらの敵なんだよね？　ふつーに考えたら、あいつらが殺したんじゃねーのかな」


    　千ち木ぎ良らの意見は、赤あか糸しに否定される。


    「考えがたいのだわ。仁科は、兵隊を集めたがっている。殺してしまう理由がないわ」


    　その考えは理に適かなっていた。仁科は俺おれと赤糸の目の前で、藍あい羽ばと宇う田だ川がわと藤ふじ村むらを兵隊にしていた。三人仲間にしておいて、六人は殺してしまうなんて、道理が合わない。


    　──いや、そもそも人を殺すような奴やつは、道理なんか初めから考えないのだ。考えるような奴なら、あんなことはしない。


    「それじゃ、狼おおかみと人形の奴なんじゃねえのか」


    　マンディンゴが言った。狼と人形──郷ごう田だと巴ともえのことだ。


    「柄え州す巴さんはわかんないっすけど。郷田くんとアロは──命をあんなふうに、粗末にはしないと思うっす」


    「それじゃあ、いったい誰なんだよ、そいつは」


    　千木良が呆あきれるように言った。


    「整理するなら──私と歩あゆ、三み月け音ね子こさんと千木良汀てい子こさん、そして仁科に卵を埋め込まれてしまった兵隊。それと郷田勇ゆう気きと柄州巴。あとは既に戦線を離脱してしまった人たち。それらを除けば、考えられる人物は、もう残り少ないわ」


    「えーと、誰がいたんだっけ」


    「クラスメイトでまだここにいる誰も姿を見ていないのは、五人よ」


    　そして赤糸はナースステーションのホワイトボードに、その名前を書き記していく。


    　──国くに本もと藍あい。


    　──永なが瀬せ優ゆ里り亜あ。


    　──能の瀬せ史ふみ。


    　──基もと村むら夏か菜な子こ。


    　──竜りん胆どう凜りん。


    「ただし、この中の二人は、ゼロ戦と柱の特性のキグルミでしょうから、仁科の兵隊と考えて除外できると思うのだわ」


    「……女子ばっかじゃねーか」


    「男子が一人いるわ。これは実際には私と歩が出会っただけなのだけれど」


    　──光みつ見み彰あきら。


    「でも赤あか糸し、光みつ見みのキグルミで、あんなふうに体をムチャクチャできるようには見えなかったぞ」


    「私は歩あゆと違って、彼のことを全面的に、一切、一点のくもりもなく信用してないのよ」


    　赤糸はキッパリと断言した。


    「もう一人いるよ。『翼』の彼女だ」


    　サイクが言った。


    「そうね。忘れていたのだわ」


    　赤糸はさらに一人書き足す。


    　──竜りん胆どう明あ日す香か。


    「りんどう──あすかって読むっすか」


    「竜胆って──名前が同じだな」


    　千ち木ぎ良らの言葉に、赤糸は頷うなずく。


    「彼女は、凜りんの従妹いとこよ。そして私の幼おさな馴な染じみなのだわ」


    「『翼』のキグルミの少女。『時間の外』での統率者──ですね、歩」


    　ラビイが俺おれに言った。


    「うん、だけど『翼』のキグルミだったら、啄ついばんでも血が出ないんだ。俺とサイクが以前見たときは、あんなそこらじゅう汚しまくるような真ま似ねはしていなかった」


    　赤糸は俺たちの顔を一度見回した。


    「──この中に、あんな滅茶苦茶をやった人物がいる──と考えていいわ。だけれど私たちがしなくてはいけないのは、犯人探しではないわ。あくまでも最上階の明日香を叩たたくこと。それ以外の目的はないのだわ」


    　誰も何も言わなかった。赤糸は何も間違ったことは言っていない。ただし、一言だけ、言葉が足りないのだ。


    　俺は赤糸の横に立って、千木良と音ね子この顔を見て、言った。


    「ただし。最上階にたどり着くまでの障害は、全員で駆く逐ちくしていく。たとえそれが、頭のおかしな殺人鬼であったとしても」


    　千木良とマンディンゴ、音子とラビイの目に、光が戻ってきた。


    「よっしゃ。やってやろーぜ」


    「異義なしっす」


    　二人は立ち上がり、ナースステーションを出ていく。


    「……いい気にならないことだわ」


    　赤糸はそう言ってナースステーションを出ていきかけ、


    「ありがとう」


    　と一言だけ残した。

  


  
    



    



    　　　第三章　Ein Lied fur dich　～君への唄～


    



    　


    　赤あか糸しは、光みつ見み彰あきらのことを全面的に一切信用していないと言ったが、その言葉はもはや意味を成さなかった。


    　十四階のエレベーターホール付近で、彼の死体が見つかったためだ。


    　さらに少し離れた廊下の上で、藤ふじ村むら豊とよ太た郎ろうと蠅はえのキグルミと、稲いね永えい芳よし花かと三輪バイクのキグルミも見つかった。


    　三人は、やはりキグルミごとデタラメに破壊されていた。


    　ボンがマントから数本骨を同時に伸ばし、彼らの死体を軽く押して調べた。


    「どうかしら、ボン？　やっぱり──足りない？」


    「うむ。間違いない。この死体もまた、足りないな」


    「足りないって、何がだ？」


    　マンディンゴが訊きいた。


    「うむ──狐きつねの右足と、蠅の左手首、バイクの両足が足りない」


    「でも、増えてるのもあるね」


    　サイクの言うとおり、そこにはミザリーの右足、キングダムの右手とモスの右肩から先がそれぞれ捨てられていた。


    「ったくよー、悪趣味極まりないな。そいつはいったい何がしてーんだ？　胸むな糞くそ悪い」


    　千ち木ぎ良らの言葉に音ね子こが言った。


    「死体をバラバラにする行為には、合理的な理由がある場合が多いっす。一番よくあるのは、隠いん蔽ぺい目的──死体を持ち運んで処理しやすくするためっす。でも──今回の場合、それは半分当てはまるけど半分当てはまらないっす。犯人は死体の一部を運んではいるけれど、隠す気が全然見受けられないためっす。次に多いのは、身元を隠したり被害者を誤認させるためっす。田た岡おかくんと宝ほう土どさん、それとここで死んでいる藤村くんも、顔がわからなかったのでその可能性がありましたが、すぐに宝土さんの首は見つかってるし、やっぱりこれも当てはまらないっす」


    「なんだよ、どれも違うんかい。じゃー、いったいなんでだってことがわかんないのに、変わりはねーってことかよ」


    「あとは──生き残ってるものへの見せしめ、死体を損そん壊かいすることによる万能感もしくは性的興奮を得るため、ほかに、死体を何かほかの目的で利用したりするため、とか」


    「ほかの目的ってなんだ」


    「いろいろあるっす。食べたかったとか、指紋が必要だったとか、何かを加工するのに必要だったとか」


    　気分の悪くなる話だ。


    「それにしたって……可か哀わい想そうっす。あんまりっす」


    　音ね子こは光みつ見みの死体のそばにしゃがみこみ、小さく言った。


    「ああ、酷ひどいことしやがる。早いとこやめさせなきゃな」


    「狐きつねさん……こんなに可愛いのに」


    　音子は狐のキグルミの尻しつ尾ぽを撫なでながらそう言った。


    　──ん？


    　俺おれは、音子の撫でているものが引っかかる。


    「なあサイク。光見の尻尾って、元々あんなに多かったっけ」


    「んー？　覚えてないよ。あのときは暗かったし……なんか、三の倍数じゃなかったっけ──ほら。三の倍数だ。九きゆう尾びの狐だよ」


    　そうか、光見のキグルミは、九尾の狐だったんだ。


    「なあ、ちょっと思いついちまったんだけどさ」


    　千ち木ぎ良らが手を挙げて言う。


    「可能性の話なんだけど、この犯人ってさ、あたしらじゃなくて、キグルミのほうを狙ねらって殺してるって可能性、ないかな」


    「……何のためにかしら」


    「そりゃーあれだ、犯人にとっての合理的な理由ってやつだろ。何なのかは知らないけどさ」


    「ほお。発想の転換ってやつっすか」


    「そうそう。なんか、バラバラとか、細かいことはただの目くらましでさ、本当はもっとシンプルに、キグルミ殺したら中の人も一緒に死んじゃった、とかかも知んないよ？」


    「目くらまし、か」


    　ボンがぽつり、と言った。


    「だからたとえばだな、もういっそのこと、キグルミを脱いじまうとか、そういうレベルの考え方が必要なのかも知んないよ」


    　千木良がそう言ったときだった。


    「──そんなの、全然駄目なの」


    　その声が、天井から聞こえた。


    「三み月け、今なんか言ったか？」


    　千木良の質問に、音子が首を横に振る。


    　続けて、くすくすくす、という笑い声が聞こえた。


    　その声には聞き覚えがあった。そればかりか耳の奥に張りついて離れないようだった。


    「──明あ日す香かだ」


    　俺おれが言うと同時に、白いワンピースに包まれた少女の体が、天井を、音もなくゆっくりと通り抜けて現れた。


    　少女の背中には、金色に輝かがやく八枚の『翼』が広がっていた。


    「──私たちは、キグルミを脱いではいけないの」


    　明日香は目を閉じたままゆっくりと、そう言った。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    



    「そう。わかったのだわ、凜りん。お望みどおり、あなたから片付けてやるのだわ」


    　赤あか糸しはそう言って、巨大な白い鎌かまを握りなおすと、竜りん胆どうに向かって突っ込んだ。


    「ふん」


    　竜胆は海月くらげのような生き物のキグルミの腕を横に薙ないだ。


    　その腕から放たれた数え切れない水滴が、空中で一瞬にして凍りつき、そのまま弾丸となって赤糸の体へ向かう。しかし、ボンのマントが前面に広がってそれをカバーした。


    　ボンの鎌は竜胆の体に向かって振り下ろされたが、それより一瞬早く、竜胆のキグルミの触しよく手しゆが天井に伸び、その体を逆さに張りつかせて避ける。


    　後方から何十機ものプロペラの音が向かってきた。


    「くそったれ！」


    　千ち木ぎ良らは叫ぶと、マンディンゴの鎌で、廊下の壁を大きく切り取り、俺と音ね子この前に翳かざした。


    　次の瞬間、機き銃じゆうの音と共に盾たてとなった壁に一斉に細かな穴が開き、すぐに崩れ落ちた。


    　上空を猛スピードで通り過ぎていく小さなゼロ戦を、俺はサイクの目で視みた。


    　直後、地鳴りと共に真横から巨大な石の柱が俺のほうへ一気に伸びてくる。俺は爪つめを出す。


    「だめだ歩あゆ！　こいつは切り裂けない！」


    　サイクが叫ぶ。


    「退ひくっす！」


    　音子がそう言うと同時に、一瞬でラビイの足元は鉄で覆おおわれ地面に固定される。


    「エルボオオオオオオオオオオロケットオオオオオオオオオオオオオオオ！」


    　ラビイの肘ひじに開いた噴射口から轟ごう音おんと共に炎が噴き出し、長い白衣が翻ひるがえる。


    　廊下に落ちた粉ふん塵じんや細かなコンクリート片が巻き上がると同時に、音子はまっすぐにストレートパンチを繰り出す。巨大な古代の遺跡の柱と、巨大なテクノロジーの機械の拳こぶしは、凄すさまじい衝しよう撃げき音おんを鳴らして正面からぶつかり合い、一瞬だけ止まる。


    「んんんんなあああああめええええええんんんなあああああああああっ！」


    　音子がそう叫ぶと同時にラビイの拳は再び前方へ繰り出され、盛大に火花を散らして石の柱は中心から綺き麗れいに四つに割れながら進み、やがて地面へ落下した。


    「音ね子こ！　腰は大丈夫なのか！」


    「今回はきっちりサポートしてもらったす。でも、エルボーロケットは一日に一回しか撃てないのだ」


    「おい赤あか糸しぃ！　こっち防御が足りねーぞ！」


    　千ち木ぎ良らが叫ぶと同時に、一度通り過ぎていったゼロ戦が隊を組んで戻ってきた。


    「凌しのいでちょうだい！」


    　赤糸は廊下の向こうで竜りん胆どうの放つ氷の弾丸を防ぎながら叫ぶ。


    「千木良、マンディンゴと、右半分やってくれ。俺おれはサイクと、左半分をやる」


    　俺は千木良の肩に手を置いた。


    「右半分って、何機なんだよ」


    「全部で、三十機だ」


    「……はあ？」


    「さっき、俺とサイクで数えた」


    　俺と千木良は左右に飛び込み、まっすぐゼロ戦部隊へ突っ込んだ。


    　サイクと俺の視界をぴったりと重ね合わせ、タイミングよく並んだゼロ戦を一気に爪つめで薙なぎ払う。六機は撃ち落とすことができたが、残りは取り逃がしてしまった。隣を見ると、千木良も同じような状況だ。


    「すぐに戻ってくるぞ！　次で決めよー」


    　千木良はすぐに振り向くと、通り過ぎていったゼロ戦を迎え撃つ体勢に入る。


    「待て千木良、後ろだ！」


    「あ？」


    　次の瞬間、真後ろから遅れて飛んできた人型サイズのゼロ戦の腕に握られた竹たけ槍やりが、千木良の体を──貫つらぬいた。


    「本命は、あとから来るもの──じゃん、千木良ちゃん」


    　そのゼロ戦のキグルミの中で、紅白の巫み女こ服ふくに身を包んだ国くに本もと藍あいは──笑った。


    「千木良！」


    　俺は叫んで国本を攻撃しようとしたが、


    「ゼロ戦が戻ってきてるぞ！」


    　マンディンゴのその言葉に再び前を向く。


    　千木良の前に立ち、機き銃じゆうを撃ちながら突っ込んでくるゼロ戦を八機、薙ぎ払って落とす。


    「おい！　離せ！」


    　背後から国本の怒声が聞こえた。


    　振り向くと千木良が、背中から腹へと貫かん通つうした国本の竹槍を血に染まった両手で握っているのが見えた。


    「「なめんなああああああっ！」」


    　千ち木ぎ良らとマンディンゴは同時にそう叫びながら、貫つらぬかれた竹たけ槍やりを、一気に前方へと引き寄せ、自分の体から完全に引っこ抜いた。竹槍は、一瞬でサイコロ状に切られて落下した。


    「なんて奴やつだ！」


    　国くに本もとは一歩飛び退のいて片手を上げ、自分の周りに残った十機のゼロ戦を集結させた。


    　千木良は振り向いて国本と対面するが、腹部と背中に開いた穴からどくどくと血が流れ出ていた。


    「死ね─────っ！」


    　国本が片手を前に振るのと千木良がマンディンゴの両手をクロスさせたのは同時だった。


    　十機のゼロ戦が猛スピードで千木良へ突っ込む。マンディンゴの両手の鎌かまが、体から離れて前方へ回転しながら飛んでいく。


    　飛ばされた鎌の一つは、残った十機のゼロ戦を一気に破壊したが、相打ちとなって落下した。もう一つはそのまま国本へと突っ込むが、すんでのところで避けられてしまった。


    　千木良は、その場で膝ひざから崩れ落ちた。


    「千木良！」


    　俺おれは彼女へ駆かけ寄り、体を支える。


    「しっかりしろ！」


    「……大げさなんだよ。あたしはまだ、一回復活できるんだから……」


    「そうそう。自分の心配したほうがいいんじゃん？　大おお垣がい内とくん」


    　前方で国本の楽しそうな声がする。


    　顔を上げると、国本の周りに、小さなゼロ戦が──三十機すべて、復活している姿が見えた。


    「私のキグルミのカミカゼって、一度全部消えたら、また何度でも復活できるんだから」


    　そう言って国本とカミカゼは、両手を上げた。ゼロ戦がこちらへ機き銃じゆうを向けながら、隊を組むのが見える。


    「そうですか、それなら──」


    　背後から、高く落ち着いた声がした。


    「──ワタシの特性と、同じですね」


    　音ね子ことラビイが、白衣の前を開けながら立っていた。


    「「行こう軍ぐん！」」


    　二つの声が同時に叫び、ラビイの体の正面が青白く瞬またたくと、軍服を着てヘルメットを装着した巨大な黒い獣けものが、その体の中からゆっくりと現れた。全身を硬質な毛でびっしりと覆おおい、二本足で立つその獣は、[image: ]きばを剝むき出しにしながら全身の筋肉を隆りゆう起きさせる。それはまるでゴリラのように見えたが、丸太のような腕が、四本生えていた。


    「今度はやったっす」


    　国くに本もととカミカゼが両手を勢いよく振り下ろし、ゼロ戦隊は一気に獣けものへと突っ込む。同時に獣もゼロ戦隊へと真正面から突っ込んでいき、四本の腕を嵐あらしのように振りまわし、すべて叩たたき落としていった。


    「ええ、ジェネラル。ルーテナントなら安心です」


    「……ラビイ、お前の体の中の兵隊って、毎回何が出るのか、出すまでわからないのか」


    「はい」


    「……なんとかできないもんか、それ」


    　俺おれの腕の中で千ち木ぎ良らが言った。


    　そのときだった。


    　ラビイのルーテナントは、国本の手に握られた竹たけ槍やりに体を貫つらぬかれ、消滅した。


    「竹槍だって、復活するんじゃん」


    　国本は竹槍を回転させて足元で一度鳴らして止めた。


    「そっか。でもな国本、あたしのマンディンゴの鎌かまも復活するんだよ」


    「……は？」


    　次の瞬間、国本とカミカゼの体が一度だけ痙けい攣れんしたように震え、すぐに動きを止めた。


    「……ごぼっ」


    　何かを話そうとした国本の口から、大量の血液があふれ出た。


    　その喉のど元もとに、マンディンゴの鎌が突き刺さり、貫かん通つうしていた。


    「本命はあとから来るもんなんだろ、国本。あたしのマンディンゴの鎌も、アンタのゼロ戦と同じ──行ったら、戻ってくるんだよ」


    　千木良は笑って、目を閉じた。支えられていた全身の力が抜け、一気に体重を重くする。


    　国本の耳にその言葉が届いたのかどうかは、わからなかった。ぐるん、と白目を剝むくと、胸の真ん中からカラフルな卵が一つ飛び出して、宙に浮いた。


    　国本とカミカゼはそのまま前方へ倒れこみ、自分の体と床ゆかでその卵を破壊した。


    「赤あか糸し！　国本を、骨にしてくれ！」


    　赤糸のほうを見た俺の目に飛び込んできたのは、──両足を床に氷漬けにされた赤糸の姿だった。


    「──そう、一人倒したのね。すぐにそっちへ行くから、待ってるといいのだわ」


    　赤糸はそう言いながらも、四方から絶え間なく降り注いでくる竜りん胆どうの氷の弾たまをボンのマントの骨から伸びる楔くさびと、両手で握る巨大な鎌で、なんとか弾はじき落としていた。


    「歩あゆ。ここはワタシたちが凌しのぎます。赤糸を助けてください」


    　ラビイはそう言うと、俺の腕の中から千木良の体を受け取った。


    　地鳴りがして、倒れた国本の前に、巨大な石の柱が落下してきた。それは真ん中で二つに綺き麗れいに割れると、砂煙と共に中から神話の巨人のようなキグルミがゆっくりと降り立った。


    　巨人の胸には、基もと村むら夏か菜な子このうんざりしたような顔があった。


    「やるわよ、デウス」


    　基村は巨人に言った。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    



    　俺おれは赤あか糸しの元へ駆かけ寄る前に、距離を置いて身構えると、竜りん胆どうの攻撃の様子を、サイクの額ひたいの目で視みた。


    　一瞬ですべての音が消え、世界がスローモーションになって目に飛び込んでくる。


    　竜胆のキグルミは全身が水に濡ぬれていた。


    　そして体から何本も生えている触しよく手しゆを勢いよく振ると、それだけで、表面についた水滴を一気に飛ばすことができる。水滴は、空中で発射されながら凍りつき、氷の弾たまへと変わる。


    　ボンのマントから何本も同時に伸びる骨の楔くさびは、その氷の弾丸を弾はじき落としていたが、弾き落とされた氷は一度空中で水に戻り、赤糸の足元の床ゆかに落ちると再び凍りつく。


    　その応おう酬しゆうの結果、赤糸の両足は今や完全に氷漬けにされていた。


    　さらに竜胆のキグルミの頭部と、何本かの触手にも、霜しもが降りているのが見えた。


    　俺は額の視界を打ち切った。一気に世界は音と速度を取り戻す。


    「──よく一人であの攻撃に対応できるよ。僕と歩あゆなら、初弾さえ避けられないだろうね」


    「なあサイク、あれ、おかしいと思わないか」


    　俺は、疑問を相棒にぶつける。


    「何が」


    「竜胆の攻撃だ。どうして、初めっから氷の弾を発射せずに、空中でわざわざ氷に変えるんだ？　で、撃ち落とされたらまた水に戻って、そこからまた凍るのは、何でなんだ？」


    「知らないよそんなの。そういう攻撃しかできないんじゃないの」


    「あともう一つ。どうして竜胆本人も、ところどころ凍ってるんだ。おかしくないか」


    「別に。寒いから凍ってるんだろ。当たり前じゃないかそんなの──あ」


    　サイクも気づいた。


    　そう。おかしいのだ。キグルミが、自分の特性でダメージを受けることなど、あるだろうか。郷ごう田だのアロは、自身の毛を矢にして飛ばすたびに、毛が抜ける痛みに耐えるだろうか。光みつ見みの狐きつねが出していた火の玉は、本人すら熱がっていただろうか。


    　相手にダメージを与えることはできても、自分は平気だから──特性なのだ。


    「あれは、竜胆の特性じゃない」


    「そう。近くにもう一人いて、そいつと攻撃を組み合わせてる。見つけようサイク、そいつが恐らく──氷こおり野や郎ろうだ」


    　俺おれとサイクは額ひたいの視界をレーダーに切り替え、一気に広げていく。


    　基もと村むらとデウス、対たい峙じする音ね子ことラビイ。


    　倒れたまま復活を待つ国くに本もととカミカゼ、千ち木ぎ良らとマンディンゴ。


    　攻撃の手を休めない竜りん胆どうと海月くらげのキグルミ、それを防ぐ赤あか糸しとボン。


    　宙に浮かんだ風船と、そこに腰かけてニヤニヤと見下ろす仁に科しなとゼム。


    　──ほかには何も見えなかった。


    《いない》


    《そんなはずはない！　見落としてるだけだ。サイク、もう一度だ。もう一度視みてみよう》


    　再び額の視界をレーダーに切り替え、生命反応を捉とらえる。


    　基村とデウス、音子とラビイ。


    　国本とカミカゼ、千木良とマンディンゴ。


    　竜胆と海月のキグルミ、赤糸とボン。


    　風船と、仁科とゼム。


    　──やはり、キグルミは見つからなかった。


    《やっぱりだ、いないよ。歩あゆ、考え方が間違ってたんじゃないかな》


    《いるはずだ、サイク。もっと視界を広げよう。遠くにいるのかもしれない》


    《そんな遠くからあんな細かな攻撃ができるとは思えない。やっぱりここにはいないんだよ、そんな奴やつは》


    　意見が衝突し、俺とサイクの心は離れた。


    　途端にレーダーが途切れ、視界が元に戻る。


    「『出会い』を逃のがした。なあ歩、一いつ旦たん落ち着こう。赤糸を助けたいのは僕も同じだけど、このままじゃ共倒れだ」


    　俺は仁科を見上げた。相変わらず宙に浮かべた風船の上で、ニヤニヤと不快な笑え顔がおをこちらへ向けていた。


    「歩、駄目だ、あいつを見ちゃいけない。あいつのペースに巻き込まれたら、卵を埋められるぞ。おかしな幻げん術じゆつを仕掛けられたらどうするんだ」


    　サイクの言葉を聞いて、俺は気づく。


    「サイク、それだ」


    「え、どれかな」


    「仁科だ。あいつ、どうして──あのまやかしを使ってこないんだ」


    「知らないよ。あいつにも都合があるんじゃないの。手品のネタが切れたのかも」


    「違うぞサイク。そうじゃない。あいつは、もう、今、使ってる最中なんだ。あいつの特性も、ラビイと同じく、いくつも同時には使えないんだ。あいつはもう既に、幻術を使ってるんだよ、サイク」


    「だって、別におかしなことなんか何も起こってないじゃないか」


    「いや、起こってた。起こってたぞサイク。さっき、お前のレーダーで確認したときだ。生命に反応するお前のレーダーに、おかしなものが映ってたじゃないか。あれがおかしいんだ。なあサイク。どうして、風船がレーダーに反応していたんだ？」


    「──そうか。あれが、仁に科しなの手品だったんだ」


    「氷こおり野や郎ろうは、風船の中にいる」


    　俺おれはサイクの左腕の中で拳こぶしを強く握って爪つめを伸ばすと同時に、風船へ向かって一直線に走り出した。


    　仁科はそれに気づくと、「ちっ」と舌打ちをして、風船から飛び降りる。


    　入れ替わりで俺はジャンプし、巨大な風船をサイクの爪で切り裂いた。


    　パン、と乾いた大きな音がして風船が割れ、中からペンギンのキグルミが手足をバタつかせながら現れた。


    「わっ。わっ。わっわっ」


    　ペンギンはそんな声を出してクルクルと回転しながら落下し、空中でボンのマントから伸びる骨の楔くさびで横に薙なぎ払われ、壁に思い切りぶつけられた。


    「ぐえっ！」


    　ペンギンは潰つぶれた声を出し、そのままずるずると壁を這はうように、頭から床ゆかへ落ちて倒れた。ペンギンの口が開き、中から失神した永なが瀬せ優ゆ里り亜あの顔が見えた。


    　次の瞬間、赤あか糸しの足を覆おおい固めていた氷が一気に溶けた。


    「くそっ！」


    　竜りん胆どうはそう言って触しよく手しゆを思いきり振るが、もはやただの水滴となったそれは、赤糸による鎌かまの一薙ぎで、すべて空中へ飛散するだけだった。


    「よく頑張ったわ。私の歩あゆ」


    　赤糸は俺の横を走り抜けながらそう言うと、今まさに目を覚ましかけた国くに本もととゼロ戦のキグルミの体を、鎌で真横に薙ぎ払った。


    



    　──その後、すべては、同時に起こった。


    　千ち木ぎ良らとマンディンゴが復活して目を覚ますのと、


    　音ね子ことラビイと、二人に応戦していた基もと村むらとデウスが一度距離を置いて離れたのと、


    　ボンのマントの中に国本とカミカゼの骨がストックされたのと、


    　二に丁ちよう拳けん銃じゆうを構えながら現れた宇う田だ川がわのキグルミがこちらに銃口を向けたのと、


    　銀色の甲かつ冑ちゆうのキグルミの藍あい羽ばがペンギンのキグルミの永瀬を抱きかかえたのと、


    　海月くらげのキグルミの竜胆がその体の色を水色からピンク色へ変えたのと、


    　仁に科しなとゼムが両手を翳かざしてクラッカーを空中に出現させて「二回戦開始だ」と叫んだのと、


    　郷ごう田だとアロと巴ともえとキャロル・アンが床ゆかを突き破って現れたのと、


    　俺おれとサイクの目の前に巨大な金色の歯車が宙に出現したのとは──同時に起こった。


    　直後に全員、それぞれの行動を起こすはずだったが、全ての視線は宙に浮かぶ金色の歯車へ注がれていた。


    　誰も動けなかった。動くことができなかった。


    　巨大な金色の歯車に嚙かみ合わさるように、大小さまざなサイズの歯車が次々と空中に現れながらその角度を変える。


    　そして歯車は同時に高速で回転を始め、複雑に絡み合った歯車は一気にそれぞれの方向へと移動していく。外へ外へと回転する歯車は、中心に口を開けながらも空中でどんどんと角度を変え、やがて地面と水平に浮かんだかと思うと、その中からドレスを着た巨大な女性のキグルミが、せり上がってきた。


    「──いよいよ最後の一人、なのだわ」


    　赤あか糸しがその姿を見上げながら言った。


    「──能の瀬せ、史ふみか」


    　仁科がそいつの名前を呼んだ。


    　三メートル近くはあるかと思われるそのキグルミは、古めかしいドレスに身を包んでいた。首の上に頭部はなく、代わりに複雑に絡み合ったサイズの異なる金色の歯車がいくつも首元から見える。


    　右手には鳥かごが提げられており、長く豊かな髪の毛を持つ頭部は、その中にあったが、それは男性の老人の顔だった。左手にはコンクリートの破片が握られていた。ふくよかな胸元には縦に切れ込みが入っており、そこから巻き毛の美しい女子生徒の顔が見えていた。


    　柔らかな笑みを携たずさえて長い睫まつ毛げをゆっくりと上下させながら、その女生徒は、ピンク色の唇くちびるを開いた。


    「皆さん、ごきげんよう──私のグラン・ギニョルにご挨あい拶さつを」


    　能瀬は、ドレスの裾すそを持ち上げてそう挨拶すると、


    「それでは、サヨウナラ」


    　と言って左手に握られていたコンクリート片を、右手に提げられた鳥かごの中に、放り込んだ。鳥かごの中の男性の老人の頭部は、大きく口を開き、そのコンクリート片を飲み込む。


    「インドア乱数」


    　能瀬の声が響いた瞬間、グランギニョルの首元の金色の歯車が回転を始めた。


    



    　……キチキチキチキチキチキキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチ……。


    



    　その瞬間、『時間の外』の中の時間は、止まった。歯車の音だけがあらゆる場所で鳴り響き、同時に足元の床ゆかを埋め尽くすかのように、いくつもの歯車が下から現れた。


    　そしてそれらはすべて組み合わさっており、一斉に回転を始める。


    　全員の足元に空間は広がっていき、やがてその中へ一人ずつゆっくりと飲み込まれていった。


    　俺おれとサイクは、止まったままその光景を、額ひたいの視界で見ていた。


    　全員が時間を止められ、床に敷き詰められたさまざまなサイズの金色の歯車のつくり出す空間の中へと飲み込まれていく間、俺とサイクの意識は止まらず、動いたままだった。


    　能の瀬せとグランギニョルは、そのことに気づいていないのか、あらゆる方向へ回転する地面の歯車の上に乗って、楽しそうに[image: ]あめ玉だまを舐なめて、回りながら踊っていた。


    　やがて俺とサイク、能瀬とグランギニョルを残して、全員が歯車の間の空間へと飲み込まれると、ようやく歯車は回転を止めた。


    　地面に浮き出ていた歯車が消えると、ようやく俺とサイクは動くことができた。


    　能瀬とグランギニョルは、ようやくそこで俺に気づく。


    「あら……あなたたちは、グランギニョルの乱数空間から逃のがれることができましたのね」


    「史ふみ。どうやらこの子たちは、幾分、混ざってるようだ」


    　鳥かごの中の老人の頭部が、嗄かれた声で言った。


    「何をした？　能瀬史さん、お前、赤あか糸したちに何をしたんだ!?」


    　俺はサイクの爪つめを出して叫ぶ。


    「……別に何も。退屈しのぎに、ただシャッフルをしただけですわ」


    　能瀬はつまらなそうな表情で、そう言った。


    「それよりも……大おお垣がい内とくん、と、サイク……あなたたち、混ざってるのね。面白いわ。よほどいい『出会い』を、何度もしましたのね」


    「どうして僕と歩あゆのことを知ってる」


    「見ていたからだ。ずっと、ずっと、な」


    　サイクの疑問にグランギニョルが鳥かごの中で嗄れた声で答えた。


    「……わたしたちも、随分長い間見て来たのだけれど、そろそろ退屈もしてきたのですわ。そうね。あなた方──混ざってるのなら、ちょうどいいですわ。今度はあなた方が、見てくればいいのですわ」


    　能瀬はにこやかにそう言うと、ドレスのスカートの中から、引き千ち切ぎられたカブトムシのキグルミの腕を、取り出した。


    「あれは！　キングダムの右手だよ、歩！」


    「お前らだったのか。あいつらを、あんな酷ひどい方法でデタラメに、殺したのは」


    　──彼らの命を蹂じゆう躙りんしたのは。目の前にいる能瀬と、グランギニョル。


    　俺はサイクの爪を能瀬史に向けて、一直線に突っ込む。


    　能の瀬せは一度もこちらを見ることなく、鳥かごの中のグランギニョルに、[image: ]あめ玉だまを一つ放り投げると、自分の目の前に現れた歯車の空間へ入り込んで消えた。


    「どこ行った？」


    「歩あゆ、後ろだ」


    　振り向くと、新しくできた歯車の空間から出てきた能瀬が、こちらを見ることなくため息をつく。


    「……残念ながら、違いますわ。わたくしたちはただ、これがもう必要なくなったようなので、拝借してきただけにすぎませんのよ」


    「──必要なくなった？　……誰にとってだ？」


    「もちろん、殺人を繰り返してる、真犯人にとって、ですわ」


    「誰がやったか知ってるのか」


    「もちろん知っている。見ていたからだ。ずっと」


    「教えてくれ」


    　能瀬は、俺おれの目を見ると、キングダムの右手をぶらんぶらんと振りながら、笑った。


    「その、額ひたいの大きなご自身の目で、確かめればよろしいのですわ」


    　そう言うとキングダムの右手を、鳥かごの中の老人の口へ突っ込んだ。


    「乱数空間の旅よ。せっかく混ざってるのだから……ご挨あい拶さつをしてらして」


    　その言葉を聞きながら、俺とサイクは、頭上に突然現れた金色の歯車のつくる空間へと、吸い込まれていった。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    



    　頭上にあった歯車に飲み込まれたはずなのに、俺とサイクの体は落下しているような感覚に襲おそわれていた。どこまで落下しても決して地面へはたどり着かないような空間──ああ、俺はこれを知っている。以前に体験したことがある。いや、今日きようでさえも。あれは、そう──。


    　突然視界が開けると、目の前に、千ち木ぎ良らとマンディンゴの顔があった。


    　こちらを見つめながら、何かを必死に喋しやべっているが、声が耳まで届いてこない。


    《音声の周波数が通常と違うんだ。待ってて。調整しよう》


    　サイクが頭の中で言った。


    《なんだお前、そこにいたのかよ》


    《いるよ、ずっと。一緒に放り込まれただろ、乱数空間に》


    《それもそうだ》


    　やがてフィルタをかけられたようにくぐもった音声が聞こえ、すぐに鮮せん明めいに聞き取れた。


    『どうしてみんなの死体がなくなってるんすか！』


    　音ね子この取り乱した声が聴こえたが、本人の姿は見えなかった。


    『落ち着け三み月け！　あたしにだってわからないよ、さっき死んで、ようやく目を覚ませたと思ったら、ここにいたんだから』


    　千ち木ぎ良らが俺おれの顔を見ながら言った。


    　突然視界が思いもよらない方向に勢いよく動いてその場所を見回す。


    《うわ、この視界を好き勝手に動かされる感覚、久しぶりだ》


    《前に歩あゆにやられたやつだ。酔うなこれ、すっごく》


    　好き勝手に移動する視界は次々と、血ち塗まみれになった病室の床ゆかと、壁と、天井を這はいずり回る。


    《わかったよサイク、これ、音子が見てる視界だ》


    《なるほどね。どうりで音子もラビイも見えないわけだ》


    『ひがっしーも、りっちゃんも浜はま島じまくんも大おお野のさんも、どこ行っちゃったんすか！　誰がやったんすか！』


    　その音子の声を最後に俺とサイクは再び暗くら闇やみに放り出されて落下する。


    　思い出した。これは。


    　以前、サイクの心と、『出会い』をするため、もっと深く、もっと先へと、延々と潜もぐり込んだ先に体験したあれだ。


    　俺はそれを、今回はサイクと二人で、再び体験させられている。


    　能の瀬せとグランギニョルによって──乱数空間──強制的に。


    　それよりも、今音子の視界で見た風景はいったい何だったんだ。


    　──どうして、殺された人たちの死体がなくなってしまってるんだ。


    　いったい、誰が何のためにそれを──。


    



    　……キチキチキチキチキチキキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチ……。


    



    　突然視界が開けると、目の前に、田た岡おかとミノーの顔があった。


    《田岡!?　生きてるのか？　いや、そんなはずは──》


    　次の瞬間、鋭するどい爪つめを出した黄色い腕が勢いよく伸び、田岡の顔に叩たたき込まれた。


    　世界は完全に無音だった。


    《ひっ！》


    　爪は田岡の顔面に突き刺さり、拳こぶしはその骨をぐしゃぐしゃに叩き潰つぶした。


    　この視界の持ち主は、ゆっくりと田岡の顔から叩き込んだ拳を引き抜く。


    　爪の先には田岡の右の眼球が刺さったままだったが、眼がん窩かから無理やり引きずり出された。眼球はまだ、神経の束で繫つながっていた。


    　顔には大きな三つの穴が開き、そこからどす黒い血と鮮せん明めいな明るい血がそれぞれ脈打ちながら流れ出す。ほとんどの前歯が折られた口は、ゆっくりと動いてそれでも何かを話したがってるようだった。


    《だめだ。どうしても周波数が捉とらえられない。音が拾えないよ》


    　サイクはそう言ったが、俺おれは音なんて聴きたくもなかった。


    　目も瞑つぶってしまいたかった。


    　だが、これをしている人物の視界を無理やり見せられている俺には、目を瞑ることさえ叶かなわなかった。


    　続けて二度、三度、拳こぶしは田た岡おかの顔面に叩たたき込まれる。


    　血は飛び散り、歯はほとんど折られ、ぐしゃぐしゃのイチゴジャムみたいになった顔面はもう、本来あるべき場所のどこにも、田岡の目と鼻と口を配置していなかった。


    　額ひたいに開いた爪つめの穴から、黄色い脳のう漿しようが流れ落ちてきていた。


    《もうやめてくれ！　誰がいったいこんな酷ひどいことを──皆にしたんだ！》


    　すっかり歪いびつな形になってしまった田岡の頭の向こうで、宝ほう土どが、これから自分にされるであろうことを想像して、泣き叫んでいるのが見えた。


    　視界の持ち主である殺人者は、廊下に埋められた田岡の体を引きずり出そうとし始めた。


    　その光景を最後に俺とサイクは再び暗くら闇やみを落下し始めた。


    　ようやく目の前の光景から解放されて俺は安あん[image: ]どした。


    　さっきの音ね子こと千ち木ぎ良らの視界は、現在だったが、先ほどの田岡殺さつ戮りくの視界は、少し過去だ。


    　乱数空間では、時間も場所もすべて乱数に支配されているのだろうか。


    　そして俺は殺人者そのものの視点で、その姿を見た。


    　その姿の、一部分を。黄色い腕と、三本の爪。


    　そのキグルミの持ち主はたしか──。


    



    　……キチキチキチキチキチキキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチ……。


    



    　またも視界が開ひらける。


    　離れた場所に眉まゆ根ねを寄せた赤あか糸しと、ボンの姿があった。


    　赤糸の前には郷ごう田だとアロがいて、少し離れた場所に巴ともえとキャロル・アンが立っている。


    　赤糸のいる場所と、この視界の持ち主がいる場所は恐らく──病院の地下にある、大食堂だろうか。


    《これは周波数が合わせられそうだ》


    《頼む》


    　やがて音声が耳に届き始める。


    『松まつ本もとくんが、望んだのよ。私のボンに切られることを』


    　赤あか糸しは郷ごう田だに向かってそう言った。


    　視界が一度だけ激しく揺れて、視界の端に、物陰に隠れて赤糸たちを覗のぞき見る仁に科しなと竜りん胆どう、その後ろの基もと村むらと藍あい羽ばの姿を捉とらえる。


    　思わず心臓が高鳴る。これは──仁科軍団の誰かの視界か？


    　再び赤糸と郷田の姿に視線が戻る。


    　──これはいったい誰の視界なんだ？


    『どうしてあいつはそんなことを言ったんだ』


    　郷田が言った。


    『彼が優しかったからなのだわ。彼はクラスの誰とも争う気なんかなかった。彼はあのとき、私に言ったのよ』


    　そこで、突然音声が途切れ途切れになった。


    　視界に映る赤糸の唇くちびるの動きと、聞こえてくる音声も前後がずれている。


    『い──んぜんなば──を──きすれば、も──に──うに──もどれない、と』


    《サイク！　音声が聞き取れない！》


    《仕方ないだろ！　僕だってまだ仕組みを把握してるわけじゃないんだ！》


    『──だからお前は、松まつ本もとを骨にしたのか』


    『そうよ。彼をもう一度、生き返らせるために』


    　その赤糸の声を最後に俺おれとサイクは再び暗くら闇やみを落下し始めた。


    　あれは──今見たあの光景は──恐らく現在のものなのだろう。


    　郷田は、赤糸に松本のことを訊きくことにしたのだ。


    　なぜだろう？


    　俺の言葉を、信じてくれる気になったのかもしれない──


    



    　……キチキチキチキチキチキキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチ……。


    



    　突然目の前に、宇う田だ川がわとカウボーイハットのキグルミの、怒りに満ちた顔があった。


    　激しく視界が揺れる。


    　目の前の天井と壁が一気にものすごい速度で動く。


    　全くピントが合わない。


    《またこれか！　勘弁してくれ！》


    《サイク！　音声だ！　音声だけでも聴けるか？》


    《やってみるけど！　期待しないでよ！》


    　視界の隅で宇田川のキグルミが銃じゆうを構えてるのが目に入る。


    　閃せん光こう。


    　同時に視界が激しく横に揺れて転がる。


    　何度も天と地が入れ替わって何が今視界に入ってるのかすらわからない。


    　再びピントの合わない視界の奥で、宇う田だ川がわとカウボーイハットのキグルミがこちらに銃じゆうを向けながら走り去っていくのがかろうじて見えた。


    《サイク！　まだか！》


    《今やってる！》


    　次の瞬間、宇田川の足下に、火柱が上がった。


    　宇田川は倒れこむ。


    　そこより少し離れた床ゆかに、蔓つるをもった植物のキグルミと、カラフルな蛙かえるのキグルミが真っ赤かに染まり、ぴくりとも動かないのが見える。


    　音声が徐々にクリアになり始める。


    『──うぎゃああああ──』


    　──一瞬、目の前が真っ暗になり、目の前に再び宇田川の顔。


    　床に転がされてるらしい。


    　頭のほうに、何者かの影が伸びる。


    　音声も戻ってきた。


    『──んで、こんなこと、するんだ』


    　宇田川が恐怖に引きつった顔で訊きいた。


    『捕ほ鯨げい──対だから』


    　その影は言った。


    　この声は。この言葉は。


    『──くはベジタリアンだから。両親に虐しいたげられて育っ──なおかつ宗教弾圧反対の人種差別主義者だ──』


    『ふざけん──』


    　次の瞬間、視界の持ち主の黄色い腕の爪つめが、宇田川の胸の肉を、骨と内臓ごと、思い切り抉えぐり取った。


    　鮮せん血けつとどす黒い血が一斉に噴き出す。


    『ぎゃあああ──ああああ──あ──あ──ああ』


    　その宇田川の声を最後に俺おれとサイクは再び暗くら闇やみを落下し始めた。


    　今の光景は。いや、それよりも、あの声は。あの腕は。


    　そうか。そういうことだったのか──。


    



    　……キチキチキチキチキチキキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチ……。


    



    　突然視界が開けると、そこは、見渡す限りの荒野だった。


    　紫むらさき色の空はどこまでも続き、巨大な三つの惑星が重なり合いながら浮かんでいるのが見えた。


    　誰もいない。


    　生きているものは。


    　風の強い丘に、俺おれは一人で立っていた。


    　いや、一人ではなかった。


    「サイク」


    「なんだい歩あゆ」


    　俺は、自分の体を包んでくれているキグルミに声をかけた。


    「……今度はいったい、ここはどこだ」


    「さあね。地球じゃないんだろ、ってことしかわからないよ」


    　俺とサイクは紫色の空に浮かぶ、三つの巨大惑星を見上げた。


    「……どうすりゃいいんだろう」


    「知らないよ。とりあえず、そうだな──生きてる人がいないか、探してみるってのはどう？」


    　サイクのその言葉で、俺は丘を降り始める。


    　降りていくに従って、荒野は緩ゆるやかな丘きゆう陵りようの重なりで構築されていることを知る。


    　そして、その至るところに朽くちて捨てられた、おびただしい数の死体。


    　あるものは手足を投げ出し。あるものは重なり合い。あるものは半分に千ち切ぎられ。あるものは埋められ。飛び散り。食われ。燃やされ。数え切れないほどの死が、その荒野を埋め尽くしていた。


    　そしてそれらはすべて──さまざまな種類の──キグルミの死体だった。


    　中にいたはずの人間──地球人ではないだろうが──は既に骨と塵ちりになってるらしく、そのキグルミも皆、中身がなくぺちゃんこだった。昆こん虫ちゆう型のもあれば、獣けもの型のもあり、機械型のもあれば、見たことのない異い形ぎようの型のもあった。


    　彼らは皆、お互いの特性であろう武器やアイテムを握り、朽ち果てていた。


    　数え切れない死を踏み越えて進んでいくうちに、彼らはそれぞれ、ある軍団とある軍団であり、お互いが向かい合ったまま死んでいることがわかった。


    「……ここは、かつての、戦場だったんだね」


    「……ああ」


    　それだけ言うと、俺とサイクはもう何も喋しやべらずに歩いた。


    



    　どこまで歩いても、朽ちた死は途切れることがなかった。


    　いつまでたっても、空に浮かぶ巨大な三つの惑星は、場所を移動することはなかった。


    　俺とサイクは、いくつ越えたかわからない丘の上に座って、終わりなく広がる死で埋めつくされた荒野を見渡した。


    　初めに見た風景と何も変わってないように思える。


    　丘をいくつも越えたと思ったけれど、本当は一つも越していないのかもしれない。


    「……ここは『時間の外』なんだ」


    「……そうだね」


    「ここはもう、ずっと、永遠に、このままなんだ」


    「だろうね」


    　そんな会話を交わしたときだった。


    　視界の遠く向こうの丘の上に、死体の上をゆっくりと動く影が一つ見えた。


    「サイク、向こう」


    「誰かいたね」


    「視みえるか？」


    「視よう」


    　俺おれとサイクは額ひたいの視界を遠く向こうの丘へ飛ばしていく。


    　目の前に、つばの広い帽子と黒いマントで身を包み、片手に木の枝を持つ、鳥の嘴くちばしを模したマスクを被かぶった人物が飛び込んできた。あれは──たしかホラー映画で観た、ペスト医者のマスクによく似ている。


    　ペストマスクの人物もこちらへ気がついたようだった。


    『驚いた。まさか、また生きてる人間に会えるなんて予想もしていなかった』


    　ペストマスクの声だろう。離れているのに耳のすぐそばで聞こえた。


    　それは男性のようにも女性のようにも、老人にも子どもにも聞こえる、摑つかみどころのない声だった。


    　俺とサイクは丘の上に座ったまま、遠く向こうに離れたままのペストマスクと、その場を一歩も動かずに会話をした。


    「ここは、どこなんだ？」


    『ここは、見てのとおり、荒野だよ。かつては戦場だった』


    「……あなたは何者なんだ」


    『私は、戦争で死ねなかった者だ。誰も私を殺してくれないまま、戦争は終わって、時間も止まってしまったのさ。それ以来、私はここで、永遠に彷徨さまよっているんだ。かつての敵と味方の屍しかばねの上を歩きながらね』


    「死ねないのか？」


    『死のうと思えば死ねるけど、ただ、死ぬのはいやなんだ。意味のない死なんて耐えられない。私は、私の死をきちんと飾りたいと願っている。それ以来、私は死ねなくなったんだ』


    「ただ死ぬっていうのは、どういうことなんだ？」


    『私は、戦争で死にたかったんだよ。戦って死にたかったんだ。それこそが私の死だと信じて生きてきた。でも、結果はご覧のとおり。生き残ってしまった。もはや私を殺してくれる人は誰もいないんだ』


    「たとえば、俺おれたちが殺してあげるって言ったら、どうする？」


    『断ことわるだろうね。君たちは、私の敵でも味方でもない。それは意味のないことと同じだ。自殺となんら変わりはないのさ』


    「ねえ、ここで死んでるのは、キグルミなんだろう？」


    『そうだよ。君の着ているものと同じだ』


    「キグルミって、いったい何なんだい」


    『自分で着ているのにわからないのかい？』


    「教えてくれ。これは──戦争の道具だったのか」


    『いいよ。教えてあげよう。生きている人間と喋しやべるのは久しぶりだしね。昔のことを思い出すのもたまにはいい。……そう。兵士の体を守り、攻撃力を増ぞう幅ふくさせ、その肉体の強化を図るためにかつて開発された、兵器だよ。キグルミの最大の特徴は、恐怖心の麻ま痺ひだったよ。キグルミにはそれぞれ個性が与えられていたけれど、そのどれもが基本的には好戦的だった。まあ、生まれついての性格だから、時には臆おく病びような奴やつもいただろうがね。それでも、いざ戦闘が開始されると、みんな勇ゆう敢かんに戦ったよ。初めにキグルミを作った国は大勝利を収めた。でもね、それも長続きしなかったのさ。ほかの国もすぐにキグルミを作り出したからね。勝てなくなるとまた新たな改良が加えられた。一度安全な場所から誰かを攻撃すれば──その快感を知ってしまえば、もう二度と、日常には戻れないんだよ。それで勝つと今度は敵も改良する。そうやってどんどん新しいキグルミが作られていくうちに、だんだん人々は、手っ取り早い方法を思いついたのさ』


    「手っ取り早い方法って？」


    『すなわち、戦場でキグルミがやられてしまっても、すぐその場で新たなキグルミが生み出されれば攻撃の手が休まることはない、というふうに。そのうち、ある国が、キグルミの代わりに戦ってくれる簡易的な生き物を生み出す装置を開発して、キグルミの体に組み込んだ。またある国は、キグルミを着ていれば一度は復活できる技術を応用して、やられた兵士の命を一度ストックして、本部へ持ち帰る装置を開発して、キグルミの体に組み込んだ。やがてほかの国は、その両方を研究し、死んだ兵士の命をストックする装置を組み込まれたキグルミと、その場で生き返らせる装置を組み込まれたキグルミを生み出した』


    　ペストマスクは続ける。


    『あとは、もう、何がなんだかわからなくなったよ。何しろ、死んでもその場で生き返るんだ。首を切り落とすか、頭を潰つぶすか──以外は、すぐにね。お互い、だんだん、自分たちが何のために戦っているのか、なぜ戦い始めたのかもわからなくなってきた。殺してもすぐに生き返るし、殺されてもすぐに生き返るんだ。そうこうしているうちにみんなの心は砕けていった。最後は、国も何もかも滅ほろんでしまっても──星が全部荒野になってしまっても、戦争だけはやめられなくなってしまって、そのうちに、殺し合いを続けたまま、みんな塵ちりになってしまったんだ』


    　ペストマスクの話はそこで終わった。


    　俺おれもサイクも、鳥のマスクの人物も、何も言わずにしばらくその丘の上に座っていた。


    『それじゃ僕は行くよ。久しぶりに人と話せてよかった。嬉うれしかったよ。それじゃあ』


    「ここから出たいとは、思わない？」


    　サイクが尋ねた。


    『どういう意味かな』


    「僕らと一緒に、ここから出たいって、想像は、しない？」


    　鳥のマスクの人物は、答えなかった。


    　ただ、手に持った木の枝を頭上に掲かかげ、大きくこちらへ何度も振っただけだった。


    　その鳥のマスクの人物の姿を最後に俺とサイクは再び落下し始めた。


    　あれがどこの話かは知らないが。いつの話なのかも知らないが。


    　そもそもあの話の何が本当なのかも──すべてがわからないが。


    　いや、本当だとするなら。


    　死んだ命をストックし、生き返らせるキグルミは、存在している──。


    



    　……キチキチキチキチキチキキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチ……。


    



    　ボンは、確かに以前言っていた。


    　──命をストックできる以上、元に戻すこともできるのではないか、と。


    　ボンとラビイの会話が蘇よみがえる。


    　──うむ。将軍に仕つかえ、ジェネラルと呼ぶ。それではまるで、軍隊のようではないか。


    　──軍隊──そうですね、それは、確かにそのとおりです。


    



    　……キチキチキチキチキチキキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチ……。


    



    　死んだ命をストックするキグルミ──。


    　眉まゆ根ねを寄せて郷ごう田だを見つめる赤あか糸しと、ボンの顔。


    　赤糸の唇くちびるが先に動き、遅れて音声が届く。


    「一度安全な場所から誰かを攻撃すればもう日常には戻れない」


    



    　……キチキチキチキチキチキキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチ……。


    



    　その赤あか糸しの言葉を最後に俺おれとサイクは落下し、直後に、着地した。


    「──ここは」


    　リノリウムの床ゆかに座り込んでいた。


    「どうやら戻ってこられたみたいだね。乱数空間の旅の終点だ」


    「あら、お帰りなさいですわ」


    　頭上で能の瀬せの声がする。


    「それで、ペストには会えたのかね」


    　鳥かごの中から嗄かれた声が訊きいた。


    「ペストって？」


    　ペストマスクの人物──のことだろうか。　


    「『戦場』へはたどり着けませんでしたか？」


    「ああ、いや──行ったよ」


    「だろうな。キグルミと混ざってしまった人間は──誰でもあそこへ一度は行くもんだ」


    　グランギニョルが嗄れた声で笑った。


    「あの鳥の仮面の人が、ペストなのか」


    「ええ、ご挨あい拶さつできたのですね。あの方が、現在会うことのできるキグルミの最後の関係者ですわ。私たちは、あの人に教えを請こわなければなりませんの。それが、混ざってしまった者の──義務なのですわ」


    　能瀬はニッコリと笑って、そう言った。


    「──竜りん胆どう明あ日す香かを、知ってるか？」


    　俺は訊いた。


    「あの方には、困っているのですわ」


    　能瀬は鳥かごのほうを見て、沈んだ声で言った。


    「あの方と、『翼』が来てからというもの──私とグランギニョルは『時間の外』に閉じ込められてしまってるのですわ」


    「──どういうことだ。明日香が、『時間の外』をつくったんじゃないのか」


    「あの子はそう思ってるのかも知れんが──お前さんも見てきたとおり、『時間の外』は元々、キグルミたちが作られた星の技術だ。あの子は、『翼』にそそのかされて、この小さな病院を──『時間の外』のすべてだと、勘違いしてるにすぎん」


    　グランギニョルは面白くなさそうに言った。


    「それでは──大おお垣がい内とくんとサイクにお願いしますわ」


    　能瀬は改まった口調で言った。


    「キグルミを濫らん用ようする者どもを、懲こらしめてきてくださるかしら」


    　そう言いながら能の瀬せは鳥かごの中のグランギニョルの顔に、[image: ]あめ玉だまを放り込んだ。


    　俺おれとサイクは返事をする間もなく、足下に開いた金色の歯車の空間の中に、落とされた。
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    　落とされたのは、またもやリノリウムの床ゆかの上だった。


    　俺はすぐに立ち上がり、エレベーター前に表示された数字を確認する。それは９だった。


    「行こう、サイク。音ね子こと千ち木ぎ良ら、二人と合流しよう。それから、地下だ」


    



    「──右手、左足、首──腹部、右足、右手、右肩から先──右足、首、両足──」


    　俺とサイク、音子とラビイ、千木良とマンディンゴは階段を駆かけ下りていく。


    　音子はその間もずっとブツブツ言っていた。


    「なー三み月け、さっきからずっと、何言ってんだ？」


    　千木良が耐えかねて訊きく。


    「持ち去られた死体を思い出してるんす」


    「でもっさきからずーっと同じこと繰り返してるだけじゃんよ」


    「全く意味がなくてあんなことしたとは思えないんす。力を見せつけたいだけとかだったらバラバラにしておくだけで十分っす。でもわざわざ持ち去ってるってことは、そこに意味があるはずなんす」


    「意味なんかないのかもよ？　まじでちょっとしたいたずら、とかそのレベルかも」


    「目くらまし、すか」


    「そーそー。あたしは難しいこと考えるよりもわかりやしーのが好きだからさー。ついついそっちばっか考えちゃうんだけどね」


    　千木良は笑いながら、続ける。


    「だからさー、死体が皆どっか行っちゃったのも、なんか特に意味なんかなくてさー。邪魔だったから片付けただけ、とかそんなレベルでしか思いつけないんだよなー」


    　音子がどうしても確認したい、と言ったので合流した後、俺たちは一つ下のフロア、八階で殺されていた田た岡おかと宝ほう土どの死体を確認しにいった。


    　やはり、九階と同様に、血ち溜だまりを残して、死体はすべて消え去っていた。『時間の外』の持つ自動修復機能の類たぐいではないことは、残されたままの血溜まりが語っていた。


    　念のため、十四階まで戻り、光みつ見みと藤ふじ村むら、稲いな栄えいの死体も確認した。結果は同じだった。


    　九つの死体はすべて、血溜まりを残したまま、忽こつ然ぜんと消え去っていた。


    　音子と千木良に、能瀬とグランギニョルの特性である「乱数空間」で見た、田岡と宇う田だ川がわ、蒲かん原ばら、津つ野の田だの殺害現場のことを話すべきか迷ったが、とりあえず保留。


    　あのとき見た視界の内容が、まだ理解できていなかったためだ。まだ情報が必要だと思われた。


    「邪魔だったから片付けたって、あまりにもあまりにもっす」


    　音ね子こが千ち木ぎ良らの意見に口を尖とがらせる。


    「あー、いや、そんなのあたしだって嫌だよ？　大事な友達の体を、そんな感覚で扱われるのなんて。でも、あれを片付けたのが犯人だった場合、やっぱりそんなレベルで片付けただけなんだと思うんだよ。ほら、死体をあんなふうに扱うような奴やつなわけだし。邪魔だった、つーか、あったら困るから、つーか」　


    「あったら、困る……」


    　あったら困る状況というのは何だろう。俺おれがあったら困るから片付けるもんって言ったらやっぱり──。


    　俺は姉がノックもせず急に部屋に入るので、いろいろとビックリしながらこそこそと片付けたりする経験を思い出した。くそ、ノックしろっつうの。思春期の男子の部屋だぞ。


    「……見られたら困るもんとかな」


    「でも、一回はどの遺体も、いろんな人に見られてるわけっすよね？　一度見られてるのに後でさらに見られると困ることって何なんすかね」


    「そりゃ噓うそついてたときでしょ」


    　サイクがあっさりと言った。


    「何だそれ」


    「一度はやり過ごせたのさ。でも次はもう、まずかったんだ」


    　サイクが答える。


    「うー。うー。考えの取っかかりとしてはいいところだと思うんすけどねー」


    「とりあえず会議は一いつ旦たんお預けだ。赤あか糸しの加勢に行く」


    　俺たちは地下の大食堂への入り口にたどり着いていた。
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    　俺たちが食堂に足を踏み入れる前に確認しあったのは、郷ごう田だとアロ、巴ともえとキャロル・アンから赤糸とボンを助ける、ということだった。


    　乱数空間の中で見た郷田の視界で、赤糸は郷田と巴と対たい峙じしていたからだったのだが、そこで繰り広げられていた景色は──全く予想を裏切るものだった。


    　赤糸は、郷田と巴と共に、戦っていた。


    　センターに三人は集められ、周りを取り囲む敵の攻撃を防いでいた。


    　そして大食堂の中は、一面銀世界だった。


    　地下の中に雪原が現れ、吹雪ふぶきが赤あか糸したちの体に吹き付けていた。周りを取り囲む雪の中から突然巨大な石の柱が突き出し、三人をセンターから移動させない。


    　銀の甲かつ冑ちゆうを着た藍あい羽ばが槍やりを突き出しながら斜面を滑り降り、体力を削けずっていく。


    　そしてこの雪原を作り出しているのは──大食堂の中で一番高い雪山の頂上、無む尽じん蔵ぞうに水を生み出す竜りん胆どうのピンク色に変色した海月くらげのキグルミと、その端からすべてを雪に変えていく、永なが瀬せのペンギンのキグルミだった。


    　二人の後ろにはかまくらが建てられ、中では仁に科しなとゼムが、火ひ鉢ばちを抱えていた。


    「くそおおおお！」


    　巴ともえとキャロル・アンが咆ほう哮こうし、その腕を振ってリボンを飛ばし、目の前の雪を一気に真下へ押しつけて先を進もうとする。


    　そこへ竜胆が海月の触しよく手しゆを伸ばすと、先からホースのように水がまっすぐに噴射され、永瀬のペンギンが一瞬でそれを凍らせる。藍羽の甲冑が槍を投げつけ、空中に張られたその氷を粉ふん砕さいすると、ツララが一斉に巴の頭上に降り注いだ。


    　アロが全身の毛を光らせて矢に変え、落下するツララへ飛んでいき、粉砕する。その間に、新たな雪が、再び三人の周りを埋めていく。


    　大食堂の入り口でその様子を見て、あっけに取られている俺おれたちの姿を発見した仁科とゼムが、かまくらの中から声を張り上げた。


    「おおい、馬ば鹿かどもがようやくのご到着だぞ、お前たち。ちっ。まったく、あいつらが到着する前に片付けろっていったのによ。本当に使えない奴やつらだよ！」


    「で、おいどーするよ」


    　マンディンゴが訊きいた。


    「……僕たちって、遠距離攻撃に向いてないパーティなんだよね」


    　サイクがぼやく。俺もそれに同意だ。


    「あたしとマンディンゴのブーメランも、連射できるわけじゃないしねー。あくまでも奥の手だし」


    「その前に飛距離が足りねーよ、汀てい子こ」


    「……なあラビイ、たとえば火炎放射器とかって、ないのかな」


    「残念ですがありません、歩あゆ。ワタシの中に内燃機関はありますが、この雪の量では焼け石に水でしょう」


    　さて、どうする。


    　赤糸たちを助けにいこうにもデウスの柱と藍羽の槍が厄やつ介かいだ。


    　竜胆と永瀬を叩たたこうにも山の頂上までが遠すぎて迎え撃たれる。


    　こちらの武器はサイクの爪つめに、マンディンゴの連射のできない鎌かま（飛距離もない）に、出してみるまで何が出るかわからないラビイの兵隊。


    　そうこうしてる間にも、赤あか糸したちは既に膝ひざ下したまで雪に埋もれている。


    「とりあえず三人固まって赤糸たちのとこまで行ってみる？　たどり着くことくらいはできそうだけど」


    「そっからどうするんだよ。結局六人仲良く凍死だぜ」


    　サイクの提案をマンディンゴが却きやつ下かする。


    「とりあえずはこの雪をどうにかしないとな……」


    　確かさっき、風船の中から現れた永なが瀬せは、バランスを崩して床ゆかへ落下した。そのとき、赤糸の足に纏まとわり付いていた氷は、一気に消えた。


    　つまり、あいつの特性である氷や雪っていうのは──あいつの集中力によって生み出されているってことだ。俺おれとサイクのレーダーと同じ。だから永瀬は、氷や雪を生み出すとき、ほかの攻撃型のキグルミと違って、ほとんど動いていないのだ。


    「永瀬のペンギンの──集中を切らせよう」


    「なるほどね。じゃあそうしよう。で、どうやって？」


    　千ち木ぎ良らが訊きいた。


    「ちょっと思いついたことがあるんだけどその前に確認──ラビイ」


    「なんでしょう」


    「お前の体からランダムで出る兵隊って、基本的に、言うこと聞くの？」


    「残念ですが、期待できるほどの知能は持ち合わせておりません。それがゆえに無数に抱えることができるのですが」


    「じゃあ言うことは聞かない？　暴走とかしちゃう？」


    「いえ、さすがに味方に[image: ]きばを剝むくようには作られておりません。そうですね、基本的にはまっすぐ突き進みます」


    「それから？」


    「その先に敵を見つけたら、襲おそいます」


    「それから？」


    「以上です」


    「わかりやしー」


    「たとえばだけど、まっすぐ突き進んだ先に、敵がいなかったらどうなるのかな」


    「およそ60秒で消滅します」


    「60秒か……」


    　俺は雪原を見渡した。それだけあれば、まあ、たどり着けるだろう。


    「何企たくらんでるっすか」


    「永瀬の視界と、俺とサイクの視界を、無理やり交換する」


    「は？　何言ってんの歩あゆ、そんなことできないよ。無理無理。却きやつ下かだ」


    　サイクが早口で抗議する。


    「いや、たぶん可能だ」


    「根こん拠きよは？」


    　マンディンゴが訊きく。


    「実はさっき、一度、永なが瀬せの視界に入った」


    　大食堂で松まつ本もとのことを話し合う赤あか糸しと郷ごう田だの姿を陰から見ていた仁に科しな軍団で──あのとき、視界に入らなかったのは、永瀬だけだ。ということは、あのときの視界は永瀬のものである可能性が高い。


    「やだよ僕は。そんなの成功するとも限らないのに」


    「やってみなきゃわからん」


    「あれは、乱数空間の中での出来事だよ？　僕たちの力じゃない」


    「サイクならできる。心の奥に潜もぐって、一度手に入れたチャンネルにもう一度合わせるだけだ、なーに楽勝だって」


    　俺おれは軽く言って笑う。


    　いや、本音は俺だってそんなことできるわけない、と思ってるぞサイク。でも、やらなきゃ、赤糸たちが遭そう難なんしちまう。


    「で、それと、私とラビイの兵隊が、どう繫つながるっす？」


    「うん。さすがにこの距離からだと、永瀬のいる場所には遠すぎて、視界のチャンネルが合わせられない。そこで、ギリギリまで永瀬に近づく」


    「どーやってよ。それができたら誰も苦労しないだろーに」


    　千ち木ぎ良らが言った。


    「永瀬の真下まで、雪の中を潜っていく」


    「やだよそんなの！」


    　サイクが声を上げるが、無視する。俺だってやだよそんなの。


    「そこで、音ね子ことラビイの兵隊を貸してもらう」


    「なるほど。理解しました。私の兵隊が、雪の中、トンネルを掘っていくというわけですね」


    「そうだ。60秒あれば、ちょうど、永瀬の真下の位置くらいまではトンネルを掘り進めるんじゃないかと考えたんだが」


    「ええ。ちょうど、くらいでしょうね」


    「了解したぜ」


    「僕がしてない！」


    「千木良たちは、俺とサイクが、いなくなったって気づかれないようにしてほしい」


    「なるほど。永瀬のとこにたどり着く前に何してるかバレちゃおしまいだしな」


    「わかりました。私たちは、歩あゆとサイクが成功させるまで、なるべくアイデアが思いつかなくて手も足も出せない愚おろかな部隊を演じることにしましょう」


    「苦手だなーあたしそーいうの」


    「僕は得意だよ。交代してくれ」


    「あのな。俺おれと汀てい子こが行ったところで、視界の交換とやらはできんだろ」


    「そーそー。これはサイクにしかできない立派なお仕事なんだぜ」


    「でも、もし途中で雪に閉じ込められちゃったらどうすればいいんだよ？」


    「そうなったら──春まで待とう」


    「今が春なんだよ！」


    



    　作戦は決まった。


    　ラビイとマンディンゴが雪を集めて即席のバリケードを作成し、そこに俺たちは姿を隠した。


    　そして俺は、永なが瀬せの位置までを直線で結べる距離に少し穴を掘る。このまままっすぐ掘れば、永瀬の真下へ着ける角度だ。


    　音ね子ことラビイがそこに体の正面を押しつけた。


    「今回は、カーターが出てくれないと困る」


    「確かに。ルーテナントでは大きすぎて目立ちますからね」


    「念のため聞くが、まだ種類があるのか」


    「あともう一人、キャプテンがいます。彼が一番強いですが、五メートルあります」


    「そっか。キャプテンが出たら急きゆう遽きよその場で作戦変更するしかないな」


    「じゃ、行くっすよ」


    「やっぱりやめようよ」


    「「行こう軍ぐん」」


    　音子とラビイがそう言うと同時に、ラビイの体の正面が青白く発光したかと思うと、何者かが雪の中をまっすぐ進んでいったのがわかった。


    「成功です。カーターでした」


    　軍服を着た黒い四足の獣けもののカーターは、雪の中をまっすぐ掘り進んでいた。


    　その後ろを俺とサイクは四つん這ばいで進む。


    「寒い狭い暗い怖い心細い」


    「文句が多い」


    　サイクの体のおかげで言うほど寒くはなかった。暗さも、額ひたいの目で視みれば関係がない。


    　このまま予定どおり行けばちょうどカーターが消滅するあたりの真上が永瀬のいた場所だ。


    　そう思った次の瞬間。


    　目の前の雪の中を巨大な石の柱が猛スピードで通過し、カーターが押し潰つぶされて消滅した。


    　俺おれとサイクは硬直する。


    「どどどどどうする？」


    「落ち着け、トンネルが崩れるかも知れん！」


    　俺のその言葉でサイクは静かになった。


    　しばらく待つが、トンネルも崩れず、カーターを潰つぶされたことも気づかれてない、と判断した。


    「サイク。掘るぞ」


    　そう言って俺は全力で目の前の雪を掘り進める。掻かきだした雪はそのまま後ろへ投げていく。退路を自みずから断つしかない。もう躊ちゆう躇ちよしている時間はない。


    　どのくらいの距離を掘り進んだのかわからない。おおよそこのあたりだろう、という感覚しかなかった。


    「やろう、サイク」


    「やるしかないからね」


    　俺とサイクはトンネルの中で仰あお向むけになり、額ひたいの視界に集中していく。やがて世界は真っ暗になり、俺とサイクの体は空中に投げ出され、どこまでも落下していく感覚に包まれる。チャンネルを合わせる。一度、『出会』った、永なが瀬せの心のチャンネルを暗くら闇やみの中で落下しながら捜す。


    　いろいろな風景や音が一瞬、通り過ぎていく。まだだ。永瀬は必ずこの真上にいるはずだ。その周波数を捜し当てる──目の前に、雪景色が広がった。巨大な食堂の天井付近から見下ろす視界。


    　遥はるか下には、雪に埋もれかかった赤あか糸しと巴ともえと郷ごう田だの姿が見えた。


    　その視界は驚いたようにあたりをグルグルと見回す。途中、一瞬だけこちらを怪け訝げんそうに見つめる竜りん胆どうの顔が流れる。


    　成功した。永瀬は、目の前が突然、本来の俺たちの視界である、雪のトンネルに囲まれた白い暗闇になったことに焦あせっている。


    　次の瞬間。あたりを囲んでいた雪が一斉に水になった。元の視界に戻った俺とサイクの目の前には、水を通して歪ゆがんだ天井が見えた。


    　ほぼ同時に、雪の上に立っていた者たちは、大量の水と共に落下した。


    　激しい水みず飛沫しぶきと共に全員が床ゆかに叩たたきつけられた。大量の水は一度大きく波打った後、大食堂の床から流れ出していく。


    　突然の環境の変化に対応できなかった藍あい羽ばと基もと村むらがキグルミごと流され、水の中を勢いよく進むアロの巨大な矢で胴体を射抜かれた。


    　赤糸がすかさずボンの鎌かまで薙なぎ払う。


    　巴とキャロル・アンが両手を上げると、床に溜たまっていた水が一斉にその頭上に集まっていき、それは巨大な球体となった。


    　その巨大な水のボールの中で、永なが瀬せとペンギンのキグルミが必死で呼吸を確保しようと上を目指して泳いでいたが、キャロル・アンのリボンによって下へ引っ張られていて、それは叶かなわなかった。


    　やがてボゴン、と一際大きな泡を吐いて、永瀬とペンギンはぐったりと動かなくなった。赤あか糸しがボンの鎌かまでその体を薙なぐのと、巴ともえが水球を元の水に姿を戻すのは、ほぼ同時だった。


    「つかえねーなー！　本当にお前らよー！」


    　仁に科しなは大きく舌打ちをすると、巨大な風船に摑つかまり、そのまま天井の中へと吸い込まれていく。


    　天井付近の壁に触しよく手しゆの吸盤で張り付いていた竜りん胆どうがすかさず水の弾たまを飛ばして風船を割ると、落下した仁科の首に触手を巻きつけて空中で確保した。


    「おい仁科。そんな言い方はないだろう？　みんなお前のために必死で頑張ってくれてたんだぞ」


    　竜胆は、仁科の真っ赤かに充血した顔に言った。


    「ぐ……くそ……離せよ……くそったれ……」


    「ふん。それは命令のつもりか？　命令なら聞けんぞ。ボクは別に君の兵隊ではないんだからな」


    　俺おれたちは地上から、天井付近の二人を見上げていた。


    「おいおい、仲間割れかー？」


    　千ち木ぎ良らが呆あきれた声で言った。


    「初めから仲間ですらないのだわ。凜りんがあなたと一緒にいたのは、あなたが魅力的だったのでもなんでもなく、永瀬優ゆ里り亜あさんのキグルミの特性が、凜のキグルミの特性と相性がぴったりだったからにすぎないのだわ」


    「うふ。うふ。うふ。そんでペンギンの子がいなくなった今じゃ、あなたなんてなあんの利用価値もないんだからあ。みじめだねえ」


    　キャロル・アンが楽しそうに笑う。


    「……げぇ……おご……うるせえよ、どぶす……利用価値だと……そんなもん……俺が決めることなんだよ……」


    「誰がブスだって？」


    　巴とキャロル・アンが睨にらんだ。


    　ゼムの口が突然閉じ、仁科の顔が見えなくなった。


    　そして白い手袋を嵌はめた両手を自分の口に差し込むと、ゆっくりと上下にこじ開け始める。そこには、明あ日す香かの顔があった。


    「私にだったら、利用価値はあると思うの。ねえ凜」


    「明日香」


    「違う竜りん胆どう！　それは明あ日す香かじゃない！　まやかしだ！」


    　俺おれは竜胆に叫んだが、既に竜胆は何の反応も示さなかった。


    　ゼムの首を絞めていた触しよく手しゆがシュルシュルと音を立てて解かれ、仁に科しなとゼムの体は落下する。


    　その体を目がけて巴ともえとキャロル・アンが跳んだ。


    「行くな巴！」


    　郷ごう田だは叫ぶ。


    　巴とキャロル・アンのパンチが落下する仁科とゼムの体を捉とらえた瞬間、仁科とゼムの体は大量のカラフルな風船となって一斉に天井へと舞い上がる。


    　その中に、風船と共に上昇していく仁科とゼムの顔が見えた。


    　巴とキャロル・アンの繰り出した拳こぶしの上には、大量のダイナマイトがのせられていた。


    「あれ？　まだ爆弾て残ってたんだ？　ラッキー！　兵隊には有う無むを言わさず作らせておくもんだねー！」


    　仁科とゼムは風船に囲まれケラケラと笑いながら上昇していき、やがて天井へと吸い込まれて消えた。


    「あの火薬の量はまずい」


    　ボンが言った。


    「おい！　地下ごと吹っ飛ぶぞ！」


    　マンディンゴが叫んだ。


    「郷田くん、これ。どうしよう」


    　巴は自分の手の中の物を見て、消え入りそうな声で言った。


    　ダイナマイトに取り付けられたデジタル表示がピ、という音を鳴らす。


    　ほぼ同時に、郷田とアロは走り、巴とキャロル・アンと正面から強く抱きあい、ダイナマイトをお互いの体で挟んだ。


    「そんなことしても意味ねえって！」


    　マンディンゴが悲痛な声で叫んだ。


    「千ち木ぎ良ら、凜りんを連れて逃げてくれ」


    「え？」


    　千木良とマンディンゴは、いまだ壁に張りついたまま呆ぼう然ぜんと虚うつろな目をしている竜胆を見た。


    「俺があそこまで行って、竜胆を引き剝はがし、お前に投げる。キャッチしたらわき目も振らず外へ脱出してくれ」


    　俺は振り向かずに竜胆へ向かって走り出す。


    　赤あか糸しは白い鎌かまを握りなおし、背中のマントを大きく広げると、幾重にも折りたたみ始める。


    　俺は壁を駆かけ上がり、一直線に竜胆の元へ走る。


    　そのまま左手のサイクの爪つめを伸ばし、竜りん胆どうの海月くらげのキグルミの触しよく手しゆを切り離し、硬直したまま落下しかける竜胆の体を抱きかかえると、壁を蹴けって空中へ飛び出し、その勢いで体を捻ひねって地上出口付近の千ち木ぎ良らとマンディンゴ目がけて竜胆の体を投げ飛ばす。


    　ライナーで飛んできた竜胆の体をキャッチした千木良とマンディンゴは、振り返って走り出し地上への階段を駆かけ上がる。


    　落下する俺おれの体を音ね子ことラビイが受け止め、地上へ降ろす。


    「赤あか糸し！　すぐだぞ！　一刻の猶ゆう予よもなく、すぐにじゃないと意味ねーからな！」


    　郷ごう田だは巴ともえの体をきつく抱きしめて叫ぶ。


    「わかってる。この位置があなたたち二人にほぼノータイムで近づけるベストなのだわ」


    　赤糸は答える。


    　──ピ。４


    　俺は赤糸とボンのマントの後ろに入り込む。


    　音子とラビイが郷田と巴のほうへ体の正面を向け、「「行こう軍ぐん！」」と叫ぶ。


    　ラビイの体の正面が青白く発光する。


    　──ピ。３


    「歩あゆ！　俺は信じたからな！　お前と、お前の信じる赤糸を信じてやったんだからな！　次会うときは、歩が俺の言うことを信じる番だからな！」


    　郷田は叫ぶ。


    「わかってる！　今度は裏切らない！　今度はお前の言うとおり、キグルミを着ねーよ！」


    　ラビイの体から完全防備の黒い軍服に身を包んだ、五メートルを超す巨大な獣けものが飛び出し、まっすぐ郷田と巴のほうへ走り出す。


    　──ピ。２


    「当たりました。キャプテンです」


    　音子とラビイが赤糸の後ろへ滑り込みながら言った。


    「巴！　絶対離さねーぞ！　何があっても絶対だ！」


    　郷田が叫び、片手の手の中に、アロの毛で巨大な光り輝かがやく矢を作り始める。


    「うん！　離さない！　巴さんも！　絶対に離さないよ！」


    　巴が叫び、キャロル・アンの手の中に大量のリボンをのせる。


    　──ピ。１


    「じゃーな、キャロル・アン」


    　キグルミの口を閉じてアロが言った。


    「ばい。ばい。アロ」


    　キグルミの口を閉じてキャロル・アンが言った。


    　キャプテンが二人の前に到達。


    　郷ごう田だとアロは巨大な矢を自分の背中に思い切り突き刺して貫かん通つうさせ、巴ともえとキャロル・アンの体にまで到達させた。巴とキャロル・アンの背中からアロの光の矢が飛び出し、二人の体は隙すき間まなくぴったりと合わさる。


    　──ピ。０


    　閃せん光こう。


    　白熱。


    　空気が一瞬で凝ぎよう縮しゆく。


    　一気に解放。


    　轟ごう音おん。


    　熱風が出口を求めて四方へ爆ばく散さん。


    　赤あか糸しとボンのマントがそれを防ぐが、二手に分かれた炎を伴ともなう熱風が元の一つに戻ろうとして、俺おれとサイク、音ね子ことラビイの体に到達しかけた刹せつ那な──。


    　それらはすべて一瞬で真下へと引きずり落とされ、一箇所へと引きずり戻されていく。


    　巴とキャロル・アンの大量のリボンが、炎と高熱と烈風を──爆発のエネルギーをすべて、床ゆかの一箇所へと引きずり落とさせたのだ。


    　まだ床は炎の海に包まれていたが、赤糸はボンのマントを戻すと同時に鎌かまを振りかぶって跳躍する。


    　郷田とアロ、巴とキャロル・アンは、抱きあったまま、まだかろうじて、残っていた。


    　上半身と下半身を残して、立っていた。


    　ただし、その腹部には──何もなくなっていた。


    　ほぼ消し炭ずみとなった二人の体は、背骨だけで、まだ、立っていた。


    　赤糸は二人の体目がけて、思い切り鎌を──薙ないだ。
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    　結果から言うと、ギリギリのところで、二人の命は、繫つながった。


    　完全に絶命する直前に、赤糸とボンの鎌は、二人に届いたのだ。


    　[image: ]かけ以外の何物でもなかった。


    　間に合わなかったら二人はただ炭のまま崩れ落ちるだけだったが──果たして、二人の体は白い骨となってくれた。


    　まだ生き返らせることができるのだ。


    　俺たちは[image: ]に──勝ったのだ。


    　[image: ]には勝った。次は、換金する番だ。手ぶらでここは出られない。


    　今まで骨にした彼らを全員──元の生活に戻してやらなければいけない。


    　俺おれとサイク、赤あか糸しとボン、音ね子ことラビイは地上階へ戻る。


    　千ち木ぎ良らとマンディンゴが安あん[image: ]どで泣きながら俺たちを抱きしめた。


    　郷ごう田だとアロ、巴ともえとキャロル・アンも間かん一いつ髪ぱつで骨にできたことを報告する。


    　竜りん胆どうは──去ってしまっていた。


    　俺たちは、初めて合流したのと同じ二階のロビーのベンチにそれぞれ腰かけ、千木良の話を聞く。


    「──爆発があったその後だよ。あたしとマンディンゴはあんたらの元へすぐ助けに戻ったほうがいいのか、それとも竜胆の様子を見たほうがいいのかわからなかった。それでどうしようか躊ちゆう躇ちよしていたら、竜胆の目の前に、卵が浮いているのが見えたんだ。仁に科しなの特性のあれだよ。カラフルなペイントのされたきもちわりーやつ」


    　竜胆は相変わらず目に光を宿さない顔のまま口をぽかん、と大きく縦に開け始めた。そしてそのまま顎あごを上に向け、卵がまっすぐ体内へ飲み込まれていくような体勢をとり始めた。


    　千木良はどうしていいかわからず、とりあえずマンディンゴの鎌かまで、卵を破壊しようとしたが、見えない膜まくに覆おおわれていて何の攻撃も卵に届かない。次に竜胆をこの場から引き離そうとしたが、体を抱えて運んでも、卵はそのままあとをついてきた。


    　とにかく気づかせようと竜胆の顔や海月くらげのキグルミを叩たたいたが、何の反応も示さない。


    　そのうち、卵は竜胆の口の中へ入り込み始める。見る見る間に飲み込まれていく。


    「何とかしねーとって思って、もうわけもわからず、大おお垣がい内との名前を竜胆に呼びかけてみたんだ」


    「え、なんでだ」


    「だから何かしねーとって思ったからだよ。そしたら、竜胆は少しだけ反応した」


    「へえ。そうなの。愛されてるのね、歩あゆ」


    　赤糸の視線が何か怖い。


    　それで千木良はとにかく竜胆に俺の名前を大声で呼びかけたという。そうこうしてる間に卵は喉のどを通りかけていたが、やがてゆっくりと竜胆は自分の手をキグルミから出して、右手の薬指を左手で摑つかむと、


    「思いっきり折りやがったんだよ」


    　その瞬間、竜胆は正気を取り戻したが、卵は既に喉の奥底まで入り込んでいた。竜胆はなるべく頭を下にすると、ジェスチャーで千木良に背中を叩け、と指示した。


    　千木良は大おお慌あわてで竜胆の背中を叩き、竜胆は両方の人さし指と中指を、喉の奥へ突っ込み始めた。ほぼ手首まで入れながらも竜胆は卵を吐き戻そうとする。


    　千木良は背中を叩き続ける。


    　やがて竜胆の喉から大量の血が涎よだれや分ぶん泌ぴつ液えきに混じって垂れてきた。涙や鼻水で顔がぐしゃぐしゃになっていた。それでも竜胆は一切手を休めることなく喉の奥を掻かき出しつづけて、ようやく──。


    「卵が床ゆかに転がり出たんだ。あたしはもう怖かったんだけどさ、とりあえずよかったな、って言ったらあいつ」


    　竜りん胆どうはしばらく咳せき込みながら吐いていたが、やがて落ち着くと──。


    「──明あ日す香かのとこで待ってるから」


    　そう言って卵を踏み潰つぶして、そのまま廊下の奥へ消えていった。


    



    「──そう。待ってるのね、二人とも。最上階で」


    　赤あか糸しは千ち木ぎ良らの話を聞き終えると、ぽつり、とそう言った。


    「恐らく、仁に科しなもそこだろうな。よし、行こうぜ。もうクラスメイトはほぼ全員、戦線から離脱した」


    　俺おれは立ち上がった。


    「ガンマンのキグルミの者がいたはずだが」


    　ボンが言った。


    「あいつは、もう死んだ。ハエトリソウと蛙かえるのキグルミと一緒に──殺されたよ。殺人者に」


    　俺は「乱数空間」で見せられた視界を思い出しながら、言った。


    「じゃあ──明日香さんと竜胆さん、仁科と、その殺人犯。残ってるのは三人っすか」


    　音ね子こが数えながら言った。


    「いや、四人だよ」


    　俺はエレベーターへ向かいながら言う。


    「殺人者は、二人いたんだ」


    「それは本当なの歩あゆ」


    　そして俺は、能の瀬せ史ふみによってサイクと共に「乱数空間」で見せられたものをすべて、話した。


    「あー。そうだったんすね……」


    　俺の話を聞き終えた音子が放心したようにぽつり、と言った。


    「これでわかったっす。殺人犯が。誰がやったかも、みんなわかったっす」


    　それは世界で一番力の入っていないピースサインだった。
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    　手近な診察室の中で、俺たちは思い思いの場所に腰かけ、音子の話を聞く。


    「そもそも、クラスメイトしかいない閉鎖された空間で殺人を犯すとき、自分が手を下してるとバレたくないのが、まあ、普通っす。今回の下手人も同じことを考えたっす。じゃあどうするかって言うと、自分が犯人だってバレない位置にもってくのが一番安全だと考えたっす。バレもしないし、そもそも疑われることがない位置。それはどこでしょか？」


    「アリバイってやつだな。一番いいのは、そこに絶対いないってことだけどな。この場合は、病院の外だ」


    　マンディンゴが言った。


    「でも今回に限ってそれはだめだった。クラスメイト全員が漏もれなく呼び出されていたからっす。だとすれば、次に疑われない位置は、そこにいるのに、いない場所っす」


    「頓とん知ちみたいだ」


    　サイクが言う。


    「そこにいるのに、もういない、と思われる位置──つまり、死体ね」


    「そう、す。今回の下手人は、死体になれば疑われないって考えたっす」


    「でもそれは不可能なんだろ？　赤あか糸しのボンが調べて完全に死んでるのを確認したんだろ？」


    　千ち木ぎ良らの言葉にボンが頷うなずく。


    「確かに私が確認した。一つ目の命の後の復活とか、そういう話でもなく、彼らは、確実に絶命していた」


    「それは疑ってない、す。でも、ボンの特性として、命のストックというものがあるんすよ」


    「しかしあれは、二度目の命が絶命する前に骨にするから生きながらえられるのよ。死んでから命をストックするなんて納得いかないわ」


    　赤糸がボンを庇かばうように言う。


    「そんなことが可能なら、郷ごう田だ勇ゆう気きくんや柄え州す巴ともえさんはあんな危険な[image: ]かけをする必要がなかったのだわ」


    「そこで歩あゆくんが、ペストかという人から聞いた話が出てくるっす。そこでペストは、キグルミの改良の話をしているんすよ。その中ではっきりと──死んだ兵士の命をストックする装置を組み込まれたキグルミと、その場で生き返らせる装置を組み込まれたキグルミを生み出した──と言ってるです。つまり、ストックを復活させるキグルミはちゃんと、完成されてるんす。そして今日きよう、『時間の外』にそのキグルミがいたとしても、おかしくはない、す。で、ストックするキグルミと、復活させるキグルミは、きちんと分けられているんす。下手人は、二人いないと、成立しなかったんす」


    「それは、誰と、誰のキグルミだ？」


    　俺おれは訊きいた。


    「まあ、待ってください。最後に言うっす。先に、赤糸さんの疑問す。ボンの特性は命を刈り取って、相手の体を丸ごと骨にしてしまうものですけれど、このストック係のキグルミの特性は、タイプが違ったんすよ。恐らくそれは、二度目の命が絶命する前に、体から一部分──ストックの核になるような部分だけを運んでしまえば、その後で本体が絶命していようが──首を切られたり頭を陥かん没ぼつさせられたりする以外は──構わないようなものだったに違いない、と推測するんす」


    「むーん」


    「体から一部分だけ運ぶ……持ち去る……そうか、だからだ」


    　サイクが気づいた。


    「そう、だから、死体は激しく損そん傷しようされていなければいけなったんす。どこの部分が持ち去られたのかが、一目ではわからないように」


    「右手、左足、首──腹部、右足、右手、右肩から先──右足、首、両足、だ」


    　ボンがスラスラと諳あん誦しようした。


    「見事にバラバラじゃねーか？」


    「そうなんす。しかも、そのうちの持ち去られていた部位も、ほかの現場で見つかってるのもあるので、この持ち去られた部分がストックの核になってるという仮説は成り立たないっす」


    「えー。でもほかに持ち去られてたとこってなかったよな？」


    「絵を描かいて思い出しやすくしてみるっす」


    　音ね子こはそう言って、机の上の普通紙を九枚抜き取ると、一枚一枚にペンで、一箇所ずつ欠損した人間のイラストを描き始めた。


    「どっすか？」


    「確かにそうだろうけど……何かピンと来ないのだわ。もっとたくさん酷ひどいことをされていたイメージがあるのだけれど」


    　赤あか糸しが九枚の紙に描えがかれた、一部分ずつ欠損した人間のイラストを見ながら言った。


    「そりゃー逆さか木き原ばら、それはこんなシンプルなイラストだからな。実際の現場はもっとこーいっぱい、血とか骨とか内臓とか、だったし、怪け我がもすげーしてたしな」


    「あ、そうか。怪我が描かれてないんだ。何か足りない気がしたのは」


    　俺おれは言った。


    「ではここに怪我を足して描くっす。誰がどこに怪我してたか覚えてる人いるっすか？」


    「私が言おう」


    　ボンはそう言って、一人一人の体や顔につけられた大きな傷跡の場所や角度を実に正確に伝えた。音子はそれを赤いペンで描き足していく。


    「合計で、九人が殺されたっす。足とか手とか持ち去られたり、ぐちゃぐちゃにされてたりしたんすが、要するに、あれはただの目くらましだったんす。ぐっちゃぐっちゃにすることで、元々、本当に持ち去りたかった部分を隠したんす。下手人が本当に持ち去りたかったのは、手や足や首なんかじゃなかったんす」


    「どこだったんだよ」


    　マンディンゴが言った。


    「全員の死体に共通するのは、抉えぐられた傷だったっす。そんでそれは、全員バラバラに体のいろんなところが傷つけられてるように見えるっすが、実際は、共通点があるっす」


    　音ね子こは、田た岡おかから順番に紙に描えがかれた被害状況のイラストをシャウカステンに挟んでいく。


    　欠損部分と抉えぐられた傷の場所を確認しながら。


    　やがてイラストの描かれた紙は一枚一枚上に重ねられながら挟まれていく。


    　人物にはそれぞれ手足や首や腹部を含む欠損部分と、体の至るところを走る傷が描かれていた。


    　音子はその一人一人のイラストが描かれた紙を九枚すべて重ねて挟み終えると、レントゲンＸ線写真を見るためのシャウカステンのスイッチを入れ、ライトを点灯させた。


    　普通紙が透けて浮かび上がり、九人全員につけられた体の傷の位置が、一目でわかった。


    　あらゆるところを走っているかのように見える傷は、実は全員、一箇所で重なっていた。


    「全員、心臓を抉られてるんす。被害者全員に共通して足りないのは、心臓っす。──つまりそれが、復活するための、命のストックの、核だったんす」


    　誰も何も言わなかった。


    「では、九つの命のストックをしていたのは誰か。下手人は被害者の中にいるので、この中から九つの命のストックができそうな人を捜せばいいだけっす。これは歩あゆくんがいつのまにか見つけていたんす。さすがっす。最初に見たときは三つだったのに、死ぬときは九つに増えてた人が一人だけいるっす」


    　音子はシャウカステンに挟まれた紙の束から一枚抜き出した。


    「九きゆう尾びの狐きつね──光みつ見み彰あきらっす。では彼は命のストックをどこに隠していたか？　言うまでもなく、尻しつ尾ぽがそれだったっす。彼の特性は、火の玉でなんかなかったす。あれはただの通常攻撃、サイクの爪つめやラビイのロケットパンチの類たぐいだったっす」


    　音子は光見のイラストを一枚、張り出した。


    「では次。誰がその命を復活させたか？　これも被害者の中から、捜せばいいだけっす。この中に一人だけ最後まで自分の特性を見せず──首も切られず、頭も潰つぶされずに──死んだ人が、一人だけいるっす」


    　音子はシャウカステンに挟まれた紙の束から、さらに一枚抜き出した。


    「ツタン──東ひがし村むら美み鈴れいっす。こうしてみると、心臓を捧ささげて復活するなんて──もう、このキグルミしか、考えられないっす」


    　俺おれは思い出した。


    　東村美鈴──ツタンの腕に巻かれていた包帯の下の体の色は──黄色で、手には──三本の爪があったことを。


    「光見彰と東村美鈴が、今回の殺人の下手人っす」


    　そして俺を襲おそった、黒いスキーマスクの二人組だ。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    



    　俺おれたちは、エレベーターで最上階を目指した。


    　やがてドアが開き、廊下を進んでいく。


    　廊下を何度か折れ曲がって進んだ先にある受付の横を通ってさらに廊下を進む。


    　サイクがここで言った。


    「いたよ。あの廊下の先だ──三人いる」


    「よし、じゃー、ちゃっちゃとやっちまおーぜ」


    「異義なしっす」


    「それじゃあ──作戦どおり。いかなる障害も、殲せん滅めつして、最上階を目指すのだわ」


    　赤あか糸しとボンを先頭に、音ね子ことラビイ、千ち木ぎ良らとマンディンゴが並び、その後ろを俺とサイクが歩く。


    　俺たちは、ただまっすぐに進んだ。


    　廊下の先から肉のこげた臭においと泣き叫ぶ喚わめき声ときゃあきゃあと歓声を上げる声が聞こえた。


    　それでも俺たちは止まらずに進む。


    　やがて彼らは俺たちの姿に気づき、その遊びを中断する。


    「来たよ、ようやく」


    「ちょっとまっててねー。この豚が終わったら、殺してあげるからねー」


    　光みつ見みが言って、東ひがし村むらが笑った。


    　仁に科しなは、東村のツタンの体に巻かれた包帯によって、天井から吊つるされて、顔中をドロドロにしながら泣きじゃくっていた。


    　ピエロのキグルミは血ち塗まみれになっており、その手足があった部分は、黒い炭になっていた。


    「助けてくれ！　こいつらどうかしてやがる！」


    　仁科は俺たちの姿を見つけると泣き叫んだ。


    「何をしているのかしら」


    　赤糸は両腕を体の前で組みながら、歩みを止めることなく言う。


    「竜りん胆どう凜りんと竜胆明あ日す香かが、好きにしていいって言って、くれたんだよ」


    「こいつの手品、なかなか面白いんだよー見てけばー」


    　光見と東村はそう言ってまたきゃあきゃあと笑い、仁科の顔を蹴けり飛ばした。


    　包帯で一点に吊された仁科はその勢いでクルクルと回転する。光見と東村はその姿を見てまた腹を抱えて笑い転げていた。


    「こいつら！　俺とゼムの！　魔術がきかねえんだ！　卵が使えねえ！　最初っから頭が壊れてるから！　常識がないから！　不思議なことを見ても！　何も感じねえんだ！」


    　回転しながら仁科は泣き叫んだ。


    「泣くんじゃねーよ豚！　どうせキグルミの分一回生き返れるだろーが！」


    「……醒さめた」


    　光みつ見みはそう言って、こっちを向いた。


    「お前ら、この豚の代わりに面白いことやれ」


    「それいいねー。なんか面白いことやってくれたらこの豚君と交代してあげるー」


    　東ひがし村むらも同調した。


    「わかったっす」


    　音ね子この声に東村は快活に笑うと、ツタンの頭をゆらりゆらりと揺らしながら近寄ってきた。


    「何かできたのかなー？　気つかってばっかりのあんたにさ？　どうしようもなくゴミみたいな人生っていうかさー。中なか岡おかもさー。死ぬとき、わあわあ泣いてたよ。殺されたとき。受ける」


    「ねえ。息がくせーんすよ」


    「あ？」


    　東村は両手を上げ、ツタンの六本の爪つめを勢いよく出すと同時に、腕をクロスさせるように音子とラビイの両脇わき腹ばらを目がけて振り下ろした。


    　激しい衝突音と共に火花が散り、白衣が切り裂かれ、ラビイの機械の体にはツタンの左右三本ずつの爪が深々と突き刺さった。


    「一つだけ聞かせてほしいっす」
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    　爪つめを脇わき腹ばらに突き立てられたままの音ね子こは、俯うつむいたまま、実に面白くもなさそうな顔で訊きいた。


    「……な、なに、これ、爪が、体から、取れない」


    「どうして……みんな殺したんすか？」


    　切り裂かれた白衣の下で、ラビイの全身を構築する部品や機械や細かな金属片が、高速で移動しながら、ラビイの体の分解と組成を同時に行おこなっていた。


    「手が……こいつの体から抜けない！」


    　既にツタンの爪と指先は、ラビイの体の中に、部品の一部として組み込まれてしまっていた。肘ひじの先近くまでを金属片で覆おおわれてしまった東ひがし村むらとツタンは、腕を引き抜こうと、ラビイの胴体を何度も蹴けり始めるが、鉄板が何枚も重なったようなシールドが自動で形成され、その攻撃は傷一つつけることもかなわなかった。


    「もう一度訊くっす。どうして、殺したんすか？」


    　音子はもう一度、訊いた。


    「……決まってんじゃん。ここが『時間の外』だからだよ。ここでいくら人殺しても──絶対安全なんだよ。何しても──誰にも捕まらないんだ。それって最高なわけじゃない？」


    「もう、こそこそ俺おれを襲おそったりしなくてもいいってわけだ」


    　俺は光みつ見みのにやにや笑いを見た。


    「安全に人を殺せるってのが一番──最高なんだよ」


    　──一度安全な場所から誰かを攻撃すれば──その快感を知ってしまえば、もう二度と、日常には戻れないんだよ。


    　ペストは言っていた。そして、赤あか糸しが郷ごう田だに伝えた松まつ本もとの言葉──。


    　俺はサイクの目を使って、光見と東村の顔を見た。


    　そこにあるのは、ピエロの顔でもない。こちらへ言葉を伝えない空洞の顔でもない。


    　そこにあったのは、主あるじをなくし、荒野の上で朽くち果てたキグルミの屍し体たいの顔だった。


    　この二人はもう──人間でもなければ、生きてすらいないのだ。


    「何であんなめんどいことしたんだ？　わざわざ一回死ぬなんて。こうやってどーどーとしてりゃいいものを。よくはねーけど」


    　千ち木ぎ良らは、狐きつねのキグルミの屍体の顔に訊いた。


    「いや、なに、八人殺すまでばれたくなかったんでね」


    　屍体の顔が、朽ちた穴からそんな音を出した。


    「俺の狐のキグルミは、九個の命をストックしたら、無敵なんだよ」


    　そう言って狐は九本の尻しつ尾ぽの先から九本の炎の竜巻を出すと、一斉にこちらへ投げつけてきた。赤糸はボンの鎌かまを振りかぶると、同時に背中のマントから一斉に楔くさびを伸ばし、こちらへ向かってきた九つの炎の竜巻を、鎌と楔の一振りで、すべて消し飛ばした。


    「……あ？」


    「苦労して手に入れた無敵が、一振りだったな」


    　マンディンゴは狐きつねの九本の尻しつ尾ぽを、根元から切り落とした。


    「みんなの命返してもらうわ」


    「ちょ、っと待て」


    　光みつ見みのその提案は、千ち木ぎ良らに受け入れられることはなかった。


    　制するように前に出された右手は、難なく切り落とされ、そのまま、千木良とマンディンゴに全身を袈け裟さ切ぎりにされた。


    「離せっつてんだ！」


    　なおも逃のがれようと蹴けりまくる東ひがし村むらとツタンの体に、音ね子ことラビイがしっかりと腕を回す。


    「じゃあ、いくすよ。せーのおおおおおおおおおお」


    　その掛け声と共に、ラビイの体の中の機械や部品が、再び一斉に細かく動き、東村とツタンの背中に回された音子とラビイの両腕全体を機械で覆おおって完全にロックし、それは巨大な万まん力りきとなった。ハンドルが高速で回転して万力が締められていき、一気に東村とツタンの体は強力な力で羽は交がい絞めにされた。


    「……おご……ご……が……っは」


    　やがて徐々に、ツタンの口から東村の体が押し出されてきた。


    「天井に気をつけるっす。よおいしょおおおおおおお！」


    　最後の声で、ラビイの両腕の万力のハンドルは一気に回転し両腕が締まり、東村の体は完全にツタンの口から押し出され、ものすごい勢いで飛ばされ、そのまま天井に頭をぶつけ、顔面から廊下へ落下した。


    　俺おれは空中に向かって言った。


    「懲こらしめたぞ。能の瀬せ」


    　その言葉をきっかけに、床ゆか一面に巨大な金色の歯車がいくつもせり上がると一斉に回転し、その空間の中へと、東村と光見と仁に科しなはそれぞれ飲み込まれていった。再び歯車は逆回転を始め、三人を飲み込んだ空間を閉じると、そのまま地面へ吸い込まれるように消えた。


    「な、何、今の？」


    　呆ぼう然ぜんとそんな光景を眺めていた千木良は言った。


    　俺は主あるじのいなくなったツタンを、ラビイの腕から受け取る。


    「会いに行きましょう。二人に」


    　赤あか糸しは言った。


    



    　俺たちは、停止したエレベーターの外へ出た。


    　やや広めのロビーのような空間──今日きようの夕方に、竜りん胆どうと一緒に来た場所だ。


    　奥の壁には、木製の大きめのスライドドアが一つあるだけだった。


    「この先に──いるのね、明あ日す香かが」


    　赤あか糸しの足は、少し震えていた。


    「──怖いか？」


    「……少し。でも平気だわ。さて、中に入る前に──お願いがあるのだわ」


    　赤糸は俺おれと音ね子こと千ち木ぎ良らに向き直る。


    「ツタンを──誰かに着てもらいたいの」


    「え、そりゃどういうことだよ赤糸」


    「これは──このキグルミは、私とボンがずっと探していた、ストックした命を生き返らせることのできるキグルミなのだわ。『時間の外』から出る前に──誰かに使ってもらわなければ、意味がないの」


    　そう言って赤糸は右手を床ゆかと水平に上げると、からんからんからん、と乾いた音をさせて、全部で二十三本の真っ白い骨を、床に落とした。


    「これと、狐きつねの尻しつ尾ぽにストックされてる命。彼らを全員、元の、安全な世界に戻してあげてほしいのだわ。本当は全員でそうなれたらよかったのだけれど──とにかく、これをお願いされてほしいのよ」


    「なんだよ逆さか木き原ばら、これが最さい期ごみてーな、そんな言い方よせって」


    「最期になるかもしれないのよ」


    　千木良の言葉を、赤糸は遮った。


    「あの子を──明日香を倒した瞬間、あの子に呼び出された私たちがどうなるのか、どうなってしまうのか、誰にもわからないのよ。ひょっとしたら、もう二度とここにも戻ってこられないかもしれない。そうなってしまったら、この骨になって生き返ることを待ってる人たちは、永遠にここに閉じ込められてしまうかも知れないのよ。だからお願い。お願いをしているの。彼らを、絶対に生き返らせてあげて」


    　赤糸はそう言うと、音子と千木良に向って、深々と頭を下げた。


    「逆木原がお辞儀かよ。それされたらかなわねー。わーったよ。あたしが着る、着て、全員責任もって、えーと、復活させるから。頭上げろ、な？」


    「手伝うっすよ、千木良さん」


    「二十三人か……うう、母性目覚めそ」


    　赤糸は頭を上げると、俺の手を握った。


    「歩あゆにもお願いがあるのだわ。──どうか、見届けてほしいの」


    「ああ。見届ける。見届けるに決まってんだろ。俺は、お前のものだから。指切りしたろ？　たとえばこの先──誰かが赤糸のことを切実に、心底手に入れたいと請こい願うかもしれない。それでも赤糸には、その俺以外の誰かの希望を、きっぱりと断ち切ってほしい。ひょっとしたらその瞬間は少しだけ心細くなったり、不安に思ったりするかもしれない。その誰かの失望して絶望した顔を見て、心が大きく揺れてしまうかもしれない。何か摑つかまるものはないかと、心細い板切れにすがってしまうかもしれないけどな赤あか糸し。安心しろ。俺おれが必ず、可能な限り早く、逆さか木き原ばら赤糸の手をしっかりと握りに行く。だから、思い切り、あいつらに、纏まとめて返してやってこい」


    



    　赤糸はドアを開けて、病室の中へ入っていった。


    　巨大なベッドに腰かけて、竜りん胆どうは泣いていた。


    「赤糸。やっぱり君は、来たんだね。来てしまうんだね、本当に、君ってやつは」


    「ええ、凜りん。私は、結局。いつまでたっても、あなたたち二人が心配で心配で、可愛くて仕方がないのだわ」


    　竜胆は、ふん、と洟はなを啜すすって頰ほおを思い切り拭ぬぐい、話し始めた。


    「ボクはね赤糸。明あ日す香かの願いを叶かなえてあげなくちゃいけないんだよ。それが、ボクの──心臓に押された、あの子からの焼き印なのさ。あの子と生まれて初めて出会った日に、押されたんだよ。でも普段は決して見ることはできないんだ。だからね、つい、忘れてしまうんだよ。心臓に焼き印を押されてしまったことを忘れて、ボクは──いろんなことを勘違いしてしまうんだ」


    「面白いわね。ぜひ訊ききたいのだわ、凜。あなたのする、勘違いとやらを」


    　竜胆は、もう一度だけ涙を拭うと、そのまま、俺の顔を見つめた。


    「……ボクはね、明日香に、心臓に焼き印を押されているのに──それでも勘違いして、人並みの幸せを願ってしまったり、この一瞬が永遠に続けばいいのに──幸せって名前の歌を、ずっと口ずさんでいたいだなんて、勘違いしてしまうんだ。本当はボクにそんな権利はないんだ。歌を歌うことも口ずさむこともメロディを覚えることだって許されないんだ」


    「そう。それで？」


    　赤糸は白く巨大な鎌かまを一振りして竜胆に近づき始める。


    「ボクは、明日香のもう片方なんだ。顔も性格も違うけれど、ボクは彼女の右半身だ。右半身が左半身を無視して歌なんか歌っていいはずないだろ？　左半身が眠っているのに右半身が運動していいはずないだろ？　誰かを好きになっていいはずないだろ？　でもね赤糸。そんな左半身が──明日香が、ボクにできることを願っているんだよ。死にたいと言っているんだ」


    　海月くらげのキグルミの触しよく手しゆを、竜胆は自分の体の前で捻ひねり始めた。やがてそれは一本の太く鋭するどい槍やりのような形状となっていく。海月のキグルミは、水色だった体の色をピンク色に変え、次に黄色に変え、そして最後に、真っ白に変えた。竜胆は──明日香の、魂たましいの奴ど隷れいだ。初めて出会った日からその烙らく印いんは押された、と竜胆は言った。同い年の従妹いとこ──幼少の頃は同じように体が悪かった二人は、始めは自分たちが双子のように思えたのだろう。


    　この先も、ずっと先までも二人は同じであり一緒であると信じたに違いない。けれど、同じ人間などこの世のどこにも居はしないのだ。赤あか糸しはそれを幼少の頃から理解していたが、竜りん胆どうにはどうしてもそれを受け入れることはできなかった。竜胆にとってのもう半身──明あ日す香かが、病室のベッドから、常に竜胆を見ている間は。


    「左半身が死にたいと、殺してほしいと願っているとき、右半身が助けを呼ぶはずないだろ？　明日香が死にたいと言ったのなら、彼女の首を絞めるのを手伝ってあげるのがボクの役割なんだ。どうだ、赤糸、羨うらやましいだろ？　君にはこんな、わかりあえてる、もう一人はいないじゃないか。ボクこそが、彼女の特別な死そのものなんだ。唯ゆい一いつ無む二にの存在さ。明日香の死をつくり出す人物。それがボクだ」


    　そう言って竜胆は病室の壁を蹴けって、一本の大きな槍やりとなって赤糸へ飛んでいく。


    「哀れなのだわ」


    　赤糸は、竜胆を見て、それだけ、言った。


    「……なんだって？」


    「明日香の死を、あなたがつくる、ですって？　あまりにも哀れで馬ば鹿か馬鹿しい存在なのね、って馬鹿にしただけだわ」


    　赤糸は白く巨大な鎌かまで、突っ込んできた竜胆の体全体を、真正面から受け止めた。


    　火花が飛び散り、病室全体が少しだけ揺れた。


    「凜りん。あなた何もわかってないのだわ。あの子の死は──明日香の死をつくるのは、凜、あなたじゃないのだわ」


    　赤糸はそう言って、竜胆の体を鎌で固定したまま、上へ持ち上げた。


    「あの子に──心臓に烙らく印いんを押された、ですって？　そんなもの、私が砕いてやるのだわ。粉々に」


    　赤糸はそう言うと、鎌を手の中で回転させた。


    　竜胆の体が、宙に舞った。


    　次の瞬間、ボンのマントから一斉に骨の楔くさびが竜胆の体へ向かう。


    　何千本もの骨は、一気に竜胆の体を、下から打ちつけていく。


    　竜胆の体は、骨の楔によって連続的に打ち続けられらた。


    　重力によって落下したいのだが、下から絶え間なく繰り出される赤糸のボンの骨の楔がそれを許さない。


    　そしてそれら骨の楔は、竜胆の心臓を狙ねらっていた。


    　竜胆は海月くらげのキグルミの触しよく手しゆを伸ばして逃げようとするが、それも叶かなわなかった。


    　やがて、竜胆の体から赤い液体が飛び散り始める。


    　一滴、そしてまた一滴、と飛び散り始めた血ち飛沫しぶきは、あっという間に赤いシャワーとなって病室じゅうに撒まき散らされた。


    　赤糸のボンの骨の楔が、一度心臓を打つたびに竜胆の体に開いた穴から血液が飛散するのだ。鳴りやまない骨の音が、いつまでも竜りん胆どうの体を地面へ落とそうとはしなかった。


    　やがて──竜胆の体から、一滴も新しい血が出なくなり、赤あか糸しは竜胆を地面へと下ろした。


    　血の海に沈められた竜胆は、やがてしばらくすると、大きい咳せきを一つした。


    　その瞬間、体中が呼吸を欲し、一気に呼吸が開始され、竜胆は再び咳せき込みながら起き上がろうとして──目の前に差し出された、赤糸の手に気づいた。


    「死ぬってどういうことかわかったでしょう。死って、とても暗くって寂しくて、痛くて、惨みじめで、屈くつ辱じよく的てきで、混乱を伴ともなって不安になって恐怖を感じて、冷たくて寒くて孤独で、不快で不愉快で忌いまわしくて理解不能で無能で無力でどこまでも落下して──その最さい期ごの最中に、たった一つだけの言葉が暗くら闇やみにぽつん、と残ったでしょう？　……ねえ凜りん。あなたが死ぬその直前に、頭に残った、たった一つのあなたの言葉は、なんと言ったの？　それは、なんて言葉だった？　──そしてそれに応こたえたのは誰の声だったの？」


    　赤糸は、泣いていた。


    　竜胆に手を差し伸べながら──幼おさな馴な染じみを、確かに一度、自分の手で確実に殺したのだ、というその思いに耐え切れず──泣いているように見えた。


    　竜胆は、血に濡ぬれたその顔を拭ぬぐうこともせず、赤糸のその手を取った。


    「凜。その声の持ち主を──忘れてはいけないのだわ。その声はきっとこれからもずっとあなたを生かし続けてくれる声。その声が聞こえてるうちは、あなたは決して、死ぬわけにはいかないのよ」
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    　赤あか糸しの手を取り、竜りん胆どうは泣き始めた。


    　子どものように、いつまでも大きな声で、泣いていた。


    　赤糸はそんな竜胆の背中を、抱き寄せながら、軽く叩たたいていた。


    「赤糸……頼む」


    「頼まれたのだわ」


    「明あ日す香かを……あの子を、救ってあげてくれ」


    「凜りん。あなた、私を誰だと思ってるのかしら？　そんなの──お安い御用なのだわ」


    「明日香は──この部屋の、上に。そこで、君を待ってる」


    「上ったって──ここが最上階じゃないか。これ以上なんて」


    「歩あゆ。上と言ったら、上しかないのだわ。行きましょう、ボン──あの子が待っているわ」


    　赤糸はボンの鎌かまを両手で握りなおし、思い切り天井に向かってジャンプすると、思い切り鎌を振り、天井をぶち抜いた。


    『時間の外』の屋上は、夜空がきれいだった。


    　風もひとつもなく、穏やかな夜だった。


    　星も月もとても近くて、手を伸ばせば届きそうだ。


    「あんなに月が近くに見える」


    　サイクが言った。


    　その上空に、明日香は浮かんでいた。


    　金色に輝かがやく左右八枚の『翼』を、ひとつも羽ばたかせることなく。


    　その中心には、白いワンピースの少女がいた。


    　くすくすくす、と笑い声が甘い香りと共に聞こえてきた。


    「明日香」


    　夜空に浮かぶ金色の羽を持つ純白の少女に、骸がい骨こつのキグルミに身を包み、骨でできたマントと骨でできた巨大な鎌を持つ少女は話しかけた。


    「これじゃあどっちが天使で悪魔かわからないね」


    　サイクは言った。


    「なあに、赤糸」


    「あなたのお願いを、叶かなえにやってきたのだわ、私」


    　赤糸は夜空に浮かんだままの明日香に、にこやかに言った。


    　明日香は俺おれとサイクをちらり、と見た。


    「歩ではないの」


    「そうね。歩でも──いいかもしれないのだけれど、今日きようは、私があなたの願いを叶えるのだわ」


    「赤あか糸しが──私の死を、つくってくれるの」


    「ええ。あなたが死ぬ直前に頭の中で最さい期ごに言う言葉。そして、それに応こたえてくれる、あなたにとっての大事な人をつくるために──私は来たのよ」


    「嬉うれしいの。私、ずっと、赤糸に殺されたらどんなんだろうなって、想像していたの。あの日、私と凜りんを置いて──外国の病院に置き去りにして──一人で先に元気になっちゃって──充実したクラスメイトとの生活を過ごしてる赤糸に──もう長くはないから、せめて最期くらいは日本でって──帰ってこさせられた私が、殺されるときって……どんなんだろうなって。いっつも。想像。してたの。わたし」


    　明あ日す香かは、そう言って、空中で笑った。


    「今すぐに、わかるのだわ」


    　赤糸は、そう言って、屋上で笑った。


    　そして赤糸は、ボンの鎌かまを、解体させて、マントの中へ戻すと、両手を明日香に向かって広げて、言った。


    「さあ、明日香。今から、殺すのだわ。私はあなたに殺されるのだわ。全部で、三千四百二十三回、殺すことができるのだわ。さあ、明日香、始めるのだわ。私を三千四百二十三通りの殺し方で、殺しなさい。思いっきり知恵を絞らなければ駄目なのだわ。疲れたって駄目なのだわ。私はすぐに復活するから、間かん髪はついれずに殺しなさい。休む間を与えては駄目よ。殺せるときに確実に殺すのよ。的確に殺すのよ。堅実に殺すのよ。時には不ふ真ま面じ目めに殺してもいいわ。不道徳に殺すのも面白いと思うわ。不平等に殺してみるのも試してみる価値あるわね。それでもやっぱり、激しく殺してね。優しく殺してね。悲しんで殺してね。喜んで殺してね。怒りに任せて殺してね。愉たのしみながら殺してね。殺すのは辛つらいことだわ。殺すのは幸せなことだわ。殺すのは哲学的なことだわ。殺すのはセクシャルなことだわ。殺すのは平和を願うことで、殺すのは戦争を望むことで、殺すのは隣人を愛することで殺すのは自分を罰することで殺すのは自分を殺すことで殺すのは時間をつくることで殺すのは時間を奪うことで殺すのは世界をつくることで殺すのは世界を壊すことで殺すのは自分をつくることで殺すのはすべてを拒否することで殺すのは受け入れることで殺すのは寄り添うことで──殺すのはわかりあうことで殺すのは生きること」


    　怒ど濤とうの勢いで喋しやべり終えた赤糸は笑った。


    「あなたが私に与える死の一つ一つに、私は名前をつけてあげるのだわ」


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    



    　それから先は、戦いでも何でもなった。


    　そこで繰り広げられたのは、一方的な殺さつ戮りくだった。


    　明あ日す香かは、『翼』のキグルミを使い、時には使わずにありとあらゆる死を、赤あか糸しに実行していた。


    　三千四百二十四通りの死を──実じつ践せんしようとした。


    　実際は、五十にも到達しなった。


    　結局のところ、赤糸が明日香のことを思う気持ちのほうが、明日香が赤糸を思う気持ちよりも何十倍も、いや、何千倍も強かったのだ。


    　そんなことを思いながら──休むことなく続けられる、幼おさな馴な染じみ同士のじゃれ合いのような殺し合いを──俺おれは巨大な月の下でいつまでも、いつまでも眺めていた。


    



    　もう何度殺されて──生き返ったかわからなかった。


    　赤糸が再び、立ち上がろうとしたとき、明日香は泣いていた。


    「……私、悔くやしかったの。同い年の女の子は、男の子のこととかいろいろ話したり、買い物に行ったり旅行に行ったり運動をしたりするのに──私ったら、一人で、そういうの、何も知らないままで、死んでいっちゃうの。同い年の女の子がこれまでしたことや、この先するであろうことの、そのどれをも、一つも知らないままに、死んじゃうの。皆が知ってること、何も知らずに死んじゃう私の死はなんてかわいそうなんだろう、って思ったの。だったら、なんとかして、私の死くらい、私の自由に、私のしたいようにできないかなっていつも考えていたの。でも、自殺だけはいやだったの。そんなのは、特別な死でも何でもないの。誰かの大切な思い出にもならないの。私は誰かの特別に、一度でいいからなってみたかったの」
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    「……そう」


    「そんなとき、病院のベッドから外を見ていたら……この『翼』が来たの。私のところに、飛んできてくれたのよ。このこ、ミスって言うの。私が名前をつけたの。私とミスは、たくさんお話をしたの。ミスは、キグルミの中でも、出来損ないだったの。おちこぼれだったの。誰もミスのことが見えなかったの。ミスは、キグルミとしては役立たずだったの。だって、着られないの。それでもミスは、誰かによって、生まれたの。作られたの。でも、誰もミスを必要としなかったの。だからミスは、逃げだして──私と出会ったの。ミスは私のためにキグルミとしての機能のほとんどは捨てたの──たとえば喋しやべることを。でも、その代わり、『時間の外』を作り出す力を──手に入れたのよ」


    「……そう」


    　そして明あ日す香かは、再び赤あか糸しを、殺し始める。

  


  
    　


    



    


    　　　エピローグ


    



    　


    『時間の外』では時間は流れない。


    　わかりきっていたことだったが、それでも、赤糸が三千四百二十三回死にきるには、まだまだ時間がかかりそうだった。


    　明日香も既にもう、何回目になるかわからない、ミスの話を、延々としている。


    　そしてさらに赤糸は殺され続ける。


    　俺おれはその姿を見ながら、三千人の死、というものの大きさと悲ひ惨さんさを実感していた。


    　三千人が死ぬというのは、三千人が一回で死ぬからすごいのではない。


    　一人の死が、三千個あるから、すごいのだ。


    　明日香はなおも殺し続けていた。


    　よく体力が持つなと思うが、あれはキグルミが──ミスが助けているのだ、とサイクが教えてくれた。


    「──ミスも、明日香のために、戦っているってわけだよ」


    　もう何回死んだかわからない赤あか糸しは、それでも何度も立ち上がった。


    「赤糸」


    　明あ日す香かは、赤糸の名前を呼んだ。


    「私、ずっと赤糸のことを殺し続けていて、最初は怖かったけど、だんだんわかったの。殺すということと、殺されるということは同じなのね。私、赤糸を殺すたびに、頭の中から声が聞こえるの。真っ暗で寂しい場所から、その声は聞こえるの。赤糸を一度殺すごとに、よ。ねえ、この声が、殺されるときに聞こえる声なの」


    　そうだ、その声は。


    　俺おれが以前殺されたとき。サイクと一緒に死ぬ直前に頭の中に聞こえた、俺が発する最さい期ごの声。


    　それは。絶命する間際に、命が最期に発する音は──。


    



    　──ワタシヲミテ。


    



    　それは恐らく、生き物が、この世に初めて生を受けた瞬間に、その肺の中に思いきり空気を吸い込んでから、発する音と──同じ、音。


    　明日香のミスの翼が赤糸の心臓を抉えぐるのと、赤糸の巨大な骨の鎌かまが明日香の体を貫つらぬいたのは、完全に同時だった。


    　明日香は、口から血を吐きながら、膝ひざから崩れ落ちた。


    「──見てるわよ、明日香。私が」


    　赤糸が明日香の死体を受け止める。背中に手を回し、ゆっくりと抱きしめ──。


    　次の瞬間。


    　巨大な金色の歯車が空中に一斉に現れ──目の前を。屋上を。夜空を。巨大な月を。すべてを埋め尽くしていった。


    「『時間の外』が──本来の姿に戻るぞ」


    　ボンが、太く静かな落ち着いた声で言った。


    　やがて生き物以外のすべてがさまざまなサイズの歯車で埋め尽くされたと同時に、一気に回転を始め、目の前の世界は見る見るうちに解体されて変形されて再構築されていく。


    　足下に広がる巨大な歯車の上を、回転に逆らいながら、俺とサイクは、いくつものさまざまな方向へ回されながらも赤糸とボンの姿を捜した。


    「赤糸！　ボン！　どこだ！」


    　いくら走っても歯車の出現と回転は止まることがない。ありとあらゆる場所に歯車の回転によってあいた隙すき間まが空間となって現れては消えていく。


    「隙間に落ちちゃったとかじゃないかな」


    「あいつらに限ってそんな失敗はしないだろう。俺たちじゃないんだから」


    「それもそうだ」


    　俺おれとサイクは不規則に開く「乱数空間」の隙すき間まに気をつけながらも赤あか糸しとボンの姿を見つけようと目を凝こらす。


    　床ゆかの上を巨大な歯車が回り、その回転により、歯車の端に座っていた千ち木ぎ良らと、音ね子こがこっち側へカーブを描えがきながら近づいて来た。


    　千木良はツタンのキグルミを着ており、その周りには、一人用のテントほどのサイズの、ピラミッドがいくつも建っていた。


    「歩あゆくん、千木良さん、ポコポコ命を産むんす」


    　音子が、ピラミッドの蓋ふたを開け、中で眠った状態の郷ごう田だと巴ともえを指さして俺に言った。


    「復活させてんだろーが！　三み月け！　お前も産め！　交代しろ！」


    　音子と千木良は、そんなことを言いあいながらそのままカーブを描いて通り過ぎていった。


    「上だ、歩」


    　サイクに言われて見上げると、八枚の翼だけしかないキグルミの──ミスが、フラフラと、空へ舞い上がっていくところだった。


    　なるべく近づこうと走る。やがてその先に、赤糸と竜りん胆どうが並んで立っていた。


    　俺は二人の横に並び、フラフラとバランスを崩しながらも上へ上へと昇っていくミスを目で追った。


    「明あ日す香かが、あの中にいるの」


    　赤糸は見上げたまま言った。


    「明日香がもう一つの命で生き返った瞬間、ミスの口が開いて──明日香をその中へ入れて、飛び立ったんだ」


    　竜胆が言った。


    「……なんだ、キグルミに、なれたんじゃないか」


    　サイクがぽつり、と呟つぶやく。


    「ミスの命で、生き返ったのならあるいは──もうあの子の病気は──消えてしまった、ということも、あるかも知れない」


    　ボンが静かにそう言った。


    「だとしても──もうあの子は、戻ってこないでしょうね」


    　俺たちは赤糸のその言葉に何も答えずに、フラフラと、ただただ上昇していくその金色に輝かがやく八枚の翼と──その中にいる、白いワンピースの少女が小さくなっていくのを、ただ見上げていた。


    　そのうち、空から順番に歯車は消えていき、やがて『時間の外』が終わり、元の世界へ戻り出すのがわかる。白い光に包まれ、その光は急速に俺たちを飲み込み、周りには何も見えなくなった。


    　俺おれは自分が光の中を落下していってるのが理解できた。


    　恐らく、この落下が終わった先に、普段どおりの日常が──赤あか糸しの家の道場の床ゆかが、待っているのだろう。俺は自分の左手を、その全身を確認する。


    　そこには、見慣れた自分の制服と、生身の剝むき出しの腕があるだけだった。


    「サイク」


    　俺は蛍けい光こう緑みどりの柔らかな長毛で全身を覆おおう、丸い頭の両側にはてろん、とした耳のようなものを垂らし、大きな単眼とその下に開いた切れ目のような口に、話しかける。


    「次、またいつ会えるか知らないけれど──もし、そんな次があったら、次もうまくやろうぜ。お前の減らず口にうんざりしたり、俺のわがままや馬ば鹿かな考えに文句言ったり、お互いに文句や悪口を言い合ったりしながら──きちんと、生きるため──会話をやめることだけはしないでいこうぜ。それはだって、お前のことを俺がわかりたいからするんだし、お前だって俺のことを知りたいからするんだもんな。俺はお前を、あんな星へ置き去りにはしないからな。お前が何者でも構わないんだ。お前は、生意気で口数の減らない、臆おく病びようでわがままで、弱虫で、すぐに文句垂れる集中力のない──俺の大事な友達だ」


    　俺はそれだけ言って、目を閉じた。


    　わかってるよ。言われなくたってね。


    　頭の中で、そんな、高く澄んだ声がした。

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　こんばんは。もしくはこんにちは。竹たけ内うち 佑ゆうです。


    『キルぐみ』を書いている間、ずっと音楽を聴いていました。一巻から一貫して、作者プロフィールのとこにその時聴いていたバンドの名前を記し、章題はその章にあうであろう、そのバンドの曲名を記していました。もし興味がある方は、該当の曲を聴きながら読んでいただけたらちょっと楽しいかもしれないですよ？


    　でも、今回の三巻だけ、本当はずっと小お沢ざわ健けん二じさんとフリッパーズギターさんを聴いていましたが、三巻だけいきなり章題が『ドアをノックするのは誰だ？』とか『世界塔よ永遠に』とかになると変なので、ドイツのパンクバンドで統一させてもらいました。オザケン、ごめん。


    　イラストの出で水みずぽすかさん。今回のクラスメイト全員のキグルミデザイン、素晴らしいです。特にグランギニョルのカッコ良さが、能の瀬せ史ふみという得え難がたいキャラを生み出させてくれました。


    　担当の江え橋ばしさん。いつにも増して遅れてすみませんでした。寝てなさのあまり逆ギレみたいなLINEを送ってしまい申し訳ありませんでした。


    　そして読書の皆様のおかげで三巻まで出せました。本当にありがとうございます。


    　では、新たな物語でまたお会いできましたら嬉うれしいです。

  


  
    竹内佑


    Yu Takeuchi


    



    芝居流通センターデス電所にて作・演出担当。


    http://www.deathtic.com


    執筆以外は主に『The Last of Us』をプレイ。もしくは飼い猫の睡眠の妨害担当。好きなものはビールとサスペンス映画と『Die Ärzte』。嫌いなものは愛のない芸能人の吹き替え映画。
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